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侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【４】
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１　うきうきしすぎの兄と、青ざめる弟












　聖殿の庭から聖剣が消えた。






　その報せは瞬く間に王宮に広がり、聖殿の庭は真偽を確かめようとする者たちで溢れかえった。

　官も使用人も、騎士も衛兵も。誰もかれもが人垣の隙間からその光景を見ては言葉をなくす。






　誰の記憶にも、堂々とした大樹の幹に深々と身を沈める剣の柄の姿がある。

　その姿は頑ななまでに不変で。

　人々は聖剣が抜けることを待ち望みながらも、最早それがそこから消えることなどきっとないのだろうと、誰しもがそう思っていた。






　――しかし。






　千年――彼らの親の世代、その親の世代、そのずっと以前から、変わらずそこにあり、いつの日も、天気の日も、雨の日も、嵐の日も。

　変わらずそこで静かに月日の流れに耐え、勇者を待っていたはずの剣が。






　――ない。






　それをはっきりと認識した者の瞳は見開かれ、身体には震えが走った。

　人々は呆然とする。

　その時が来れば、国はきっと喜びに包まれるのだと皆が思っていたが、それには足りないものがある。






　聖剣と、それを抜いた勇者。






　それなしでは……皆、歓声を上げられない。


















　国王は事態を受けて、すぐさま議会を召集。状況を調べるために、要職に就いている者以外のすべての官と兵を、情報収集、ならびに聖剣と勇者の捜索にあてた。詳細が分かるまではと箝口令かんこうれいを敷いたが、それが長くは持たないことは誰もが分かっていた。

　王宮外での聖剣捜索は極秘で行なわれ、有力者である議員たちもそれぞれ私兵を出して請け負った。

　しかしそれでもなかなかその行方をつかむことができない。まるで聖剣が霞と化して消えてしまったかのようだ。わずかな痕跡さえ残っていない。






　中には千年聖剣が必要とされなかったことを理由に、『女神が聖剣を天へ戻したに違いない』という議員もあって。それに同調した王子クラウスが『国が天に見放されたのでは』と皮肉を発し、それを窘めたブレアとぶつかる一幕もあった。






　聖剣が姿を消して。王国には様々な問題が持ち上がったが、その懸念の一つに、消えた聖剣が密かに他国へ渡ってしまうのではないかという危惧があった。

　聖剣が消えた夜、クライノート王国では盛大な舞踏会が催されていた。会には他国の王族や貴族たちが大勢集まり、さらにその世話人、護衛などを合わせると数えきれない人数の異国民が王宮にいたということになる。

　もし、そんな彼らのうちの誰かが、聖剣を抜いていたら。

　聖剣は彼らの帰国と共に国外に持ち出されてしまう可能性がある。






　もちろん正確なところを言えば、聖剣は女神が勇者に下賜かししたものであるからそれは王国の所有物ではない。

　他国の者が聖剣を抜き、勇者として選ばれるのならば、それはそれで女神の思し召しとして仕方のないことではある。

　だが、王国の祖、千年昔の勇者が新たな勇者が選ばれるまではと、女神に聖剣の守りを命じられたことも事実。王国としては、このように聖剣を所在不明のままにしておくことはできなかった。

　千年の間人々に語り継がれ、待ち焦がれられてきた聖剣の勇者である。

　もし本当にそんな存在が現れたとしたら、国民に与える影響力はどれほどとなることか。

　ましてやそれが行方知れずとなれば。国民の動揺は必至だった。






　しかし国王も議員たちも、聖剣の影響力に関心のあるものは皆、誰もがいずれは聖剣の所在も知れるだろうと考えていた。

　影響力のある剣だが、その影響力を手にするには、民の前に聖剣はここにありと示さねば意味がない。

　ただ、その時聖剣が〝どこから〟出てくるのかが、とても重要なのだ。民心を集める類い稀なる聖剣が、いったいどこから、どの勢力から現れて、誰の手にあるのか。

　それが王国の今後に大きく関わる問題なのであった……。












「――どう思う？」






　議会が解散となったあと。

　他の者が立ち去った議会場で、王太子はたった今閉じられた扉を見つめながらブレアに問いかけた。

　ブレアは兄の問いに確信をもって淡々と答える。






「議員たちの中には聖剣を得た者はおらぬでしょう。全ての者が、誰が味方で敵なのか、誰の背後につけば益があり害を免れるのかという顔をしておりました。自らが聖剣を得ているのならば、あのような弱気な顔をちらつかせることはありません」






　弟のきっぱりとした断言に王太子は、そうかと頷く。






「けれど議会内に、互いに疑いの目を向け合うような空気が生まれるのはあまり良いことではないね。せっかく聖剣が抜けて祝いごとであるはずなのに……」






　王太子は困ったようにため息をつき、ブレアはそんな兄に静かな目を向ける。






「早々に聖剣と勇者の所在を明らかにしておかなければなりません。国の認定が遅れれば、紛い物の聖剣を手に己が勇者と偽るような輩も出てきてしまいます。惑わされる国民もあるかと」

「そうだね……目撃した者たちの口止めもいつまでも持ちはしないだろうし……でも、お前が騒ぎに気がついてすぐに冷静に対処してくれたから助かったよ。あのまま皆が混乱状態に陥っては、すぐに状況が王宮外に漏れただろう。わずかでも時間ができたのはありがたい」






　――本日早朝のことの起こり。

　最初に聖剣がないことに気がついたのは聖殿に勤める神官たちだった。

　だが、彼らは余程そのことに驚いたのだろう。うろたえてとても冷静な判断ができる状態ではなかった。

　そこへ早朝鍛練の帰りに聖殿へ立ち寄ったブレアが通りかかった。

　神官たちはその場で腰を抜かしており、引きつった悲鳴を上げてブレアに助けを求めた。

　ブレアも大樹から聖剣が消えていることに一瞬唖然としたが――

　聖殿の庭には悲鳴を聞きつけた使用人や衛兵たちが続々と集まっていて。辺りはあっという間にひどい混乱状態と化してしまう。

　我に返ったブレアはそのことに気がつき。まずは衛兵たちを統率して彼らの騒ぎを収めたのだった……。









　ブレアは王太子に「恐れ入ります」と頭を下げてから、硬い顔を兄に向ける。






「……兄上は、聖剣がどこへ行ったのだと思われますか」

「……そうだねぇ……それは分からないけど……」






　王太子は少し考えてから、苦笑する。






「立場を抜きにして言わせてもらえれば、私は皆もう少し女神を信じていいと思う」

「女神を……ですか……？」

「そう。他ならぬ女神のなさることだ。選ばれた勇者が誰であれ、女神は王国を守る者へそれを贈られるというのだから心配することはないのではないかな。まあ、それを受けて出てくる世間への影響に対しては私たち王族が抜かりなく対処しなくてはね」

「……」






　にこりと笑う兄の言葉に、ブレアが真顔のまま、わずかに動く眉の動きで困惑した様子を表した。彼は生真面目な性格ゆえに、事態をより重く受け止めている節があった。

　政治のことに関して言えば、常に国王や王太子を支え、最悪の事態も想定し、打てる手を打ち尽くしておくのがブレアのやり方である。

　そんな弟に柔らかく笑ってやりながら、王太子は首を振る。






「もちろん楽観していなさいと言っているのではないよ？　でも大丈夫、お前はお前のやり方で、今までどおり陛下を支えていればいい。天に命運を委ねるのはいいが、だからと言って力を尽くさずしていい結果が得られるということではないからね」

「……はい」

「ただ――私はちゃんと相応しい者が聖剣を手にしていて、どんな形であれ王国の支えになってくれていると信じている。その上で私たちは今まで通り、国民のために尽くす。今回みたいな不測な事態が起きれば、それに合わせてやりようを考える。一つ一つ対処していけばきっと結果は出る。それだけだよ」

「……」






　朗らかながら力強い兄の言葉に、ブレアの肩から少しだけ力が抜ける。こういう事態でも常に余裕を失わない兄に、ブレアはいつも敵わぬなと思うのだ。






　兄はしなやかな男だった。性格も見た目も柔和だが、実は執務においてはブレア以上に冷静で、物事をよく見ている。

　起こった出来事を大げさに捉えすぎることも、甘く見過ぎることもしない。コツコツと物事にあたることを好むところはブレアと似ているが、人は人、自分は自分と割り切った性格のブレアとは違い、王太子は周囲との調和をはかるのが抜群にうまい。

　だからこそブレアはこんな兄にいずれは国の頂点に立ってもらいたい。彼が王座に座ればきっと国は安定し、兄のようにしなやかな強さを手に入れるに違いない。それを支えるのが、王子としての自分の役目だとブレアは信じ続けている。

　ゆえに、今、聖剣の行方はとても重要なのだった。






（……王太子殿下が聖剣を抜いて下さるのが一番だったのだが……）






　ブレアは考える。






（……女神が相応しいと選んだ勇者とは……どんな人間なのだろうか）






　すると、

　何故か脳裏にラベンダー色のドレスが翻った。

　ブレアの灰褐色の瞳が見開かれる。昨晩それを着て己を見上げた娘の顔を思い出し、心臓が大きく高鳴った。

　ブレアは戸惑う。何故こんな時に彼女を思い出したのだろう。

　不謹慎にも、こんな国の大事に……。






「……？　ブレア？」






　立ち尽くしていると王太子が不思議そうな顔をしている。彼は急に思いつめたような顔になった弟に首を傾げ――……たが。

　柔和な顔をしておいて、とても鋭い兄は、すぐにブレアの思考を読む。






「ああ……そういえば残念だったね」






　切り出されたブレアが我に返って、






「は……？　何が……でしょうか……？」

「ん？　エリノア嬢でしょう？」

「!?」






　せっかく今日はエリノア嬢のことについて方針を詰めようと思っていたのに、この騒ぎでそれどころではなくなってしまったねぇ……と、ため息をつく兄に、ブレアがギョッとして思い切りセキこんでいる。






「な、何故私があの者のことを考えていると……」

「？　だってお前顔が赤いから。そうかなって」

「あ、赤い……？」






　その言葉にブレアは動揺を隠せない。なお赤くなったブレアの様を見て。聖剣の騒ぎの時は、神官たちから『王子は惚れ惚れするくらい冷静でご立派でした……！』と聞かされたんだけどなぁ、と、兄は密かにおかしく思った。

　王太子は、ものすごく惜しそうに、残念そうにため息をつく。






「はあ……早く聖剣見つかってくれないかな……不謹慎なようだけど、私としては早めに解決してエリノア嬢と親睦でも深めたいんだよ……勇者も大事だけど、兄としては弟の恋の行方も気になるし……」

「!?」






　再びブレアが噴き出してセキこんだ。






「どうしてお前の縁談はこう障害が多いのだろうか……やっとブレアが思い出しながら頬を染めるようなお相手が見つかったというのに……」






　私は応援したくてたまらないんだよ!?　と、ごくごく真剣に語る兄に――……






「……、……、……兄上……今は私のことは……」






　ブレアは青いやら赤いやらの顔で、平静さを取り戻そうと内心必死である。

　聖剣と勇者のことを考えていたはずが、何故だか話がすり替わってしまった。というか、お願いだからそっとしておいてほしいと切に思うブレア。

　ブレアには、とりあえず己が恋愛初心者であるという自覚がある。そこへ来て、兄や母に余計な助力という名のお節介を焼かれては、はっきり言って己が無様なことになることは目に見えていた。いやせめて、同じ無様でも、己の力で、己のペースでやらせてはもらえないだろうか……そう思うのだが。






　しかし。これまで浮いた話の一つも匂わせなかった弟の恋話に、うきうきしすぎの王太子は整った眉目を悩ましげに歪め、思い切り実感をこめていらぬ心配をしはじめた。






「ああ……国が聖剣探しにかかりきりになっている間にエリノア嬢が他の男にでも奪われたらどうしよう……私の義妹なのに……！」

「……」

「ブレア……私はずっと妹が欲しかったんだ。そういう視点でいうとクラウスの婚約者のオフィリア嬢は勝気でまあそれもいいんだけれど、何ぶんハリエットとの相性が悪くてね……その点エリノア嬢は相性が良さそうだし、何よりハリエットを守ってくれたじゃないか。あれには私は本当に感動したんだよ……！」

「……」

「私はきっと、彼女を私の義妹にしようと思う！」






　……きっぱり高らかに宣言する王太子には何やら凛々しさすら漂うが……なんというか、もはやブレアのためというより自分自身のためになってきてはいないか。ブレアはとても頭痛がした。






「………………あの、兄上……」

「今朝ハリエットと朝食を食べようと会いに行ったら、ハリエットも昨晩はエリノア嬢に『義姉上様！』と呼ばれた夢を見たというんだよ。これはもう……二人でエリノア嬢をかまい倒して可愛がるしかないと話をしていたんだ」






　……一国の王太子と同盟国の王女が、二人して朝っぱらからいったい何を話していたのだと問いたいが……王太子は瞳をキラキラ輝かせて実に楽しげだ。

　ブレアはそんな兄の様子にげっそり頭を傾かせ、やや顔色が青い。突っこみたいのは山々だが、敬愛する兄があまりにも楽しそうなので、そうできずにいるらしい。

　兄はブレアに向かってにっこりと微笑む。






「ブレア、早く聖剣と勇者を見つけよう。私は全力を尽くすよ！」

「………………はい」






　……王太子は聖剣の勇者探しに、何やらやや不純な動機を付け加えた。

















２　眠れない夜とうさぎ、そして膝枕












　静かな早朝。

　天井近くにある、小さな明かり取りの窓の外はまだ薄暗い。

　寝台の上に腰を下ろしたまま、その四角い窓枠をまんじりと見上げていた娘――エリノアは、ため息をつく。






　――まだ外は静かだ。まだ、街の人たちに騒ぎは伝わってきていない。






　そのことにホッとするような、じわじわ来る緊張に喉元を絞められているような。

　とてもじゃないが、昨夜は一睡もできなかった。






　――昨夜――……

　舞踏会からの帰宅後も、とても大変だったのだ。

　タガート家の馬車を降りて、自宅に着くと、すぐに暗がりから聖剣が飛び出して来た。

　己よりも大きな男に思い切りタックルかまされ抱きつかれたエリノアは、本気で骨が砕けるかと思った。

　抱きつかれた瞬間、エリノアの腕からは、うさぎのヴォルフガングが慌てて逃げて行って。家まで送ってくれたタガート家の御者と従者も、突然現れた男にギョッとしていた。聖剣の頬ずり攻撃に耐えながら。あ、だめだ、これ……絶対タガートおじ様とルーシー姉さんに通報されるやつ、とエリノアは思った。きっと……後々大変なことになるだろう……。






　だがしかし。あの時は、そんなことに落ち着いて対処できるほどの余裕はなかった。

　従者たちをなんとか帰らせて、自宅に入ると案の定そこには……ブラッドリーがジリジリした顔で待ち構えていて。

　未だダスディン寄りの状態らしい弟は、姉の後ろに張り付いてエリノアのドレスの端を握りしめている聖剣の姿にこめかみに血管を浮き上がらせていた。






『……やはり連れて帰ったか……』






　低い声にエリノアは身を縮こませたが……聖剣は呆れるくらいにあっけらかんとしている。






『当然です。私は勇者のものですから』






　その堂々とした素直さには、もはやどこか頼もしさすら感じるが……自慢げな聖剣の笑みに、ダスディンは壮絶にイラっとしたらしい。

　途端に室内の空気がズンと重くなって。

　エリノアは慌てて弟にすがって止めた。






『もう――これ以上は家に入らないわよ!?』






　家はもう限界を超えている。

　魔物を呼び出すのはやめてくれ！　……と。















「はぁ……」






　昨夜のことを思い出すと、ため息しかない。

　昨日の晩は、色々弟と話すべきことも沢山あるような気がしたが。心労疲労その他諸々で、『とりあえず今日はもうこれ以上何も抱えられない！』と心底感じたエリノアは、そのまま寝室に飛びこんだ。

　だが寝台に横たわってみても、やはりそれでも眠れない。今後のことを想像すると不安すぎて。






　長い長い夜が去り、朝を迎えた今も少しも眠気を感じなかった。身体はぐったり疲れているはずなのに、頭の中がひりひりしていておかしなくらい目が冴えている。






「……これから、どうなるの？」






　エリノアは弱々しくつぶやいた。

　エリノアは本気で女神に問いたいと思った。

　この狭い家に現在、人間二名（勇者・魔王）と、魔物が四名、そして人の形をした聖剣が一名。

　そりゃあ魔物たちは犬と猫に化けてくれるからそうスペースは取らない。実を言うと、老将メイナードも普段は夜になるとどこかしらに消えていく。（多分――近くの木の上ででも寝ているのだろうとヴォルフガングが教えてくれた。それを聞いた当初は、いや、あんな老人を外で寝かせて大丈夫かとエリノアは慌てたが……どうもメイナードという魔物はそういう存在らしい）






　にしてもだ、新たに増えたのは聖剣という、ある意味魔物よりも意味の分からない存在だ。

　もちろん剣の姿なら、箱に入れるとかどこかに隠しておくとか色々と保管方法も考えられる。

　しかし……聖剣はエリノアの前に人の形で現れた。

　いったいこの不思議な存在を、どこにどう居させればいいというのか。

　そうエリノアが悩んでいると――……聖剣はキョトンとして、「壁にでも立てかけておいてください」、と……こう来る。

　困ったことにこの聖剣……女神に新しき身体を授けられて間もないせいか、からきし自分についても分かっていないふうなのである。まるきり今後も剣としてエリノアの傍にいるつもりらしい男に……エリノアはほとほと困った。

　聖剣はそんな主人に、彼女の寝床の傍に立てかけてくれと懇願したが、これにはブラッドリーが猛反対。

　結局……コーネリアグレースのとりなしもあって、聖剣はしぶしぶ居間の壁際で休むことになったのであった。






　さてそんなコーネリアグレースは、己が聖剣を連れて帰る助言をした責任もあってか、その晩は金棒片手にブラッドリーの寝室前に仁王立ち夜通し警護。その息子グレンはどこかに消えて姿を見せない。聖剣を嫌ってどこか軒下ででも寝ているのだろうとヴォルフガング。

　そして普段は犬の姿で居間で寝ているヴォルフガングは、どこかというと――……。






　今、エリノアの布団の隅でじろりとエリノアを睨んでいた。……うさぎ姿で。






「……おい、まだ眠れぬのか。さっさと寝ろ。朝になってしまったではないか……おかげで俺も眠れん」






　もっふりまるくなったうさぎのそのセリフは、もう昨夜から何度も聞かされているものだった。エリノアはため息をつく。






「寝られるわけないでしょう……いつ王国兵が町になだれこんでくるかも分からないのに……はらはらしてとてもじゃないけど眠れないよ……」






　弱々しく言うと、ウサギのほうでもため息をつく。






「まったく……俺は陛下からお前をしっかり休ませるよう命を受けたんだぞ」

「………………」






　やれやれと憮然としたうさぎの顔を見ていても、露ほども癒しを感じなかったエリノアはすんとして「うん人選ミス」と思った。






「…………せめて羊なら……」

「[image: 〓]？　何か言ったか!?」

「いえ、なんでも……（なんでこの人そんなにうさぎがお気に入りなんだろう……）」






　まあだがしかし。

　この渋いうさぎ相手ではエリノアも眠気を誘われようがないが、一人では落ち着かなかったのも事実。それにヴォルフガングをいつも通り居間で寝かせるのもかわいそうだと思った。彼もこんななりをして立派に魔物。聖剣の傍はつらいだろう。

　ヴォルフガングにはもうなんだかんだ色々と見られた仲でもあるし。その辺はエリノアも割り切った。






　そういうわけで、今朝エリノアの部屋には眠れぬ人間が一人とうさぎが一匹。

　エリノアは、ハラハラしながら明かり取りの窓を見上げる。

　王宮はどうなっているだろうか、もう聖剣がないことに気がつかれてしまったのだろうか。それを思うと、とてもではないがのんきに眠ることなどできようはずがない。

　エリノアはふと思う。






「……この私が勇者……あ、あはは……」






　考えているとなんだか空虚な笑いが口から漏れ、身体はだんだん横に傾いて行った。

　そのまま感じる重責に身を任せていると、しまいには寝台脇の壁に頭がゴンッとぶつかった。だが、痛がっている心の余裕もなかった。






　……と、






「……おい、」と、声がした。

　目の下がクマで落ち窪んだ顔で見下ろすと、ヴォルフガングが迷惑そうにエリノアを見上げている。

　なんだろうと見ていると、なんとうさぎは、のすのすと彼女の膝の上に登ってきた。






「え……？」






　らしくない行動に驚いていると、うさぎはエリノアの膝の上に陣取り、ピクピクする小ぶりの鼻からふんと息を吐く。






「お前、さっき俺のことを愛らしくないと思っただろう」

「……はぁ？　……いえ……そうじゃなくて、快眠性と癒し成分が低いかなって……」

「意味の分からんことを……羊だと？　この俺様の繊細な毛並みを前にあんなもじゃもじゃのほうがいいとは無粋なやつめ……」

「………………」






　エリノアは迷った。あんたも大概わけの分からないことを言ってますよと。指摘してやろうかどうしようかと考えていると、うさぎが何やら仏頂面のまま、ちらちらこちらを見上げてくる。






「？」






　今度はなんだと思っていると、憮然とした声が放られる。






「…………どうした、撫でろ」

「…………………………、…………………………」






　……なんだその撫での強要はっ！






　……と、エリノアは思ったが。

　とりあえず、エリノアは大人しくその言葉に甘えることにした。

　ヴォルフガングの長い耳と耳の間の後頭部にそっと指を置くと、うさぎは心地よさそうに目を閉じる。

　みっちりした白い毛は指先に優しくて、毛並みにそってゆっくり撫でていると、何故だか──ぼろぼろ涙が落ちて行った。

　エリノアの顔が、くっと歪む。






「…………強要されたのに気持ちよくって腹がたつぅぅぅっ！」

「……あのな……」






　泣きながら半ギレするとヴォルフガングがため息をこぼす。






「はぁ、お前な……あまり思い悩みすぎるな」

「そんなこと言ったって……弟は魔王になるし、自分は勇者だし、聖剣は押しかけてくるし、王宮には国宝無断持ち出しの状態よ!?　ブラッドリーはビクトリア様を攻撃しちゃうし、そりゃあビクトリア様のあの仰りようには私もかなり思うところがあったけど……！　でも……バレたらみんなでお尋ね者じゃないのよぉぉぉおっ、おまけにメイナードさんにも無理させちゃって……今は冬眠状態なんでしょう!?」

「……冬……いや、力を消耗したゆえ休眠が少し長くなるだけだ」






　ヴォルフガングが訂正するも、エリノアは「お年寄りをこき使うなんて！」と、更に涙する。

　しかしあれはメイナードがブラッドリーの配下として仕事をしただけで、別にエリノアのせいではない。が、やはりそこはブラッドリーと姉弟意識の強いエリノアにとっては責任を感じずにはいられないらしい。

　というか、とヴォルフガング。






（こやつ……不眠で精神がかなり不安定になっているな……）






　どうしたものかと見守るヴォルフガング（うさぎ）の前で、エリノアは嘆く。






「ブレア様のお力になりたいと思って舞踏会にも押しかけたのに！　そのブレア様やリードまで巻きこんじゃって……ルーシー姉さんは魔物に感化（？）されるし……今にも王宮から兵が来るかもと思うと緊張して喉から心臓が出てきそう！　だいたい聖剣なんてどうやって世話したらいいの!?　何食べさせたらいいのよぉおおおおおお！」






　エリノアはそう言うと、ヴォルフガングの乗った己の膝に、覆いかぶさるようにして身体を折った。そのまま堰を切ったようにおんおん泣きはじめる。

　頭上で唐突に泣き出した娘に、涙の雨をぼたぼた掛けられながら。ヴォルフガングはやれやれと小粒の鼻から息を吐いた。






「……まあ、存分に泣け」






　さすれば少しは落ち着くだろう。

　エリノアの涙の降り注ぐ膝の上で、渋い顔をしていたうさぎは──そう、思いがけず苦笑した。






　――そうして数十分後……。

　部屋には、すっかり泣き疲れ、そのまま眠りに落ちたエリノアの姿があった。

　寝息を立てる頬は、いつの間にか――うさぎから元の獣人態に戻ったヴォルフガングの広い膝の上に乗せられている。

　そのヴォルフガングもまた、娘を膝に乗せたまま腕を組み、自身も目を閉じている。どうやら――こちらもようやく眠ることができたようだ。

　すっかり朝日が昇った窓の外からは、優しい光が二人に降り注いでいるが、二人は少しも目を覚ます気配がない。

　室内にはなんともほのぼのとした空気が満ちて――……






　いたのだが。






　エリノアの部屋の外、扉前では。

　エリノアの部屋の平穏さに相反するようにピリピリとした剣呑な雰囲気が漂っていた。






　扉のど真ん前には薄暗い表情のブラッドリー（ダスディン）が木戸を睨んで立っていて、その後ろでは、心配そうな聖剣がうろうろうろうろ廊下を行ったり来たりしている。

　エリノアの泣き声が聞こえたあたりから、すでにここでずっと待機していた二人は、すぐにでも部屋に飛びこみたいという顔をしている。……が、






「エリノア様が起きるまでは絶対入室禁止令」を、「この家で姉弟の健康と安眠を守る第一人者」としての権限で発令したコーネリアグレースに止められ……今に至る。

　飄々とした女豹婦人は言う。






「散々心配かけたでしょう？　この上お姉様にまだ心労をおかけになる？　あーら、おかけになるの陛下？」と……。

　そんなふうに姉を引き合いに出されると、さすがのブラッドリーも元乳母の言葉に従わざるを得ず。






　そうして聖と、魔と。

　正反対の性質を持つ二人、こうしてエリノアが目覚めるのをジリジリと待っているという次第であった。






「………………ヴォルフガング……」（めっちゃ怖い）

「…………主……」（めっちゃ泣きそう）






　……その光景を見てコーネリアグレースが笑う。






「なーんてスリルがある家かしら、うふふ魔界よりずぅっと刺激的」（恍惚）






　……もちろん、後にブラッドリーに叱られそうになったヴォルフガングのことは、エリノアが必死に必死に庇い倒した……。

















３　うなだれる犬と、思春期の魔王












　今回の出来事で――……

　彼の心の中には単純に前世の人格が蘇っただけ、とは言い難い変化が起きていた。






　今までは、父の仇として、その名しか知らなかった王子クラウスと母のビクトリア。

　だが今回、実際に二人を目にし、彼らの身勝手さを目の当たりにすると、彼の心の中では憎悪がより明確なものとなってしまった。

　昨晩彼は、ビクトリアの命を本気で奪うつもりだった。

　己が親と家を奪い、路頭に迷わせた子供を前に、もう一度それをしてやろうと嘲った女。

　耳障りな声で、姉を罵っただけでも許しがたいのに。それがあろうことか、その大切な姉の職場、王宮に側室妃として君臨している。

　案じられるのは、今のエリノアの立ち位置だ。

　今回の舞踏会でエリノアは、はっきりとブレア側の人間だと側室妃たちに認識されてしまった。

　そればかりかブレアのあの様子である。

　きっと、誰の目にも王子の想いは明らかだったに違いない。






　あのような場でそれを公にしてしまった以上、今後エリノアが、クラウスたちのようなブレアの政敵に目をつけられることは必至だった。特にビクトリア妃の無慈悲な人格を知ってしまった今は――……。






「……ブレアめ……」






　彼は憎々しげにその名を漏らす。

　いくら姉がタガート家の養子に入ったとはいえ、相手は王族で、姉は恐らく侍女の職をやめない。それは危険ではないか。あまりにも。






「……やはりあの者たちはいずれ排除しなくてはならないな……」






　ダスディンでありブラッドリーである少年は、暗い顔でつぶやいた。

　こんな存在の自分だ。きっとまともでない方法でもできることがあるはずだ。






　そう感じて、それから彼の顔が不意に凪ぐ。






　……きっと姉は止めるだろうが。






　それでも。

　女神の布しいた清らかな道徳になど、従う気はさらさらなかった。






「……守ってみせる。邪悪でも」









　……それはなんとも重苦しい響きだった。









　　　　　＊　＊　＊









　――ズン……と、落ちこむ犬がいる。






　両前足を揃え、深くうなだれた白い犬が。

　犬らしからぬ消沈した様子は、まるで世紀末を迎えたかのようである。






「…………」

「ご、ごめんヴォルフガング、私が膝で寝ちゃったせいで……」






　その傍で身をかがめ、慰めている寝間着姿の娘はエリノアだ。顔はまだ洗っていないのか、クマやら涙の跡やらでボロボロなのだが……それを彼女に寄り添った聖剣が、二人の様子などお構いなしで幸せそうに布でぬぐっている。

　うなだれたヴォルフガングは、そのままの姿勢で萎れた声を出す。






「……いや……俺が……不用意に変化を解いてしまったからな……陛下がお怒りになるのも仕方がない……」






　今朝ほど。

　本来の獣人態でエリノアと共に眠りこけていたヴォルフガングは、つい今しがた主人ブラッドリーの怒りを買ったばかりだった。

　いや、一緒に寝ていた程度なら、ブラッドリーも怒りはしなかっただろうが……。






　――それはエリノアが泣き疲れて眠ってから小一時間ほど後に起こった。

　扉の向こうから、「ふぁあ」と間延びしたあくびの声を聞き、姉が目を覚ましたのを察した少年魔王。

　彼はすぐさま姉の部屋の戸を開き、中へ飛びこんでいったのだが……。






『ねえさ――……!?』






　姉を呼ぼうとした直後、ブラッドリーの顔色がさっと変わる。






　……寝台の上に仰向けに横たわったまま、大あくびをしている姉。

　その頭はヴォルフガングの大きな膝に乗せられていて……。

　いただけならば、まだ良かったのだが。






　自らの逞しい片腿に頬杖をつき、あぐらの中にできた窪みにエリノアの頭をすっぽりと収めたヴォルフガング。そのほのぼのすやすやしている白犬魔物の――大きな手のひらが――……。

　寝相の悪い姉の、めくれた寝巻きの上着と下穿きの隙間に覗く、腹。白く柔らかそうなその素肌の上にあったのは……






　本当に本当に運が悪かったとしか言いようがない……。






　瞬間――……辺り一面が眩い紫色の光に満たされて。ドンッと家を揺るがすような落雷の音がした……。









　ヴォルフガングは痛恨という顔で言い募る。しおしおと倒れ切った耳がなんとも痛々しい。






「いや……俺は……俺は別にわざとお前の服の中に手を入れたわけでは……！」

「分かってる、分かってるから……」

「こんなことになるならば……うさぎのままお前の枕にでもなっておればよかった……っ！」

「や、眠ってる間のことだから仕方ないし……それに私も子供の頃からあんまり寝相よくなくて……お腹なんていっつも出てて…………なんかごめん……」






　一人と一匹は、共に肩を並べてうなだれた。






　ちなみに家の前の広場に大きな雷を落とした張本人、ブラッドリーは既に家にいない。

　その瞬間は無言でかなりの怒気を放っていたが……エリノアが必死で釈明をしているうちに、彼は姉にも何も言わぬまま家を出ていった。

　今日弟がモンターク商店に手伝いにいく予定があることは承知しているが、そんな弟の素っ気ない態度に若干ショックを受けているエリノアである。






「……ブラッドがなんにも口きいてくれなかった……」






　エリノアがしょんぼりしてそう漏らすと、それに同調するようにヴォルフガングが呻く。






「う……陛下に消されるのならば本望だが……お叱りも頂けないのは……俺は嫌だ！　陛下！」

「あ……」






　嘆くヴォルフガングは、そのままダッと駆け出して。ブラッドリーを追うように、わぉーん……っっ！　……と、遠吠えしながら家を出て行った。






「ヴォ、ヴォルフガング!?」






　弟の傍に行ってしまったらしい同志（※ヴォルフガング）の抜け駆け（？）に、それを慌てて追いかけようとするエリノア――……を、ガシッと首根っこ捕まえて引き止めるコーネリアグレース。






「ぅぐっ!?」

「ダメ、エリノア様。ダメ。あれは放っておいて大丈夫。それよりも寝間着のまま外に出て、通行人若者Ａとかに目撃されてはまた大変なことになりますわよ」















「……魔王も魔物もややこしい……」






　身支度を終え、朝食も食べ終えたあと。エリノアがげっそりつぶやくと、それを拾い聞いたらしいコーネリアグレースが不思議そうな顔で彼女を見る。






「？　なんですの？　ややこしいって？」

「いえ……ブラッドリーも今はダスディンだとかなんだとか、内部が複雑なようだし……みなさんも色々と姿を変えられるので何扱いしたらいいのかよく分からなくなってしまって……」






　それに、寝起きからいきなりの騒ぎで、昨晩の事件についてブラッドリーと話すタイミングをすっかり逃してしまった。魔王ダスディンの件、ビクトリアの件や聖剣の件、勇者の件などなど……話すべきことは山とあるというのに。

　エリノアはしゅんとする。






「……私がきちんと夜寝ておかなかったのが悪いんですけど……」






　そうすればきっとブラッドリーと話をすることもできたし、ヴォルフガングに迷惑をかけることもなかったのに。

　台所の棚の前で、しょんぼり背中をまるめながらそう言う娘に、コーネリアグレースが一瞬、思うところがありそうな顔をする。が、婦人はやれやれと首を振り、水桶の中の洗い物に視線を戻した。






「…………まあ、昨夜のあの騒動ですもの仕方ありませんわ。今日はエリノア様もお休みですし……話は陛下がお帰りになってからでも……陛下はひとまずリードちゃんの昨夜のご様子も気になっておいでのようですから」






　婦人の言葉にエリノアは、そうだったそれもあるんだった、と頭を抱えた。






「ぁああ……」

「扱いの件は、陛下はともかくあたくしどもは魔物ですからね。魔物として扱っていただいたらよろしいんじゃありませんの？　犬もうさぎも仮の姿ですから、まったく警戒しないのも乙女としては無防備ですわよ。そこにつけこむのがあたくしたちの手ですし……まあ、ヴォルフガングはグレンと違って、長年陛下一筋の頑固者ですからそう危険はないと思いますよ」






　ただ、とコーネリアグレース。






「ブラッドリー様のことですけど……」






　ため息混じりの婦人に、エリノアが顔を上げる。






「今は、エリノア様のまわりにだんだん男性が増えてきて陛下もちょっと戸惑っておられるんじゃないかしら。ずっと姉弟二人きりで支え合ってこられたのでしょう？」

「え、ええ、そうです……」






　エリノアが頷くと、婦人は「だから」と続ける。






「陛下も愛ゆえに複雑なんですわ。やっと健康体を手にして、さあこれからは自分が姉を助けよう！　……と意気揚々と決心した時に、よその男にその役目を奪われては……やはり複雑でしょう？　逆だったらどうです？　可愛がっていた弟が、ある日突然どこからか女を連れてきて、彼女に夢中になり姉をかえりみなくなる……ヤキモチ焼きません？」

「……、……、……、……焼きます」






　熟考した末に、エリノアはこわばった顔できっぱりと言い切った。

　そ、そうかと愕然とすると、コーネリアグレースが、ね？　と、生暖かく笑っている。






「あたくしも経験があります。仔沢山ですから」

「ほ、本当だ、わ、私絶対寂しくなってしまう気がする……！」






　棚にすがってうなだれる、やはりこちらも重症気味ブラコン姉エリノアに、婦人は、まあ、と続ける。






「例えそうなっても、エリノア様は相手の女に雷落としたりはしないでしょうから、やっぱり陛下のエリノア様愛はアレだと思いますけど。ま、陛下もエリノア様もお年頃なんですもの、仕方ありませんわ」

「う、ぅう……」






　呻くエリノアに、今度は婦人が何故かうきっとした様子を見せる。






「……何気にあたくしも初遭遇ですけど――これはもしかして――魔王様の思春期到来なのかもしれませんわね」

「しっ……!?　し、思春期の……魔王……？」






　エリノアはギョッとして。尚更に顔と身体をこわばらせた。

　それはなんという不穏さを放つ言葉の組み合わせだろうか。

　吞気におほほと笑う女豹婦人の言葉に、エリノアはなんだかとてつもなく不安になった。

















４　だって何となく似てたから…とエリノアは言った。












　――思春期。






　一般的に言って、八歳ごろから十八歳くらいの少年少女に訪れるもの。

　もちろんその時期や程度は人によってさまざまだろうが、それは皆に等しく訪れる。……なるほど、魔王だって例外ではないわけだ。






　エリノア自身は、あまり思春期にいい思い出がない。

　何故ならば、その時期はちょうどエリノアが父と家を失った時期と重なるからだ。

　思えば、タガートの妻と彼女が揉めた時期もその頃にあたる。

　あの頃は、エリノアも急激な環境の変化に翻弄されていて。とにかくブラッドリーを守るために気が尖っていた記憶がある。

　もちろん、おかしなことを仕出かしたというわけではないが、世の中みんな敵だ、自分が一人で家を守るんだ――と、息巻いていたのは確かだった。

　今思えばあれもエリノアなりの思春期というか、反抗期の一種だったのかもしれない。

　だからこそエリノアは恐ろしいのだ。こんなまぬけな自分すら尖らせた恐ろしい物が、ブラッドリーに!?　なんとも恐ろしい話ではないか。






　――だって今、彼は〝魔王〟なのだ……。






　おまけにこういうワードでどうしても思い出すのは、この度正式にエリノアの姉となったルーシーだ。

　万年反抗期の彼女の尖りようは、いっそ清々しいほどに突き抜けている。

　彼女の場合は父親に対するツンデレファザコンを併発しているからとにかく厄介で……。






　と、それを聞いたコーネリアグレースは相変わらず歯にきぬ着せぬ物言いをする。






「あらぁ、じゃあ陛下は、思春期＋魔王＋シスコン？　どうしましょう、おほほ、すごーく面倒くさそうっ」

「!?」






　なんだそのうきうきしたテンションは、とエリノアは眉を顰めたが、確かに言っていることはその通りであった。

　昨晩見せつけられたような魔王の力を使って、ルーシーみたいなことをやられたら、はっきりいって身がもたない。

　エリノアは青い顔でハッとした。過保護系姉には悲報にあたる事実に気がついた。






「……ブラッドリーの反抗対象って……もしかしなくても私!?」

「あの……」

「……つまり……これが俗に言う姉、離れ……？」






　エリノアの頭上にガーンと何やら古典的な音が鳴る。

　しかしブラッドリーは現在十六歳。もしこれが本当に思春期や反抗期というものであるとしても、遅過ぎるくらいだ。






「でも……だとしたら、これは……めでたい……こと？　けど……」






　ショックを受けるエリノアの頭の中には走馬灯のような風景がさらさらと流れていく。

　可愛い顔で微笑むブラッドリー。いつでも健気に笑い、「姉さん」「姉さん」と慕ってくれた――……。






「あの、主様！」

「おわっ!?」






　走馬灯に涙ぐんでいると。不意に呼ばれて走馬灯がパチンと弾けるように消えて行った。

　見れば――聖剣の宝石のような瞳が不思議そうにエリノアを覗きこんでいる。






「……大丈夫ですか？　主様」

「あ……ご、ごめんね」






　エリノアは、そうだったと慌てて聖剣に手を差し出した。

　彼女たちは今、コーネリアグレースの皿洗いを手伝っていたところだった。

　女豹婦人が洗った食器類を聖剣が布で拭き、それを受け取り棚に戻すのがエリノアの担当だ。婦人との長話に気をとられ、すっかり手を止めてしまっていた。

　聖剣の手には、もういくつもの食器が乗せられていて。エリノアは急いでそれをそれぞれの置き場にもどしていった。すると、聖剣はコーネリアグレースから新しくフォークを受け取って、再び楽しそうにそれを拭きはじめる。

　聖剣の長く美しい髪はエリノアが後ろで一つに結い、作業用にエプロンを貸してやった。

　ニコニコして物珍しそうにフォークを眺めている様は子供のようだが、そうすると人形のように美しすぎる聖剣の顔にもいくらか血の気が通ったようになり、少しだけ人間らしく見えるような気がした。

　その様子にちょっとほっとして。エリノアも聖剣に微笑みかけた。






「……手伝ってくれてありがとう、初めてなのに上手ね」

「お役に立てて何よりです」






　礼を言うとにこりと微笑み返されて、存外落ち着いた返事が返ってくる。

　と、洗い物を終えたコーネリアグレースが、気がついたように言う。






「そうだわエリノア様、よろしいんですの？　その坊ちゃん」

「え？」

「呼び方です。まさか〝聖剣〟とは呼べないでしょう？」

「あ」






　エリノアは口と目をまるく開けた。

　そういえばそうだった。事情を知らない者の前で彼を「聖剣」などと呼んでしまったら大ごとである。






「まあ今はまだ自分のことを剣として認識しているようですから、家から出さないでおくこともできるかもしれませんけど。でもリードちゃんは家に入ってくるでしょうし、これだけエリノア様を慕っているのですから、ずっと家の中というのもあり得ないでしょう？」






　きっとそのうち後追いして外にも出るようになるのではと指摘されたエリノアは、聖剣を見上げる。確かに、呼び名がないと不便である。






「あなた……何か名前はないの？」

「？　聖剣です」

「いや、それじゃなくて……何か女神様に授けられた個人名みたいな……」

「？」






　問いに聖剣は首を傾げて、ふるふると首を振るばかりである。

　それを見たコーネリアグレースが笑っている。






「あらあら特定の名は持たぬようですねぇ。ま、好きに呼べばいいのでは？　エリノア様の剣なんですもの」






　婦人の言葉にエリノアは眉を八の字に歪める。

　いいのだろうか。女神の世界から来たこの神々しいものに対して自分が名をつけるなど。それはとても恐れ多いことのような気がした。

　しかし、呼び名がなければ困るのも事実だった。ずっと「ねえ」とか「ちょっと」だとか呼びかけるわけにもいかないし、ここで共に暮らす以上、絶対にリードに会わせないわけにはいかない。ということは、やはり名が必要なのだった。






「うーん……」






　エリノアは考えた。どんな名前がいいだろう。

　するとふと、聖剣の銀の髪と橙色の瞳を見て、脳裏にある者の姿が思い浮かんだ。






「あ……じゃあ……、テオティルで……」






　エリノアがそう言うと、聖剣が不思議そうな顔をする。






「？　なんですか？」






　エリノアは聖剣と向かい合い、彼の、フォークと布を持った手を取る。






「あのね、これからあなたはテオティルと名乗ってくれないかしら。あなたが聖剣だってこと、周りには知られないようにしなければならないの」

「……テオティル？」

「そう……ダメかしら……」






　おずおずとエリノアが言うと――……

　途端、ぽかんとしていた聖剣の顔がぱぁっと明るくなった。






「主様が私に名前をくださった……!?」

「え……」






　聖剣――テオティルは頬を紅潮させて破顔する。






「ありがとう主様！」

「ぐ……」






　彼はエリノアを両脇からすくい上げるように抱き上げて、輝かんばかりの笑顔で最上の喜びを表した。（その拍子に彼の手から放り出されたフォークは空を舞ったが、コーネリアグレースが見事な手際でキャッチして、何食わぬ顔で引き出しにしまい入れている）

　子供のように掲げられたエリノアは目を白黒させた。

　聖剣は嬉しくてたまらないという様子で懇願する。






「主様、もう一度……もう一度呼んでみてください……」






　オレンジ色のうっとりした瞳で見上げられて。そこに滲む聖剣の喜びにエリノアはやや戸惑いつつも頷く。






「わ、分かった、分かったからテオティル……それとその主様ってのもやめて……これからはエリノアって……」

「はい！　エリノア様！」

「だから……」






　様はいらないんだってば！　と、エリノアが呻いた、その瞬間――

　エリノアの手の甲が眩く光る。

　それは歓喜する聖剣に呼応するように、これまでよりも鮮明な光を帯びていた。

　……エリノアは知らなかった。実はそれが……聖剣に名を与えたことが……ある種の契約の完全合意を表すようなものであったということは。






　喜びすぎのテオティルに抱き上げられたまま、ぐるぐると身体を振り回されているエリノアにはそのことに気がつく余裕など微塵もない。なんとなくその仕組みを察したらしいコーネリアグレースが、ははーんと、生暖かい目をしていることも。






「ちょっ……め……目が回るっっっ！」

「勇者好き！」

「だ、から……っ、それも……ダメだっ――回さないで!!」

「……ふう、やれやれ。……外でやってくださらないかしらねぇ、邪魔だわぁ……」






　迷惑そうなコーネリアグレースの厭味にもめげず。

　テオティルはその後しばらくエリノアを離さなかった。何度も何度もエリノアに名を呼んでもらいたがり、終いにはエリノアに叱られたという。









　――のちにコーネリアグレースが聞いた。






「で……因みに……どういう由来なんですの？」






　えーと、とちょっと目を泳がせるエリノア。






「……、……、……昔可愛がってた……ガチョウ？」






　……羽は銀のような灰色で、クチバシはオレンジ色で。

　子供だったエリノアの後ろをいつもいつもついてまわっていたのだとか……。

















５　リードの父の昔話












　その頃のモンターク商店の倉庫では、リードがぼんやりと商品棚を見つめていた。

　手には商品管理用のリストと鉛筆。だが――それは一向に動く気配がない。






「…………」






　リードもそんな自分の有様を分かっていて、ついついため息が漏れる。

　昨日家に帰ってからというもの、彼はずっとこの調子だ。

　そしてそれは一夜明けた今日になっても変わらずで……店でもミスが多くなり、見兼ねた父にこうして倉庫に追いやられてしまったという次第であった……。

　一端の商売人としてはきちんと仕事をしなければと思うのだが、ついつい昨夜のことを考えてしまい二進も三進も行かない。

　集中を欠いた作業はとても効率がいいとは言えず、進まない仕事に情けなくなる。






「…………はぁ……」






　リードは棚にもたれかかってうなだれた。






「……もっと……大丈夫だと思ってたんだけどな……」






　――エリノアに、気になる男がいるらしいとは――もう、すでにブラッドリーから聞かされていたことだった。

　そして姉を誰かに奪われるのではと恐れるその少年に、選ぶのはエリノア自身だから受け止めてやれと言ったのもまた、自分である。






「…………」






　エリノアの為にとブラッドリーを励ました気持ちに嘘はない。

　エリノアが、遊びや色恋そっちのけで一家の大黒柱として頑張っていたのを、ずっと傍で見ていた。だからこそ彼女には必ず幸せになってほしい。






　――だが思えば、それを聞かされた時、彼にはまだ実感がなかったのかもしれなかった。

　戸惑ってはいた。落胆もあった。だが、エリノアに好きな男がいるのだという実感も、自身がどの程度エリノアのことを想っているのかという実感も、はっきりとはしていなかった。






　――けれども昨夜――……。

　エリノアがその想い人らしき男と手を取り合っている光景を目にして……リードは自分が思っていたよりもずっと、ショックを受けているということに気がついた。






「……あー……かっこ悪……」






　リードは、何やってるんだ俺はとため息をついて。棚に背を預けてしゃがみこんだ。

　そのまま天井を仰ぎ目を閉じると、それでもやはりそこに思い出されるのは黒髪の娘で。そのことに苦笑が漏れる。が――……。






　――ふと、その姿に重なってかつて見た光景が甦った。






　リードは閉じていた空色の瞳を開く。






　――テーブルにすがるように伏せた黒髪の頭。まるまった小さな背から漏れる、細い嗚咽。






　それは古い記憶の中で、それでも鮮明な思い出。






「……エリノア……」






　……ささやく声は切なかった。















　……ブラッド坊ちゃんは知らないだろうけどと、店主は少し静かにそう切り出す。






　同じ頃のモンターク商店。

　己の息子を倉庫に追いやった店主は、手伝いに来ていたブラッドリーに語りかける。

　その少年は、言葉少なではあったが……どうやら落ちこんだリードの分も己が励まねばと気負っているらしい節があった。

　口を真一文字に引き結び、固い表情で店内を行ったり来たり。いつにも増して懸命な彼の様子が、自分の息子のためだと理解している店主は嬉しそうに相好そうごうを崩す。だから……店主がそんな話をはじめたのは、ブラッドリーのその気負いを少しでも和らげようと思ってのことでもあっただろう。

　店主は言った。






「リードはさ、昔はあんなじゃなかったんだよ」

「……え？」






　店主の言葉にブラッドリーは戸惑いを見せ、店先に運ぼうとしていた品物を手に立ち止まった。その視線が一瞬、ちらりと心配そうに倉庫のほうを見る。






「……どういうこと……？」

「うん……あいつ、子供のころは働き者でもなかったし、明るい性格でもなかった。それに別に面倒見が良かったわけでもなかったしねぇ」






　苦笑いと共に打ち明けられた話に、ブラッドリーは驚いたような顔をする。






「……そう、なの……？」






　言いつつもブラッドリーはまさかと思って。

　出会ってからこちら、リードがブラッドリーの前で笑っていなかったことなどほとんどない。彼はいつでもブラッドリーに甲斐甲斐しすぎるくらいに優しかったし……だいたい……働き者でないリードなど、想像もできなかった。






「…………明るくない、リード……？」






　ブラッドリーの眉間が困惑したようにしわを作る。

　そんな少年の反応に、店主はしみじみと続ける。






「まあ、まだ十代に入る前のことだけどね。昔は扱いづらい子供だったよ。でも……それが変わったんだ、ある時から」

「ある時？」






　それは十年以上前のこと。

　今でこそモンターク商店の立派な看板息子であるリードだが、その頃の彼は父の家業を嫌っていた。

　少年にとって、家業の手伝いをするということは普通に面倒なことで。もともと要領だけは良かったリード少年は、何かにつけては手伝いから逃げ出していた。






　だがそんなある時、どうしても店で手が足りず、半ば強制的にリードが配達に駆り出されたことがあった。

　そうして彼が父と共にしぶしぶ訪れたのが――エリノアとブラッドリーの実家、トワイン家が城下に所有していた町屋敷だった。






　トワイン家の町屋敷は貴族の屋敷としてはさほど大きくはなかったが、四階建の整然とした立派な建物だった。

　リードたちが納める品物は、屋敷内に運び入れるものと、炊事場の勝手口に運ぶものとがあって。

　まだ商売人としては半人前にも満たないリードにはとても屋敷の中など任せられないと。自然、彼は炊事場のほうへ回されることになる。

　そこでリードが見かけた少女が――エリノアであった。






　その少女は炊事場の作業台のイスにちんまりと座っていた。緑色と白い布を重ねたエプロンドレスを着ており、その裾からは細い棒のような脚が伸びていて、足先には黒い靴を履いていた。

　長い髪はきちんと清潔に二本の三つ編みにまとめられていて。いかにも良家の子女の普段着といった装いだったのだが……けれどもリードははじめ、そのしゅんと肩を落としていた少女がトワイン家の長女だとは気がつかなかった。

　少女は他の貴族たちのように、リードを無視することも、高圧的に接してくることもなかったし、いつでも疲れた顔をして──テーブルに顔を伏せて泣いていたから。






　そんな少女を見て、最初は女中の見習いが仕事が辛くて泣いているのだと思って。リードは声をかけることもしなかった。

　だが、その後何度か屋敷を訪れるたび、何故かリードは少女と鉢合わせて。

　そして毎度同じように娘は肩を落としてそこにいる。それにはさすがのリードも気になって。

　いくどめかの時、ついに彼はエリノアに話しかけた。どうして毎回ここで泣いているのだと。そんなにこの家の仕事はきついのかと。

　すると――少女は一瞬きょとんとして。自分はここに、病の弟のために薬と白湯を取りに来ているのだと答えた。

　どうやら――その弟の投薬の時間がちょうど、リードたちの納品の時間と重なっていて、それで毎度顔を合わせるということになっていたらしい。

　少女は泣いているのは病気の弟の姿を見るのが辛いからだと言った。

　リードはそんな彼女に、辛いなら誰か他に任せたらどうだと言ってみた。この家には女中も大勢いるようだったから無理な話ではないだろう。

　だが、少女は黒髪を揺らしながら首を振る。

　勉強が忙しい自分はこのくらいの時間しか弟の様子を見に行けないからと。






『くすりはほかの人でももっていけるけど、私の心はそうじゃないでしょう？』






　それがそのちいさな少女の答えだった。

　泣きべそをかきながらも、少女はリードに言い聞かせるように言って、自分が一番弟を愛している自信があるのだとも言った。






『まごころを伝えることは……心配してますよ、あなたを思ってますよって顔を見て伝えることは、おくすりと同じくらいききめがあると思うのよ』






　少女は大真面目にそう言って、リードをとても驚かせた。

　リードはここを訪れるたびに……毎回泣いている少女を見ては、心の中で『メソメソして弱っちいやつだ』とずっと思っていた。






　だが――そうではなかったのだ。






　リードは少女の話を聞いて、そんなふうに思っていた自分がとても恥ずかしくなった。

　少女は確かに泣いていたが、悲しさに負けず誰かを思いやっていて、内側にしっかりとした強さを持っていた。






　――その強さに比べると……毎日家業が嫌だなんだと逃げ回っている自分の、なんと小さく感じられることだろうか……。












「――……と……いうような感じだったらしい。……で、そのあとリードは、率先してトワイン家の配達に行きたがって。少しでもエリノアお嬢様の役に立つんだって息巻いてて……それからはほかの仕事にもだんだん意欲を見せはじめてねぇ、性格も落ち着いて我慢強くなったかな」

「……え……ちょっと待って……」






　店主の言葉にブラッドリーは顔をこわばらせる。






「もしかして……リードはそのころから姉さんのことが好きなの……!?」






　驚いたようなブラッドリーに、リードの父は頷いてからから笑う。その顔に、ブラッドリーはその片思いがそんなに長かったのかとやや唖然としている。そして半分は呆れた。そんな思いを抱えてずっと傍にいたのなら、もう少しエリノアにそれが伝わっていてもよさそうなものである……。






「……リード……」






　少々がっくりしているブラッドリーに、店主は大笑いしている。






「ははは、まあほらでも恋の力は偉大だろう？　おかげでリードも随分成長してさ。今ではどこに出しても恥ずかしくない商売人だ。多分いろいろエリノア嬢ちゃんに感化されたんだろうねぇ」






　その頃のエリノアがトワイン家の後継者問題のために、毎日教育を詰めこめるだけ詰めこむような生活だったことを、店主も心得ている。






「……そうなんだ……僕はてっきり……。リードは生まれつきああいう性格なのかと思ってた……」






　ブラッドリーがそう言うと、店主はとんでもないと再びげらげら笑う。






「まあそれで。私が何が言いたいかっていうとね、今回もあいつが落ちこんでるのは……まあ、エリノア嬢ちゃんのことだろうなと思ってさ」

「……」

「ブラッド坊ちゃん何か知らないかい？　もしかして……あいつ、嬢ちゃんにフラれたのかな？」

「そ、んなことは……ないと思う……」






　ブラッドリーが戸惑い気味に首を横に振ると、店主はそうかいと、ため息をつく。






「本当はさ、リードの父親としてはこの話……エリノア嬢ちゃんにしてやりたいんだよ……」

「ああ……なるほど……」






　それもあって彼はこんな昔話をブラッドリーに聞かせてくれたわけだ。

　店主はやきもきした様子で言う。






「嬢ちゃんは絶対リードがその頃から自分を好きだなんて知らないだろう？　でも俺がエリノア嬢ちゃんに言っちまうとリードのやつ絶対怒るだろうしなぁ……」






　どうしたもんかなぁという店主のボヤキを聞きながら、ブラッドリーもリードと姉のことを思うと非常に非常に複雑な思いであった……。

















６　うっかりものの勇者












「は、そうだ！」






　エリノアが大きな声をあげた。

　何をしていてもすりこみされたガチョウ……いや、子供のようにエリノアの後をついて回る聖剣テオティル。

　いっそ、とエリノア。






「コーネリアさんの魔法とかでサイズ変更するという手は!?　子供サイズなら私いけそうな気が……」






　もしそうなればご近所さんたちにだって、親戚の子供を預かったとかなんとか言いわけもできる。

　しかし……

　意気込むエリノアに、コーネリアグレースが首を振る。






「何言ってるんですの、無理ですわよ。聖なるものの形に魔なるあたくしたちが手を出すなんて。それにねえ、エリノア様……そんな危険な……」

「へ……？　危険……？」






　何が？　というエリノアに婦人はアイメイクばっちりの厳しい目を向ける。






「危険ですわよ！　今――……この陛下とエリノア様の家に、そんっな……ショタみたいな生物が来たら！」

「しょた？」※聖剣

「………………」






　何を言い出すのかと思ったら。

　真剣な顔であまり耳慣れない単語を出してきた婦人に、エリノアは、ガクッと身体を斜めに崩す。背後に立っていたテオティルは不思議そうにエリノアを受け止めた。

　いやしかし、とエリノア挙手。






「で、でも……まだ子供のほうが外に出ても外聞がいいというか……」






　エリノアの背後にぬっと佇む美青年テオティル。

　エリノアから彼までの距離――……ほぼゼロ。隙あらば、エリノアの傍へ傍へとやって来る。装備されたい願望がよほど強いのか……それともまだ己の姿をあまり理解していないのか……どうにもエリノアのパーソナルスペースをぐいぐい侵略する彼は、もちろんエリノアと手を繋ぐのも、寝室や風呂場へ侵入するのもためらわない。その躊躇のなさに、もはやエリノアも「この子は剣だしな……」「物だしな……」と、ある意味毒されつつある。……でも、とエリノア。






「家の中はまだしも、これを外でやられたら……はたから見たら私たち、昼間っからいちゃつきっぱなしのバカップルじゃないですか……!?」






　しかし婦人はきっぱりと首を振り、テオティルを指差す。






「ダメですよ、この顔なんですのよ!?　これが縮んだらそりゃあ可愛いちびっ子になるに違いないじゃないですか！　そしたらエリノア様……間違いなく情が三十倍くらい割増になるでしょう？　お分かりにならないんですか!?」

「は？」






　戸惑うエリノアに、コーネリアグレースはビシリと指を突きつけた。






「エリノア様……あなた様は弟属性生物に、弱い！」






　仰々しく指摘されたエリノアが、うっと怯む。






「そして絶対に子供にも弱いタイプ！　ゆえにその策は下策と言えるのです……見た目に惑わされて甲斐甲斐しく世話でもしようものなら、陛下の嫉妬は百倍増！　現状、ブラッドリー様から弟という唯一のポジションを奪うのはあまりに危険。あまりにも無謀！」

「ぽ、ぽじ……？」






　エリノアは目を剥いている。






「もうその人外はエリノア様が、主人らしく、きちんとお躾になられませ？」

「し、しつけ……？」

「そうですわよ、だってあなた様の剣なんですもの。傍にはべりたいなら命令は聞くべし。主人を困らせない。そうきちんと教育するのです。それが配下というものです。制御できない武器など危険物そのものではありませんか」






　コーネリアグレースは、やや面倒そうに言って。それからふいにエプロンのポケットから懐中時計を取り出した。






「――あら、エリノア様のお喋りに付き合っていたらもうこんな時間」






　……言いながら……コーネリアグレースは手を持ち上げたかと思うと、どこからか愛用の金の金棒を取り出した。その禍々しさに驚くエリノアをよそに、婦人は金棒を逆さに持って……脅す気が万全、という顔でエリノアにそれを向ける。






「うっ、ちょ、」






　コーネリアグレースは、エリノアの頰を金棒の持ち手側の先端でグリグリ圧しはじめた。……一応通常攻撃に使うほうでない柄を使っているところに微妙な優しさが見え隠れする。






「や、やめ……」

「ほぉらエリノア様、もうここはいいですから。暇ならリードちゃんの店で食材でもお買い物してきてくださいな。あたくしこれでも日中は忙しいんですのよ。聖剣問題はそちらで解決してください。青春ですもの。自分で考えるのも若人の大切なお役目ですよ。さーて、今日の陛下のお昼食はどうしようかしらね～」

「う……うぅ……コーネリアさんんっ！」






　……そうして。エリノアは鼻歌混じりの女豹婦人に金棒で台所を追い出された。












　――ということで。






　エリノアはテオティルを連れてモンターク商店に向かうことになった。






　コーネリアグレースに買い物も頼まれたが、それよりも、今朝怒った様子で家を出て行った弟と、昨日の騒ぎに巻きこんでしまった幼馴染のことが気掛かりだった。

　それに自宅に増えてしまった新入りテオティルを、普段から姉弟によくしてくれているモンターク家の面々に紹介しておくのも大切だ。もちろん本当のことは打ち明けられない。だからこそ……なんの心構えもなく、モンタークの店に行くのがためらわれて。

　家を出たエリノアは、商店の裏口からは少し離れた物陰から、どうしたものかと不安げに店のほうを覗いていた。

　今は家を出るのにも勇気が要った。

　しかしおそるおそる見回す街中は、ひとまずまだ騒動になってはいなかった。

　女神の大樹から聖剣が消えたとはいっても、まだその話は王宮の城壁を越えてはいないのだろう。

　少しだけほっとしたエリノアは、ふと、背後に立つ青年にあのねと言った。






「……そんなふうに女の人のスカートを持っちゃダメなのよ……見えるじゃない？　いろいろ……」






　呆れて指摘してやると、背後の青年――聖剣テオティルは、エリノアのスカートの後ろをつかんだまま、不思議そうな顔をする。その顔がいかにも本気で分からないというふうだから困ってしまう。

　彼につかまれたスカートは、普通に着れば膝下十センチは丈があるはずだ。が……その真ん中あたりをしかっと握られているものだから。二人の動きようによってはそれが大きくめくれ上がり、時折エリノアの太ももが世間様にあらわになる。

　意図的ではないにせよ、長身の男が街角で女人の服をめくり上げているなんて、気になるではないか。世間の目というやつが。だってここは街中で――……。






　だが。

　幸いなことに。通りかかった町人たちは皆、エリノアの太ももなどよりも、彼女が連れたテオティルの透き通るような美貌に目を奪われているようだった。

　人々は誰もがテオティルに気がつくと、一瞬ぽかんと目と口をまるくして立ち止まる。

　ゆえにエリノアは、自身の太ももがあらわになっていても騒ぎ立てないのだ。

　誰も、そんなもの見てやしない。






「……ま……そうよね、私の太ももなんて誰も興味ないわよね……」






　まあ良かった、と。しかしうら若き乙女として若干の敗北感を味わいながら、エリノアはふっと、やや達観したような顔をする。

　しかしテオティルは言った。






「何故ですか？　私はとても興味あります。でも腿より腰のほうがいいです」






　言いながら、じっと熱心な視線でエリノアの腰元を見つめるテオティルの言葉に――それを耳に拾ったらしい遠巻きの観衆たちがギョッとしたように目をきょときょとさせている。エリノアは、「……それね、多分あんまり外では言わないほうがいいヤツよ……」と、神妙な顔で言った。






　まあ他意がないのは分かっている。彼の言う〝腰〟は、色気があるそれではなくて、装備してもらいたい部位ランキング一位としての〝腰〟である。しかしエリノアは思った……この頼りない腰のどこがいいんだろうか。






「はー（装備に向いていそうな）腰の強そうな戦士ならいくらでもご紹介できそうなんですけどねぇ……（※おそらくオリバーたちのこと）」

「いやです。エリノア様の腰でなければなんの意味もありません。エリノア様の腰は（聖なる力に満ちて）とても心地いいです。ずっと触れていたいし見ていたい」






　テオティルは一見知的に見える顔で、にこりとエリノアに微笑みかける。それを目にしたエリノアは、外見と中身の相違にやれやれとため息をついている。が……

　その会話を近くで盗み聞いていた観衆たちは皆顔を見合わせた。……どうやら、いかがわしい話と勘違いされたらしい。まあ、街頭でスカートをめくりめくられている男女の会話だ……勘違いされても文句は言えない。美形のテオティルが、またうっとりした目で言うから始末が悪い。






　しかしそんなことには気がつかないエリノア。

　モンターク商店のほうを心配そうに見ていた彼女は、テオティルのオレンジ色の瞳を見上げる。

　彼女には、どうにか穏便にこの聖剣をリードたちに紹介しておかなければならないという任務がある。






「……ま、とりあえずスカート下ろそうか？　あと女の人の腰を物欲しそうに凝視するのもやめなさい。……テオはあれね、言葉も行動も、いろいろお勉強したほうがいいみたいね……」






　エリノアは思う。女神様もどうせ聖剣に手足を与えるならば、人としての常識ぐらい与えておいてくださればいいのに。よくもまあ、こんなに綺麗で、ここまで無知な生き物を単身世に放つものだ。下手をしたら、どこぞの悪人にでも騙されて、一瞬で色街とかに売られたりしてしまうのではないか。

　どうせこんなに突飛な存在なのだったら、メルヘンに世話係の妖精とかでもいてくれたら楽だったのだが。いやもしかして、この場合保護者として期待されているのは私なのか、とエリノア。






「…………やっぱり私が面倒見るしかないのね……はー……もういっそ、人ではなくてモモンガとかにしておいてくれたら、頭に張り付かせておくだとか方法もあったのに……成人男性なんてどうやって装備しろと……」

「エリノア様？」






　呻いていると、きょとんと覗きこんでくる聖剣の瞳に、エリノアはため息を落とす。よしと拳を握る。いつまでも、うだうだしていても仕方がない。






「……そろそろ覚悟を決めてリードとブラッドの様子を見に行こう。あなたのこの服も……何かもう少し庶民的なものに変えなきゃね……とりあえずお金もないし、私が仕立てるしかないかな……」






　テオティルの官服のような服装は、はっきり言って町民に紛れこむにはあまり向かない。明日は仕事でもあるし、そのためにはさっさと買い物にも行ってしまわなければ。リードに言えば、何か服を貸してもらえるかもしれない。

　エリノアは己を奮い立たせて。勇ましく、いざ！　と、モンターク商店の裏口へ向かって足を踏み出した……









　が――……






　どうやら勇者はお忘れのようだ。






　ヒヨコのようにエリノアのあとをついてくる聖剣。

　握りしめられたエリノアのスカート。

　そしてめくられたそこにちらつく肌色の……。






　おそらく……。

　このままの状態でそこへ入ると――とてもとても大変なことになると思うのだが……。






「どうか！　二人がいつも通りでありますように！」






　顔に緊張を貼り付かせたエリノアはそれどころではなさそうだった。






　心配と不安、そしてうっかりと。

　ハラハラした勇者は聖剣を連れて、モンターク商店へと乗りこんでいった……。

















７　――それダメだろ!?　と、リードは思った。












「…………」






　ホウキを睨みながら床をはいていると、にゃぁんと黒猫が足元へまとわりついてくる。

　その澄ました顔を見て、ブラッドリーは目を細める。

　店内には他に人気はなかった。店主が店の表で客の相手をしていて、楽しそうな声が聞こえる。あの会話の弾みようならしばらくはこちらに気が向くことはないだろう。






「……なんだ、猫のような真似を……」






　冷たく言うと、猫はブラッドリーの片足の向こうから、えへっと笑う。






「ねえ陛下、お気づきですか？　店の裏で姉上とあのやな奴がウロウロしてます」






　やな奴とはもちろん聖剣のことであろう。ブラッドリーはため息をついて、ああ、と頷いた。






「リードの様子でも見に来たんだろう。……いらぬことをするなよグレン」






　姉が何故聖剣を受け入れたのかという経緯は、昨晩すでにコーネリアグレースから聞かされている。

　釘を刺された黒猫は口を尖らせていたが。不満なついでに聞いておくかとでも言いたげな顔でブラッドリーを見る。






「……陛下、どうして〝ブラッドリー〟のふりをするんですか？　本当はもうほとんどダスディン様ですよね？　言葉とか……何も人間の子供のふりなんかしなくても」






　黒猫はするりと身軽に傍の棚の上に跳び乗ると、そこからブラッドリーの瞳を覗きこんでくる。そんな配下を、ブラッドリーはちらりと一瞬だけ見返した。






「……別にふりなどしていない。私は、ブラッドリーだ。ダスディンとしての記憶がそこに混じってしまっただけで、私がブラッドリーであるということは変わらない」






　ただ、魔王として生きた記憶を得て、精神が大きく変化した。

　幾千もの年月の記憶を獲得した者が、少年のままでいられるわけがない。






「……だが、急に言動が変わっては不審だろう。事情を知らぬ者たちに疑念を抱かれるのは面倒だ」






　ブラッドリーは静かにそう言って、黒猫から身体をそむけて丁寧にホウキで床を掃き進める。

　そっけなく言われたグレンは、魔王の背後ではーんと笑う。要するに、魔王はリードたちを驚かせたくはないのだろう。






「ご友人想いですねぇ」

「…………」






　恐れを知らないグレンの言葉には、明らかに揶揄するような、呆れたような響きが感じられて。そのことに憮然とするも、ブラッドリーはそれ以上の反応を見せなかった。






　自分は、今はまだここで生きていたい。

　まだ、リードの素直な弟分であり、そして、――姉の弟でいたかった。

　怖がられたくない。以前のままで接して欲しい。リードと、エリノアにだけは。






「…………」

「陛下？」






　暗い顔で手を止めたブラッドリーの足元に、グレンがやって来る。






「おかしなものだ……私の存在は恐怖そのものであったはずなのに……」






　昨晩の凶行も悪いとは思っていない。己の敵を排除するのは当然のこと。

　過去には、もっと恐ろしいことも、魔王の名に相応しいような行いもあった。だが。






「……」

「今もそうですよ。なろうと思えば人の世も魔の世も恐怖で支配できましょう」






　ゴロゴロと足にすり寄って来るグレンに、ブラッドリーは――……苦笑する。






「ほあ……？」






　己に笑ってみせる君主が珍しくて、グレンが青い瞳をパチパチさせている。

　そんな配下に、ブラッドリーは、それはないと断言する。






「……ここに姉がいる限り、私にそれはできまい」






　その複雑そうな笑みを見て、配下は目を細め、面倒臭そうな顔をする。






「はー……姉上ったら……どこまでも足枷だなぁ。ではやはり、先に姉上の闇落ちを狙うしかありませんねぇ……」






　神妙な顔のグレン。






「陛下、お願いですから魔界から淫魔を召喚してくださいよぉ、できたら物凄くイケメンに化けるのが得意なやつをー」

「…………あまり余計なことをすると、次はお前の妹たちをこちらに呼び寄せるぞ」

「え、めっちゃ嫌だ」






　真顔で、全員だ、と言う王に、グレンは慌ててぴゃーっと逃げ出した。












　──同じ頃のモンターク商店倉庫。






　おずおずと開かれた裏口の戸。そこから現れたしおしおと気まずげな顔をするエリノアに、その顔を見て一瞬焦りを見せたリードは──……。






　娘の背後に、すらりと立つ男を見つけ絶句する。

　銀の髪を後ろで結わえた清らかな容姿の男。まるで陶器の人形か何かのように平静そのものの、その顔の、下で──。






　男の白く長い指先は、エリノアのスカートをしっかりと、握りしめている……。

















８　意気地












　エリノアは、はっきりいってうっかりしていた。






　というか、扉の中にいるだろうリードのことが心配だったし、彼が昨日暗い顔をしていたわけを考えると気が気ではなくて。

　もしや、昨夜堂々と魔法を使って見せたコーネリアグレースが魔物だとバレてしまったのか。もしくは弟のことか……それでなければ聖剣のことが……。






　あまりにも、不安を感じる要素が多すぎた。

　そんな心配をおいて、足が見えるとか見えないだとか、そんな小事について考えている余裕はとてもなかった。

　だいたい――ここまで来るまでに、誰もがテオティルばかりを見て、エリノアのスカートの中身になんて興味を示さなかったわけだから、それが些事と片付けられたのも仕方がない。もうすでに、幼児にスカートつかまれているくらいの感覚だ。






　そんなエリノアが。

　おそるおそるモンターク商店の裏口を軽くノックしてから開くと、その奥にすぐリードの姿が見えた。

　倉庫の中に立ち並ぶ棚の間にある作業台。その傍にいたリードは昨夜同様思いつめたような表情をしていた。

　エリノアは一瞬迷う。

　なんと言って声をかけたものか。そう逡巡しゅんじゅんしていると、リードが彼女たちに気がついて。彼は――……。






　あっけにとられていた。

　おずおずと戸口から顔を出したエリノア。その後ろには、彼女に密着するように立つ男。その際立って目立つ容姿にリードの顔がこわばる。――それが、昨晩エリノアの隣にいた男だとはすぐに分かった。

　男はエリノアの背後から倉庫の中を不思議そうに覗きこんでいる。その手が――何をつかんでいるのかを目にしたリードはざっと顔色を変えた。

　彼のほうから見ると、それはまるで、男がエリノアのスカートを持ち上げ身体を押しつけているようにしか見えない。






　リードは息を吞んで。

　エリノアの口が意を決したように「リ」と動いた瞬間に、彼は怒ったような顔で来訪者たちに駆け寄った。






「ちょ……っ、何してんだ、あんた！」

「わっ」






　リードはエリノアを男から引き剥がすように自分のほうへ引き寄せた。

　そのまま庇うように抱きしめられた娘は目を白黒させて。リードはすぐさま真っ赤な顔で、エリノアのスカートの裾を整える。

　そして聖剣は。エリノアを奪われた腕の形のまま、きょとんと二人を見ていたが――次の瞬間、ムッと顔を歪めた。






「私のゆ――」

「!?　わぁああああ！」






　テオティルが『勇者』と口にしようとしていることを察したエリノアが、ぎょっとして跳び上がる。






「ノ、ノア!?」






　エリノアは叫んで。慌ててリードの腕を振りほどき、主人を奪われてムッとしているらしい聖剣テオティルに向かって飛びかかった。






「テオ！　エリノア！　エ・リ・ノ・ア！」






　エリノアは必死でテオティルの口を押さえているが、飛びかかられた彼は幸せそうな顔をしている。どうやら……自分の腕にエリノアが戻ってきたのが嬉しいらしい。

　かたや……エリノアに逃げられたリードのほうはといえば。言葉を失って。唖然と目の前の二人を見つめていた。

　と――エリノアが教官のような顔で、さぁと言った。






「やり直し、テオ、私は誰？」

「はい！　私のエリノア様です！」

「!?」






　男はなんの躊躇もなく〝私の〟と言い。聖剣としてはそんなつもりはなかったが、自然、エリノアを我がものと強調したような形となった。

　嬉々とした言葉を聞かされたリードは唖然としているが……そんなこととは知らず、エリノアは頷いた。とりあえず、名前はあっていた。






「よし、正解」

「せ、正解……？」






　リードには、それが男の発言に異論がないという意味に聞こえて。

　しかしのんきにも。エリノアはひとまず危機を脱した気でいるらしい。ふう、と額の冷や汗をぬぐい、息を吞んだまま固まっているリードを振り返る。






「リード、えぇとこの子、親戚のテオティルよ。昨日会ったよね？」

「…………親戚？　名前……昨日は……セイケって言ってなかったか……？」






　聞きたいことは山ほどあったが……リードはひとまずそれだけを絞り出した。

　エリノアはええと、と、そらとぼけて、きっとそれは聞き間違いだろうと否定する。

　対してリードも……この時はとても男の名前どころではなくて、そうかと頷くだけにとどまった。

　動揺のあまり、昔エリノアが同じ名前のガチョウを可愛がっていたことも思い出せなかった。






　それで、とエリノア。






「この子、事情があってしばらくうちにいることになったの、よろしくね」

「いえ……？　え？　一緒に住むってことか!?　お前たちの家に!?」






　うんまあそうと、何やら曖昧な返事を返されたリードは目を瞠った。






（…………）






　絶句した。

　何せリードは、テオティルをブラッドリーが言っていた〝エリノアが気になっている男〟だと思っている。

　いくら男が親戚だと言われても、同じ家で寝起きするなどと聞かされては、心穏やかではいられなかった。






（……もう、同居……いや、同棲ってことか……？）






　まさかとリードは愕然とする。もしかしてこれは──結婚も間近ということなのか。

　リードは急に目の前が真っ暗になったような気がした。






「ちょ……ちょっと待ってくれるかエリノア……」






　昨日の一件もショックだったが、あまりの急展開に頭がついていけない。






「おま……、いや……」






　リードは思わず額を苦悩するように手で押さえる。

　傍の棚に手を突いたかと思ったら、急にうなだれた幼馴染に、エリノアがぎょっとする。






「え、何リード、どうかした……？」






　彼女は慌てた様子で駆け寄ってきて……その背後には当然といわんばかりの顔で、男がぴったりと寄り添ってついてくる。

　それを見たリードの胸はいっそう苦しくなった。それは、彼自身も予想だにしないほど、絶望的な気分だった。






「…………」

「……リード？」






　それでもリードは、娘が気づかうように顔を覗きこんでくると、いや、と苦く笑ってみせる。

　エリノアに何か言ってやりたいのに、言葉が見つからない。そればかりか気力が怒濤の勢いで消えていく。






（どうしたらいいんだ、これ……）






　誰かに寄り添うエリノアなど見たいはずがなかった。リードは今すぐここから立ち去りたい衝動に駆られるが、けれどもそれも情けないような気がして。グッとその場に留まった。






（……エリノアがせっかく幸せをつかんだんだから……祝福してやらなきゃな……）






　ずっとエリノアの幸せを願ってきた。

　だからこれからも、これまで通り兄のように見守って行けばいいだけのことだ。

　彼女が別の男を見ていても、活き活きと生きる姿をこれまで通り見ていられれば。

　これまでずっと傍に居続けたのに、うだうだと何もできず、気持ちを告げることすらもできずにここまで来てしまった。そんな自分にはそれが似合いのような気がした。






　ふと、脳裏には、出会った頃のエリノアの姿が思い浮かんでいた。












「…………」






　エリノアは急に黙りこんでしまったリードを見て不安になる。

　テオティルを紹介した自分の言い方はどこか間違っていただろうか。ハラハラと見ていると、不意に、リードが凪いだ顔でつぶやいた。






「……そうだよな……」

「リ、リード？　あの大丈夫？」






　その自嘲気味にも見える顔に、エリノアが眉をひそめる。

　どうしたのか聞こうと口を開くと、それよりも早くリードが顔を上げてエリノアを見た。






「ノア」

「ん……なぁに？」

「あのさ……昔、俺たちが出会った頃のこと覚えてるか？」

「へ？　ええと確か、私が前の屋敷の台所でメソメソしてたら……リードが、どうしたのかって聞いてくれて、それから会うたびに毎回大丈夫かって聞いてくれた」

「……うん」

「次に声かけてくれた時は、宝物のカマキリを見せてくれたよねぇ……」






　当時、突然立派な鎌を持った節足動物を手のひらにのせられて、跳び上がって悲鳴をあげたことを思い出したエリノアは、ふっとやや虚ろな目で笑う。なかなかの箱入り娘だったエリノアにとっては、それは結構な衝撃的事件だった。






「あれは……怖かった……」

「いや……あれはお前が本物を見たことがないって言うから…………ごめん……」






　リードはきまりが悪そうな顔で少年期の過ちに頭を下げた。その後頭部にエリノアが笑う。






「でもあれで涙も吹っ飛んだのよね」






　その次からは、毎度薬を取りに行く台所で出会うその少年が、もしまた虫を持ってきたらどうしようとビクビクしていたエリノア。警戒しすぎて泣いている余裕がなくなったのだが……

　かと思えばその少年は、次に顔を合わせると、今度は虫ではなく美味しそうな焼き菓子を持ってきてくれて……。それはエリノアに虫を見せて悲鳴を上げられた彼が、母に助言を求め、彼女に習ってカマキリの償いにと一生懸命焼いてきたもの。

　そこからは、エリノアもだんだんとリードに懐いていった。

　忙しすぎて外に自由に遊びに行けないエリノアにとっては、野原の虫や鳥のこと、街のこと、商売のことなどに詳しいリードは尊敬の対象だった。……彼はエリノアが嫌いな虫を鷲掴みにもできたし……（これには当時エリノアは賞賛の嵐をリードに贈った……）






「……リードは昔っから頼もしかったし優しかったよね」






　思い出して心が和んだのか、エリノアは笑い、気にかけてくれて嬉しかったと懐かしそうな顔をする。

　その顔を見て、リードは……大きく大きくため息をついた。

　それから青年は、もう一度、「そうだよな」とつぶやいた。






「……俺……やっぱり全部ちゃんとしてからにするわ、このままじゃ……ちょっと情けなさすぎだ……」

「ん？」






　エリノアがなんのことだろうという顔をする。

　リードは静かな目をしていた。






「そうでないと、この絶望的な感じも晴れそうにないし……それに、俺、見守るのは得意だからいつでもできそうだしさ……今更遅いかもしれないけど、今しかない気もするし……」






　とうとうと自らに言い聞かせるようなリードの言葉に、エリノアは、ごめん分からない、と困ったように小首を傾げる。






「えぇと……リード？」

「いいんだ。分かるようにして来なかったのは俺だし。お前も昔、顔を見てちゃんと伝えなきゃダメだって言ってたのにな……」






　あの言葉を聞いて自分は変われたはずが、肝心な所で意気地がなかった。

　苦笑するリードに、エリノアは不思議そうだ。わずかに傾けられた頭、ぱちぱちと瞬く黒い睫毛を見ながら……リードは、あのさと言った。

　どこか晴れやかな声で。






「リード……？」

「エリノア俺さ、お前を取られたくない。誰にも」

「…………へ？」






　食い入るように見返されたリードは、恥ずかしそうに笑う。






「俺、お前が好きだ」






　途端、エリノアが息を止める。






「……………………え……？」






　ぽろりとこぼれ落ちたような声。その主の、見開かれた緑色の瞳を覗きこみながら、リードは念を押す。






「もちろん妹分とかじゃないぞ、連れ添いたいっていう意味だからな？」

「…………………………え？　え？」






　それは、実にあっけらかんとした言葉だった。

　これまでの長い長い葛藤の時がまるで嘘のように。それはすっきりとリードの口から出ていって。傍には当然銀髪の男もいて、きょとんと彼らを見ているというのに。不思議と気にならなかった。そのことにはリード自身も驚いた。

　ぽかんと自分を見上げるエリノアの顔を見て、そりゃあそうだよな、と……どこかおかしくて。

　言ってみれば案外簡単だったなとも、しみじみ思う。

　それはそうだ。どれだけ想いが複雑でも、言葉にしてしまえばそれはたった数文字のこと。






　リードは長らく言えなかったその言葉を、もう一度、言った。






「好きだよエリノア」






　……お前がとても。

















９　乱入、お姉様　①












　こわばった顔、薄くぽかんと隙間のあいた唇と、自分を見つめたまま動かない緑色の瞳。

　いつもの自分なら、こんなにまじまじとエリノアの顔を見られなかった。見ているうちに、だんだん惚れ惚れしてしまって……そのうちそんな自分が無性に恥ずかしくなってしまうのだ。






　でも、気持ちを白状してしまうと、どこか開き直りが生まれたのか……もうそうしてもいいような気がして。

　ぽかんと自分を見たまま動かない娘の顔を、リードは可愛いなぁとしみじみ見つめた。顔の造形がどうとかいう問題ではなくて。彼女という存在まるごとが、しみじみと愛おしい。

　と、ふいに苦笑がもれる。






「何もそこまで固まらなくても……」






　声をかけるとハッとしたのか、エリノアが瞳をきょときょと動かしはじめる。






「リード私……」






　エリノアが口を開き、戸惑ったように言葉を途切れさせると、リードはクスッと笑ってエリノアの頭を撫でた。






「ごめんな困らせて」

「いや……困ってるっていうか……」






　リードの言葉の語尾に切なそうな響きを聞いて、エリノアはそう返す。

　エリノアは別にリードの気持ちが迷惑なわけではない。ただ、予想外の出来事にどうしていいか分からないのだ。

　リードは長らくエリノアの〝兄貴分〟であり、みんなの〝お兄ちゃん〟だった。誰にでも優しいこの青年が、自分を特別に思っているとは……だって、そんなの厚かましいではないか。リードはみんなに親切で、みんなに慕われていて。

　エリノアは長年モンターク商店に出入りしている。だから、店に毎日のように顔を出す若い娘を全員知っている。

　彼女たちは、なるほどリードに会いに来るために努力しているんだなと薄々分かるくらいにいつも綺麗で可愛い。リードを見上げる頬は薔薇色で……。

　そんなせっせと通い詰めているお嬢さんがたを差し置いて、リードは自分が好きなんだしな……とか図々しく思えるほどエリノアのツラの皮は厚くない。

　それらを走馬灯のように一瞬で思い出した彼女の頭の中は、疑問で埋め尽くされ、再びなんと言っていいか分からなくなった。






「……………………」






　再び黙りこんだエリノアに、リードは「ごめんな」ともう一度言って。






「お前は、もうその人との結婚話がうまくまとまったのかもしれないけど……」

「………………ん？」

「困らせてごめん、でも、何にもしないでいるってのは無理みたいだから」






　穏やかに微笑まれて、エリノアは……しばしの思考停止のあと、緊張した手のひらをギギギと軋む動きで持ち上げ挙手をする。






「……あの……」

「ん？」






　娘の顔は耳まで真っ赤だった。が、その表情は訝しげでこわばっている。

　彼女の困惑は当然だ。だが、そうであって欲しいと思う。フラれる可能性は高いかもしれないが……それでも、ただの兄貴分としてエリノアの心に引っかかりもしないままになるのは嫌だった。一時でも、エリノアに、自分のことを真剣に考えてほしかった。






　しかし、エリノアの言葉は少し彼の予想を裏切る。






「リード…………私……この子とは……結婚……しないよ……？」

「え？」※リード

「？」※テオティル






　エリノアがぎこちなく言うと、指さされた聖剣が、すかさずきょとんと「結婚ってなんですか？」と言う。

　今度はリードがぽかんとして……。






「えっと……じゃあ同棲……？」

「…………えぇっと……つまりそれは……」






　リードの反応に、エリノアは額を押さえて言った。

　突然の告白の意図がなんなのか。懸命に混乱した頭の中身を解きほぐそうとしている。






「つまり――私がこの子と、〝恋愛〟してるのかっていう――……」






　――しかし……言いかけた時だった。

　残念なことに……運命の女神は彼女たちの間に横たわった誤解を解くいとまを与えてはくれなかった。






　カカカ……ッ！　と恐ろしくキレのいい足音。

　街中に覇気を振りまき畏怖を生む美麗な姿。

　その影は――モンターク家の裏口の前に仁王立ちし――拳を握りしめ、目の前の木戸を叩き割らん勢いで殴りつけた。






「エリノアぁあああああ!!」

「っヒィ!?」






　途端、ばきっっっ！　……と、破壊されそうな勢いで開かれた扉が壁にぶち当たる音がした。

　同時に上がった怒号に、エリノアが縮み上がる。

　リードもテオティルも目をまるくして驚いている。……が……エリノアには分かっていた。こんな登場の仕方をしてくる者は、ただ一人である。






「――ルーシーお嬢様!!」






　驚いた勢いで床に転がったエリノアは、振り返って怒る。リードの告白でドキドキしていた心臓が、斜め後ろ、ねじれて飛んできた、みたいな突然の攻撃に、胸を突き破りそうに鳴っている。

　というのに……。

　その破壊王然として現れた令嬢は、戸口で腰に手を当てて、エリノアに鬼のような顔を向けている。

　顎がやや上を向き、冷たい目がジロリとエリノアを見下ろして。そしておきまりのセリフを叩きつける。






「お姉様って呼びなさいって、言ってるでしょ！　何回言ったら分かるの!?」






　その言い草にはエリノアがキャシャー!!　と、怒ったマングースのような顔をした。






「いいいいきなりなんですか！　びっくりしすぎて心臓止まるかと思いましたよ！」






　エリノアは真っ赤な顔で立ち上がると、キー!!　と、戸口で踏ん反り返る義姉に立ち向かっていく。もちろん顔の赤らみは、ルーシーに怒っているから……というだけではなさそうだが。

　ルーシーは、突進してきた義妹の両頬を無言で、ワシっとつかむ。そのままムキッと頬を横に引っ張られたエリノアが、再び珍獣のような声をあげて怒る。負けじと義姉の頬に手を伸ばす――が、エリノアとは違い、運動神経抜群の令嬢にそれを避けられたエリノアは、頰をつまみ上げられたまま悔しそうに令嬢の胸をぽかぽか殴りはじめた。






「びっくりした！　びっくりした!!」

「……おだまり、馬車の御者に聞いたわよ……昨日夜、家に若い男が押しかけて来たんですって!?　家に連れこんだそうじゃない！　どいつなの!?」






　ルーシーはエリノアをあしらいながら、ギロリと傍で呆然としているリードとテオティルを睨む。






「……」

「？」






　睨まれたリードは、多分この人のことだよなぁという微妙そうな視線で聖剣を見る。夜ということならば、昨晩リードがトワイン家の姉弟に会った後のことなのだろう。そんな夜更けに家を男が訪ねて来たと聞いてはいい気はしなかった。やはり二人の間には何かがあるのは確かなようだ、とリードはため息をつく。






　しかし当事者たるテオティルは……邪気のない顔でルーシーを見ていた。

　主人は突然乱入して来た娘に頬をつねり上げられているが……。






「…………」






　テオティルは涼やかな瞳を言い争っている娘二人のほうへ向けた。そしてじっと見て――……

　ちーんと彼がはじき出した答えは。






『問題なし』






　聖剣の独特の観点から言えば、二人はとても仲が良さそうだと判断された。ルーシーの鬼のような顔を見てさえもなお、テオティルはにこりと笑い、

「楽しそうですねぇ」と、花でも飛ばしそうな顔でのたまっていた……。






　そんな吞気な配下（？）の前で……エリノアは恥ずかしさも手伝って、半ギレ半ベソでルーシーと〝義姉妹喧嘩〟を繰り広げている。






「人様の住居の扉を殴りつけるなんて……もっとおしとやかにしてくださいっていつも言ってるでしょ!?　お嬢……お姉さまはとにかく人より大人しくしてやっとお転婆レベルなんですよ!?　またおじさまを泣かせるおつもりですか！」

「あんたこそ……！　ちゃんと〝お父さま〟って呼んであげないとパパがガッカリするじゃないの！　パパったら……あの髭面筋肉が！　あんたがいつそう呼んでくれるかな……？　……って楽しみにしてるんだからね!?」※ルーシーがそう呼んでくれないから。






　で、私の妹に手を出した野郎はどこなのよ!?　――と……吠えるルーシーと、

　髭面筋肉とか言っちゃダメでしょ!?　と……真っ赤な顔で叫ぶエリノア。






　そんな二人を見守りながら、リードはやれやれとため息をついている。






「……」

「リード……」

「お、ブラッド」

「……なんなのあれ……」






　騒ぎを聞きつけたのか……店の表から怪訝そうな顔のブラッドリーがやって来た。

　姉と令嬢の様子に呆れたような顔をしている少年に、リードはいやー……と笑う。






「なんか、エリノアに好きだって言ったらこうなった」

「…………………………!?　……えっ!?」

「あはは」






　リードの言葉に目を見開くブラッドリー。驚きの顔で青年を見上げると、リードはスッキリとした朗らかな笑顔でエリノアを見つめていた。

　ほとんどフラれる前提で告白した青年は、ひとまず……エリノアの「結婚しない」という言葉に安堵していた。






「……ところで……あの女の人誰だったっけ？」
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　で、と赤毛の令嬢は作業台の椅子に腰掛けて、ため息をついた。






「実は今、王宮が大変なことになってるらしいのよ……」






　台の上に肘をついて、ルーシーが言った言葉にエリノアはビクッと身体を震わせる。

　隣にいるテオティルを盗み見てから、ルーシーに先を促した。






「そ……それはいったい……」

「パパが今朝早くに王宮に呼び出されて。使者の話では……どうも、抜けたらしいわ」

「ぬ、抜けた……？」






　エリノアの喉がゴクリとなる。

　しかしルーシーは、彼女にしては珍しく言葉をにごした。






「ま、箝口令もあるらしいしあまり明言できないんだけど……でも王宮で働いているあんたになら分かるでしょ？　王宮で抜けて、パパが朝っぱらから呼び出されるようなものなんて、一つしかないじゃない」

「………………」






　ルーシーはそう言って、リードが淹れてくれた茶を口に運ぶ。……そのリードは、既にブラッドリーと店の表に戻り、もうここにはいない。

　義姉妹の喧嘩が、どうやら単なるじゃれ合いだと彼にも分かったらしい。

　いがみあうエリノアたちに「ゆっくりやってくれていいから」と微笑み、今ルーシーが美味そうに飲んでいる茶とお茶うけを置いていってくれた。

　その表情は、エリノアたちがここに来た時とは比べ物にならないくらいに明るくて……。

　暴れそうな令嬢のために荷をどかしてスペースを作ってくれたり、置いて行った茶の上には埃が入らないように布巾をかけてくれたりと……彼はいちいち優しい。

　そんな青年を前にしては、さすがのルーシーも騒ぎ続けることはできなかったようである。

　そうして、じゃあそろそろ俺も仕事に戻るから、というその去り際に……リードは、はにかむような笑顔をエリノアに向けて――……。

　それが、今まで彼が自分に見せていた笑顔とは、どこかが違う気がして……。

　エリノアは、何故か頭から湯気が出そうなほど恥ずかしかったのだった……。









　さて――。

　それはともかくとして。

　ルーシーから聞かされた話に、エリノアは黙りこんで長いため息をついた。

　そうか……もう聖剣不在が発見されたか……では、きっと王宮は大騒ぎに違いない。

　エリノアは無言のまま隣を見た。

　その聖剣は……エリノアの隣に椅子を引き寄せて座り、目の前に置かれた茶器の中でゆれる琥珀色の液体を物珍しそうに見つめている。エリノアはげっそりした。

　ルーシーは声をひそめる。






「ここだけの話……どうも何かおかしいのよね……」

「お、おかしいとは？」

「詳しい話は聞こえなかったんだけど……あれはどうも祝い事って感じではなかったわね……〝それ〟が抜けたんなら、もっとお祝いムードでもおかしくないじゃない？　……きっとあれは何かあったんだわ」






　鋭いルーシーにエリノアはひやひやした。なにぶん……令嬢の目の前にその〝それ〟がいるもので。どうしても顔がぴくぴくと引きつるのを抑えられない。






「（うぅ……）えっと、な、何かって……？」






　しかしエリノアが問うと、令嬢は「さぁ？」と肩をすくめる。






「それは分からないけど、使者の様子は王宮内の混乱が伝わってくるようだったわ。もしかしたら、抜けたものの、聖剣に剣身がなかったとか？　それとも抜いた勇者がとんでもないやつだったとか？」

「………………お嬢様……箝口令……」

「面倒臭い」






　堂々と「聖剣」と語り出した令嬢に、エリノアは胸中の動揺を隠し、一応突っこんでみた。が、すぱっと切り捨てられる……。






「ほら、今は昨晩の舞踏会の来賓が沢山王宮に滞在中じゃない？　もしかしたらその内から勇者が出たのかも……」






　と……ルーシーの言葉に厳しい顔をしたものがあった。

　――テオティルである。






　テオティルはムッとした顔で、不格好に手に持っていた茶碗をカツッとテーブルに戻した。






「違います。勇者がとんでもないやつだなんて……我が主人はそんな――」

「は？」

「ぎゃ！　テオテオテオ！」

「エリノア様……？」






　跳び上がったエリノアは、慌ててテオティルの両肩に手を置く。そしてそこをぐっとつかむと、美しい顔に、目を剥いた己の顔を迫らせる。






「帰りに飴買ってあげるからね……？　ちょっと……黙っとこうか……？」






　その顔に、隣のルーシーは「……相変わらずの怪奇顔ねぇ」とつぶやき、テオティルは「飴ってなんですか？」と首を傾げた。

　と、そんな青年を見て、ルーシーが訝しげな顔をした。






「……それで……この優男はなんなのよ……無駄に美形すぎて目に刺さるんだけど……」

「え……えーと、えーと、実は彼……アンブロス家筋の私の親戚で……」

「……アンブロス家？」






　途端にルーシーの眉がグイッと歪む。

　アンブロス家とは、王都から東の地方に小さな領地を持つエリノアの父方の親戚である。彼らは昔、トワイン家の姉弟を見捨てたこともあり、ルーシーは彼らをよく思ってはいない。

　ルーシーのテオティルを見る目はあからさまにガラが悪くなり、激しい敵意にエリノアは慌てて手を振りながら、昨晩考えた言いわけを口にした。






「ち、違うんです、あの、テオはアンブロス家から家出してきて……！　昔、親しかった私たちを頼って来てですね……ちょ、お姉様そんな睨まないで……！」






　エリノアが、どうどうとまるで獣をなだめるように令嬢の背を撫でると、ルーシーの目がいくらか……手負いの猛獣から警戒中の鷹……くらいまでに落ち着く。






「……家出ぇ……？」






　でもその目はまだ鋭くテオティルを睨んでいて……が……。

　不意にその目が、すん……と棘を抜いた。






「……ま、あんなムカつく家からは逃げ出したいっていう者がいてもおかしくはないわね……ふん」

「…………」






　……付き合いの長いエリノアには分かった。

　万年反抗期令嬢は、「家出」という反抗ワードにある種のシンパシーを感じたらしい……。

　そうなの、案外見所あるわね、と……令嬢は落ち着きを取り戻し、茶を口に運ぶ。

　あらでもと令嬢が気がついたように顔を上げる。






「じゃあ何よ、今からあの家で三人で暮らすの？」






　魔物たちの存在を知らないルーシーは呆れたようにそう言った。

　その言葉に、エリノアの脳裏には……ふくよかなコーネリアグレースや、小悪魔顔で笑うグレン、もふっと仏頂面のヴォルフガングやほのぼの茶をすする老将たち……で、パンパンの我が家が思い浮かんだが――……。






　ふっとエリノアは、達観したような、諦めのような影のある顔をする。






「…………、……ええ、まあ……そうですね……」






　頷いて見せると、令嬢が心配そうに眉をひそめる。






「はぁ、だったら余計タガートの屋敷に来ればいいのに……もうあんたはうちの子なのよ？　ブラッドリーをつれていらっしゃいよ。それテオティルも連れてきていいから……まあ、お母様が面倒なのは分かるけど……」

「あ、あはは……」






　それを聞いたエリノアは、その素直ではないがとても優しい義姉に引きつった笑いを浮かべて見せる。

　……ありがたい話だが、とてもではないが、魔物と聖剣引き連れて人様の家にご厄介になる勇気はなかった……。
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「…………」






　夕方。

　エリノアの自宅。そこでは奇妙な様子のエリノアの姿が見られた。

　居間のテーブルの上にこんもり積まれた洗濯物。その前に座って、洗いあがった己のブラウスを積み上げたまま――ぼんやりしては、数十秒ごとにハッとして頭を振る。そして慌てて洗濯物をたたみかけ――いつの間にか再びぼんやりしている……。

　もう帰宅してからずっとその繰り返し。






　そんな娘の背後には聖剣テオティルがキョトンとして主人を見ているし、グレンはニヤついた顔でそれを見ていた。姉は、そんなグレンがこっそり膝に登ってきても気がつかない始末で……。

　同じテーブルに着き洗濯物をたたんでいたブラッドリーはため息のあと、姉を見る。






「……姉さん、そろそろやめないと首を痛めるよ……」

「……え……？　な、何が？」






　言ってやるもぽかんとする姉。

　どうやら自分が延々首を振ってぼんやりしていたことに、まったく気がついていないらしい。……そんな状態でも、きちんと洗濯物だけはたためているところが姉らしかった。

　ブラッドリーはやれやれと思いながら真顔のまま言った。






「……そんなに驚いたの？　リードに好きって言われたの」






　途端、ぎゃっという短い声と重なって、ふぁ……と、大量の布が空を舞う。






「エリノア様!?」






　急にテーブルの上の洗濯物にダイブした主人に、聖剣が慌てている。






「何故今たたんだばかりの洗濯物に突っこむのですか!?」

「………………ぅん、ちょ……ちょっとね……精神の慣れないところにグイッと一発攻撃が刺さった気がして……」

「……もぉお……姉上ったら！　せっかく寝てたのにぃ……」






　急に立ち上がられて膝から放り出されたグレンが、やめてくださいようと苦情を漏らしている。が……洗濯物だらけのテーブルに突っ伏したエリノアは言い返さない。卓の上で赤い顔でぶるぶるしながら、ぐちゃぐちゃになった洗濯物を握りしめている。






「姉さん」






　ブラッドリーが握りしめられて皺になりそうな姉のブラウスをその手から取り上げる。と、その弟の冷静さによけい恥ずかしくなったらしいエリノアがワッと嘆く。






「だ……だって……今……それどころ……？　いつ聖剣持ち出したかどで王国兵に捕らえられるかも分からない時に……そ、そんな……惚れた腫れたって……」

「何言ってるの、姉さんの恋愛事情はこの家の最重要事項だよ。王国兵なんか蹴散らせばすむ」






　冷酷な顔で物騒なことを言い出した主人に、グレンが黄色い悲鳴を上げている。






「（無視）あのリードが姉さんに告白するなんて相当頑張ったんだよ!?　王国兵がどうとか聖剣がどうとか言ってる場合？」

「………………」

「ちゃんと考えて、リードのことを」

「……あ、のね、でもね、ブラッド……姉さん明日王宮に仕事に行かないといけないのよ？　も、もちろんリードのことは私なりに考えるけど……」






　エリノアは洗濯物の中から身を起こし弟の顔を見る。






「……」






　その顔が必死すぎて、赤らんだまるい額も、滲む汗も可愛いくてしょうがなかったが、ブラッドリーは真顔を貫いた。

　ここは、せっかく頑張ったリードのためにも、姉にしっかり考えてもらわなければならない。






　しかし対するエリノアも必死だ。

　明日はエリノアが〝隠れ〟勇者になってから初の出勤日だ。

　そのことを考えはじめたエリノアの顔からは、今度はみるみる血の気が引いていき、ぶるぶる背中も震えだす。






「ブラッド……姉さん嘘つくの苦手なのよ……明日速攻で聖剣持ち逃げ犯だってバレたらどうしたらいいの……!?」






　そんなことになれば、恋がどうとか愛がなんだとか言っていられなくなるではないか。

　まさか牢獄の中から愛を叫ぶわけにもいくまい。そんなことをしたら相手にだって迷惑がかかる。






「私が捕まればルーシー姉さん達にも迷惑がかかるし、それにブレア様にだってきっとご迷惑が……」

「……」






　へにゃりと眉尻を下げた姉がそんなことを言い出して……ブラッドリーがその名にピクリと反応を見せる。エリノアはしくしくと嘆く。






「ブラッドリー……姉さん明日が無事に終わらないと、他のこと考えられないのよぉおおっ」

「……とにかくしっかりして。そんなにぽろぽろ子供みたいに泣かれると……姉さんのために王宮まるごと消してあげたくなるよ」

「やめて」






　真顔で言うブラッドリーにエリノアは速攻で目を剥いた。

　恐ろしくて一瞬で涙が引っこんでしまったらしいその怪奇顔に、やれやれとブラッドリー。






「だいたい……勇者が牢獄になんて入れられるわけないじゃないか、そもそも聖剣は勇者のものなんでしょう？　……せいぜい貴賓室に軟禁だね」






　どっちもあんまり変わらないわよ！　と姉は嘆き叫んだ。












　――そうして次の朝。

　まだ薄暗い家の戸口で、エリノアは紙のように真っ白な顔でブラッドリーを振り返る。

　うっすら照らされる蒼白の笑みがどことなく不気味だ。






「……じゃ……姉さん行ってくるわね……お願いだから……テオティルのことよろしくね……テオ、追いかけて来たらダメだからね……？　家でしっかりコーネリアさんのお手伝いしてるのよ？」






　生気のない顔で言う姉に、ブラッドリーはため息をつく。

　隣では、魔物の手伝いをしろと言われた聖剣が、不安そうに姉の姿を見送っていた。






「エリノア様……やっぱり私も一緒に……」

「ダメ。部外者立ち入り禁止よ」

「じゃあまた剣の形に……」

「もっとダメよ！」






　エリノアは……シャーっと猫のように殺気立った──かと思うと。

　もうここに長居してはダメだと思ったか。

　さまざまな不安や心配を振り切るように、身を翻し、ダッ……！　と……悲壮な顔で自宅を飛び出して行った……。






「！　エリノア様！」

「あ、こけた」

「…………」






　遠く（の何もないところ）で景気よく転んだ姉を、ブラッドリーも聖剣もハラハラと見ている。（※グレン、地面の上で転げまわって笑っている）

　エリノアは、弟と聖剣（＋見ず知らずの町民たち）に見守られながら、しばし地面でぷるぷる痛みに耐えていたが……キッと前を見据えると――勢いよく起き上がり、再び、ダッと駆け出して行った。

　はーやれやれとグレン。






「あの可愛らしい運動神経ゼロ感はなんとかなりませんかね……困りますねぇ、からかいたくてたまらんです！」

「…………」






　しっぽを震わせながらけらけら笑う黒猫。それを壮絶に睨む魔王。……は、遠ざかって行く姉の後ろ姿を見つめながら静かに配下を呼んだ。






「ヴォルフガング」






　すると、するりと白い身体が足元に現れて。






「は」

「……今日はお前が姉さんについて行って。あの様子じゃ……王宮でもきっといろいろ失敗する」






　ため息混じりに、だがそう断言すると、頷いた白犬はムフーッと鼻息荒く夜明けの街へと飛び出して行った。昨日、王の不興を買った魔物は、汚名を雪そそがんと俄然張り切っている。

　うぉおおおお……！　と、駆けて行く白犬を、黒猫が不満そうに見て言った。






「えー……姉上の見張り（ストーカー）ならわたくしめがー！　あやつは昨朝、姉上にセクハラ働いたじゃありませんかぁ！」

「……お前は姉さんが失敗したら絶対喜ぶだろう……!?」






　そして絶対に助けないだろうと睨まれたグレンは、バレてる！　と王の足元でけらけら笑う。そんな配下に呆れながら、ブラッドリーは問う。






「それより……メイナードの様子は？」

「老将殿ですか？　相変わらず森のほうで休眠状態ですよ。聖なる大樹の近くで力を振るったもので疲れたんだそうで。眷属けんぞく同士引きが強かったみたいですね、通常運転になるにはもうしばらくかかりそうです」






　配下の言葉に、ブラッドリーは、そうとつぶやいて。メイナードにはよく休むようにと伝えるよう、グレンに言付けた。

　と、ふと見ると、隣で姉の見送りをしていた聖剣の姿がない。

　どうやら――姉の姿がなくなると、さっさと家の中に入って彼女に言われた通りコーネリアグレースに指示を仰ぎに行ったらしい。家の中からあれやこれやと家の手伝いを言いつける女豹婦人の声が聞こえていて。ブラッドリーは、従順なことだとため息をついた。






「……私が聖剣と同居とは。我が家は魔界よりも混沌としているな……」






　それもこれも……敵を受け入れるのも、変わらず人の町で暮らすのも、すべては姉と共にあるため。

　聖剣の存在も、近づくとやはりどこかで身体に緊張が走る。だが、精神的な面で言えば不思議とそこまで悪い気はしていない。

　……やや姉と聖剣の距離が近いのは気になるが、精神レベルでいえば幼児と変わらないし、何よりいざという時、姉を守る存在があることは正直ありがたい。グレンのような魔物はエリノアを裏切る可能性があるが、聖剣はきっと淡々と姉を守ることだろう。






「……まあ……多少は目をつぶるしかないか……」






　エリノアのために。






　……なんてことない、反抗期どころか、少しも姉離れできていない魔王なのである。
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　王宮裏門の門番は殺気立っていた。

　王宮内で起こった大事件。混乱する宮廷。現状、彼ら門番の役割はとても重要だった。

　もしここで不審なもの、不審な様子のある人物を門から出してしまえば。その者はいなくなった勇者であるかもしれないし、もしくは消失した聖剣であるかもしれなかった。そのままこの国が勇者と聖剣を失うようなことになれば大ごとだ。それは決してあってはならないことだった。

　そういう事情もあって、昨日から王宮各所の出入りの検問は普段よりも厳しいものとなっていた。

　王宮正門とは違い、簡素な造りのこの裏門には、普段は二、三名ほどの門番しか立っていないのだが。現在は増員がなされ、倍の人数がそこに立つ。

　武装した屈強で強面な門番たちが、厳しい視線を行き交う人々に向けているとあって、辺りは実に物々しい空気に包まれていた。緊張感の漂う雰囲気に、通行人たちもどこか落ち着かない様子で──……。






「む」






　──ふと、門番の一人が視界に不審な動きをする者を捉える。途端、門番たちの間にピリリとした緊張が走った。

　次の一瞬には、不審者の一番傍にいた門番が二人、一呼吸の間にその者との距離を詰めて──。

　周囲にいた人々が、唐突に場を駆けた門番たちにどよめき、身体をこわばらせる中で――男たちは腰元の剣に手を──……。






「…………なんだ……」

「……やれやれ……」






　剣の柄を握りかけて。門番たちは憮然と肩から力を抜く。

　がっくりため息をついた門番の一人が、いかにも迷惑そうに語気を強める。






「………お前な……不審者ヅラもいい加減にしろよ!?」






　凄まれた不審者──エリノアは……思わずビクッと後ろに跳び退いて。門番の言いように戸惑っている。






「!?　お、おぉおはようございます……？」






　裏門前の開けた広場を、じりじりと、ビクビクしながらやって来た娘。そこでは裏門を潜ろうとする使用人たちが数人列をなしていたが、突然の騒ぎに皆何事かとエリノアを避けていく。

　たった一人そこに残されたエリノアは、ビクビクしながら己に腹を立てているらしい顔なじみの門番を見上げた。

　その有様は……両手は腹の前あたりでもじもじイジられているし、視線もきょときょとと動き、門番たちを上目遣いで不安そうに見ている。検問を前にして、この滴り落ちる汗も、緊張した足取りも表情も……はっきり言って挙動不審極まりないが……この娘の場合、それは今日にはじまったことではなかった。






「おいエリノア……なんだ、また侍女頭様に怒られたのか？」

「また壺とかを壊したんなら、隠してないでさっさと申告したほうが身のためだぞ」






　カバンに隠しているのかと言われたエリノアはとりあえず、戸惑いながら「いや、壷じゃないです……」と答えた……。






　十代に入って早々に王宮に勤めだしたエリノアと門番たちとはもう長い付き合いで。

　時々不審なこの娘は、不審だが、その裏にある理由がいつもしょうもなかったことを門番たちもよくよく承知していた。






「はー……もうお前はいつもいつも……今俺たちは忙しいんだ……変な動きで気をひくのはやめてほしい……なんだそのチョロチョロした動きは!?」






　つい目で追っちゃうんだよ！　お前は怯えたネズミか何かなのかと、門番の一人。






「まったくだ、その間に真の不審者を見逃したらどうしてくれる……」

「……わ!?」






　やれやれと、もう一人の門番はエリノアの首根っこを捕まえると――そのまま門の内側にぽいっと放る。






「!?　!?」

「ほらさっさと行け。上司に謝るなら早め早めだぞ、遅刻なんてしたら目も当てられん」






　しっしっ！　と、犬のように追い立てられて。門番たちはエリノアを完全無視し、また門の外を睨みはじめた。

　……その相手にされないことこの上なさにエリノアは非常に微妙そうだ。

　多分……気のせいでなければ、彼らが探しているのは、突き詰めると自分であるはずなのだが……。

　決死の覚悟でここまでやって来たというのに。もう少し怪しんでくれてもいいではないか。

　エリノアは、背後できっちり荷物チェックをされている他の同僚たちを見て、いささか悔しみを覚える。小物扱いがはなはだし過ぎるのではないだろうか。






「……。……。……ま、まあとりあえず王宮には入れそうでよかった……」






　普段のそそっかしさがこんな形で役に立つなんて。まあ、彼らもかなりうっかりしすぎな気もするが、門番たちもまさかエリノアが勇者であるなんて思いもよらないのだろう。






「……世の中無駄なことって……ないんだな……」












　それからエリノアは普段通りに侍女たちの居所で着替えをして、急いでブレアの住まいに向かう。

　裏門を突破したことで少しだけ気持ちが楽になっていた。が、それでもやはり、どうにも身体の動きがぎこちなくなってしまうのは……周囲に漂う沈んだ空気のせいである。

　王宮内はどこもかしこもしんと静まり返っていた。時折バタバタと慌ただしく衛兵や官たちが駆けていくのだが、彼らの顔も固く重苦しい。

　ブレアの居所にたどり着いても、そこもやはり静かで。箝口令もあってか、仕事仲間たちも皆意識して無駄口を叩かないように気をつけているようだ。黙々と作業をこなす彼女たちの様子は、いつになく暗かった。






「……ああ、エリノア来たの？」






　作業部屋に向かうと先輩侍女が顔を上げてエリノアを迎える。






「お、おはようございます……」






　エリノアの挨拶におはようと返してから、先輩侍女はあのねと言った。






「エリノア、例の話は知っている？」

「あ……えっと……」






　そう問われて、エリノアは緊張気味に頷いた。箝口令はあるが、エリノアがタガート家に養子に入った話はきっともう広まっているはず。将軍家と繋がりがあるエリノアが既にその話題を知っていてもおかしくはない。事実……すでにエリノアは、昨日乗りこんできたルーシーにその話を聞かされている。






「……例のものが……抜けたって……」

「そう、そうなのよ……そうなんだけどね……」






　先輩侍女はエリノアに、聖剣消失後の王宮での顛末について聞かせてくれた。

　やはり、エリノアが休んでいた間、王宮は大騒ぎになっていたらしい。

　それで、と先輩侍女。






「今日はブレア様、お部屋にはお戻りにならないかもしれないわ……」






　彼女の言葉に、え？　と、エリノアが瞬く。聞けば、昨日の朝、聖剣の消失判明以降ブレアは一度もここに戻ってきてはいないらしい。






「この騒ぎでお忙しくなってしまわれたの。お休みになられる時間も取れないんでしょう」






　ため息混じりの言葉に、エリノアは罪悪感に胸を突かれたような気がした。






「…………ブレア様、大丈夫なんでしょうか……」






　いささか沈んだ調子でエリノアが問うと、先輩侍女は苦笑する。






「まあ、大丈夫でしょう。あの方は普段から鍛えておいでだし、オリバー様たちもついているから体調管理にも気を配られるはず。そうそうのことではお倒れになったりはしないわよ」

「……」

「昨日、宮廷のほうの執務室に衣類をお届けに上がった時、侍従に王子のご様子を聞いたけれど、普段通りだったそうよ」

「……そうですか……」






　しかし心配ないという先輩侍女の言葉にも、エリノアの心は晴れない。この騒ぎの元はエリノアである。ブレアだけでなく、王宮のすべての人々に迷惑をかけていることをまざまざと感じて。とても心苦しかった。






「…………」

「あらあら、そう深刻な顔しないでエリノア。私たちが気を揉んだって仕方がないのよ。王宮内はひっくり返したような騒ぎで仕事もどうなるかわからないけど……とにかく私たちはここで普段通りに職務にあたりましょう。お疲れになったブレア様がいつ戻ってこられてもいいようにね」

「……はい……！」






　先輩侍女の言葉にエリノアはグッと奥歯を噛むと、ぶんぶんと頭を縦に振った。

　ひとまず今エリノアが国のためにできることはそれしかなさそうだった。せめて己の仕事は万全にしようと決意する。

　そうしてエリノアは鼻息荒く掃除道具を担ごうとする。と……ああそうそうと先輩がエリノアに顔を向ける。






「あなたのことをハリエット様がお呼びだったわ。暇な時でいいから顔を見せて欲しいそうよ」

「王女様が……？　ご予定がおありのはずでは……」






　一昨夜王女と話をした時は、今後は王太子と様々な行事に参加するから忙しいと言っていたのだが──。

　先輩侍女は困ったように笑いながら言う。






「この騒ぎですからね、いろいろと行事も延期や取りやめになって。滞在中のお客様たちも多くが帰国を延ばすことにおなりなのよ。今下手に出国して〝あれ〟を持ち出したと疑いをかけられても困るでしょう？」

「そうなんですか……？」






　それを聞いて、目を見開いたエリノアの眉がしょんぼりと下がる。

　こんな事態に巻きこまれてはハリエットもさぞ困っていることだろう。

　脳裏には、可憐な王女が愛しい王太子にも会えず、楚々と泣き崩れ、「どうしたらいいの？」と、嘆く様が思い浮かんだ……。






「…………」

「今日はブレア様がいらっしゃらないから重要な仕事は少ないし……あらかた片付いたら行って差し上げなさい」

「……わっかりました！」






　エリノアは拳をぐっと握り、しっかりと頷いた。

　急に気合に満ちた顔になったエリノアに、先輩侍女がやや不審そうな顔をしている。

　そんなこととは知らず……エリノアは胸に誓う。






（…………お役に立つぞ！）






　侍女魂に火が着いた。






　……おそらくエリノアは……






　弟属性生物だけでなく、か弱げな女性にも弱かった……。

















13　エリノアは、ハリエットの傍らにユニコーンを見た。












　エリノアがハリエットのもとを訪れると、王女は彼女をとても歓迎してくれた。






　……のはいいのだが……






「……あの……これはいったい……」






　エリノアはぎこちない顔で聞いた。

　何故だかハリエット滞在中の貴人の間の奥で、両手を横に広げ、立たされている。

　別にエリノアが失態を犯したとか、罰を受けている……などというわけではない。

　しかし……。

　傍のテーブルの上には、エリノアのエプロンや彼女が持ちこんだ様々なものが広げられていて、それを興味深げに眺めているのはハリエットだった。

　王女はあらまあ……と、いささか呆れをにじませた微笑を浮かべてエリノアに問う。






「エリノアさんったら、いったいここに何をしに来ようと思ったの？」

「えぇっと……」

「ホウキにチリトリ、雑巾バケツにブラシが大小数種類。裁縫道具に鉛筆とメモ、焼き菓子に飴玉の袋……に……猫じゃらし……？　あら？　この瓶たちは何かしら？」

「粉石鹸や洗剤のようですね」






　王女が不思議そうな顔をすると、傍にいた冷静な顔の王女付き侍女が間髪入れずに答える。それを聞くと、王女はまたあらあらまあと言った。






「わたくしは遊びにいらっしゃいという意味でエリノアさんを呼んだのだけれど……」






　何故か大量の掃除道具を抱えて現れたエリノア。普段から冷静なハリエットは冷静なままだったが、それでも驚いてはいたようだ。やって来たエリノアの格好は、ちょっと荷物を抱えすぎの夜逃げ人といった風体で。

「ちょっとお友達が遊びに来るから」としか主人に聞かされていなかった王女の侍女たちは、現れた娘を相当怪しんだ。

　あまりに不審だったのか、彼女たちに服以外の全ての持参品を身包み剥がされて。テーブルの上に並べられたという次第であった……。

　ハリエットが小首を傾げながら言う。






「わたくしがお掃除をしてほしくて呼んだと思ったの？」

「えっと……」






　エリノアは視線を泳がせる。

　ハリエット王女のために何かせねばと思ったのだが、とりあえずすぐにできることが掃除しか思い浮かばなくて。

　しかし王女の反応を見て、やはり間違いだったかとエリノア。

　これだけあれば何かしら王女の役に立つものがありそうな気がしたのだが、逆に不審がられる結果となった。

　それをそのまま言うと、王女ばかりか彼女の侍女たちも呆れた様子でエリノアを見る。エリノアは焦った。……やばい、王国侍女の評判を下げてしまっただろうか。






　……因みにだが……。

　テーブルに並べられた持参品のうち、飴は以前騎士オリバーに貰った残りで、猫じゃらしは通勤途中の草はらで見つけ、つい魔が差して……後でグレンと遊ぼうと思ってポケットに突っこんでおいたものだった。やめておけば良かったとエリノアは後悔した。特に猫じゃらしを……。






　エリノアは立たされたまま、すみません！　と嘆く。






「正直なところ……高貴なお方と〝遊ぶ〟というのが分かりませんで……」






　恥ずかしくなりながらエリノアはおずおずと言った。

　ルーシーのような気心の知れた相手ならまだしも、ハリエットのような王族女性に呼ばれて、王女と侍女である自分とが共に〝遊ぶ〟なんて。まったく想像がつかなかったのだ。思い浮かぶことといえば、給仕や掃除といった身の回りの世話くらいなもので……。

　気まずげなエリノアに、ハリエットはくすりと笑う。






「いやだわエリノアさん、そんな……動きがカクカクして面白い……何もしやしないわ、そんなに緊張しないでちょうだい」

「……はぁ……さ、さようですか………………で……あのぉ……？　さっきからこの方たちはいったい何を……」






　びくびくとエリノア。

〝この方たち〟とは、今現在、エリノアの周りで巻き尺や物差しを手に彼女の身体のサイズを測っている人々のことである。

　と、王女はこともなげに言う。






「あら採寸よ。予定がなくなってしまったし、ドレスでも仕立てさせようかと思って。エリノアさんの」

「…………え？」






　聞けば、やはり、この度の聖剣騒ぎのあおりで王女が舞踏会後に予定していた行事のほとんどが流れてしまったのだと言う。かといって、聖剣の所在が不明となった直後の今、ハリエットのような異邦人は下手には動けない。王国は聖剣の流出を恐れているから、王太子の婚約者であったとしても、この件には表立って関わらせてはもらえない。

　つまり、じっとしているのが一番賢明なのだとハリエットは寂しそうな顔で言った。






「下手なことをして王太子殿下にご迷惑をおかけするわけにもいかないでしょう？」






　だからエリノアに付き合って欲しいのだというハリエットに……それを聞いたエリノアは、なるほど、と神妙な顔で彼女を見た。

　憂いをにじませた横顔でふっと遠くを見て、王太子を想う様子のハリエットの健気さに再びキュンと侍女魂を刺激されてしまうエリノア。

　彼女の目から見ると、ハリエットは麗しい乙女そのものであった。件くだんの義理の姉くらいしか若い貴族女性と親しくないエリノアは、ダメだと思いつつ……つい彼女とハリエットを比較してしまい──……比較対象が物凄く規格外の猛獣お嬢様すぎるのはまあ置いておくとして……。

　ハリエットの気品と可憐さには心底感動してしまった。

　王女の傍らに純白のユニコーンの幻でも見えそうなエリノアであった。






（……麗しい……すてき……）






　──が。

　エリノアは知らない。

　その実、ハリエットがレースのハンカチで切なげに目元を押さえながら――






『……この騒動の隙にこの子と親密になっておこうっと。王太子様より先にお姉様って呼ばれたらあの方悔しがるかしら、うふふ楽しみ』

『それとなく王族にも耐性をつけさせて、さりげなく作法を仕込んで、一緒に行動して王家との親密さを社交界にも周知させなくては……だって、未来の義妹（予定？）だもの。未来の王妃候補のわたくしがしっかり仕込まないと』

『こういう仔リスみたいな子は周りにいないから、なんだかとってもうきうきしちゃう』






　……などと……思い切りうきうきと、がっちりエリノアを抱きこむ作戦に思いを巡らせている……などとは。思ってもみなかった。






　実は……既に配下に命じ、エリノアの身辺を探らせたハリエット。

　何気に抜け目のない王女は、彼女が城下町の小さな家で、弟と……それに、何やら奇妙な連中と寝食を共にしていることを承知している。……その中には若い男がいて、どうやら近所の商店の息子がエリノアに気があるらしいという噂も……とうにつかんでいるのだ。






「ふふふ」






　それら諸々を吞みこんで。

　ハリエットは儚げな佇まいでエリノアに微笑んで見せる。（→エリノア、ずきゅんと心臓を射抜かれる）






「エリノアさん……一緒に、いてくれるわよね？」






　そう乞われたエリノアは、真っ赤な顔で拳を握った。






「は、はい！　時間が空いた時は、ぜ、絶対に参ります！　いえ、時間を作らせていただきます！」






　何も知らないエリノアは鼻息荒く前のめりで頷いた。

　忙しい王太子の代わりに王女をもてなすんだ！　……という決意に満ちたエリノアを──

　周囲の王女の侍女たちは『なんて乗せられやすい娘だろうか……』とやや呆れ顔で見て、さらに可憐な顔をして娘をころころ転がしている自分たちの主に、やれやれとため息を落としている。






　そんな侍女たちの呆れを感じながら……だって、とハリエット。

　ブレア様に恋敵なんて、面白そうなことこの上ないじゃないの。






　……もちろん最後には、王家の為にも自国の為にも、全てブレアに掻っ攫わせる気満々のハリエットである。

















14　侍女たちの嫉妬と、疾走する誘拐犯（熊）












　王女と過ごした時間は楽しかった。

　採寸が終わると、解放されたエリノアは王女に茶をすすめられる。

　果実のような香りの茶を飲みながら会話をしていると、王女の背後にすえられた立派な書棚につい視線が吸い寄せられた。

　美しい装飾がさり気なくあしらわれた書棚は飴色で、収められている書物の背表紙も色とりどりできれいだった。

　思わずぽけっと見とれていると、視線に気がついたハリエットが立ち上がり、書棚からいくつかの書を差し出してくれた。






「気になる？　これはすべて王太子様からの贈り物なの。興味があるなら読んでみるといいわ」






　王太子からの賜り物と聞いたエリノアはとても恐縮したが、ハリエットは構わないと言ってエリノアの前に書物をいくつか並べてみせた。

　物語から詩集、画集や図鑑まで。どれも装丁が凝っていて見惚れるほどに美しい。

　まずハリエットが手渡してきたのは、貴婦人が好みそうな花の図鑑。あまりに品の良い佇まいにおそるおそる表紙をめくったエリノアだったが、中身を目にしてしまうと一瞬で恐れを忘れてしまった。さすが王太子が他国の王女に贈る品なだけはある。本物の花がそこにあるかのような精緻せいちな手書きの絵は、目を瞠るばかりのものだった。

　エリノアは夢中で頁をめくっていたが、ふと、感心したように言った。






「このお花はこんな名前なんですねぇ……知りませんでした」






　楽しげにぴかぴかした顔に、ハリエットも嬉しそうに目元を和らげる。






「気に入ったのなら貸してあげるわ。とても詳しいから面白いでしょう？」

「い、いえそんな……」






　王太子からの賜り物を借りるなんて恐れ多すぎるとエリノアは首を振る。それに、素晴らしい図鑑にはとても興味があったが、現状そういったものを家でゆっくり眺めている余裕はなさそうだった。さらに言えば、家に持ち帰って、いい性格の黒猫グレンに戯れに爪で引っかかれても困る。






「でも……本当に素敵ですね。絵も繊細できれいですけど、野花から遠い国の植物まで……こんなに詳しく載っている書物は初めて見ました」






　見ていると心が無心になって、あれやこれやと感じていた心配事が少しだけ和らぐような気がした。ほうっとエリノアがため息をつくと、王女が微笑む。






「そう？　じゃあ好きなだけ見ていってちょうだい。でも、わたくしともおしゃべりしてくれると嬉しいわ」

「は、はい！」






　そうしてエリノアは、図鑑やそのほかの書物を広げて王女と楽しく、興味深く会話を楽しんだ。

　しかし──エリノアは。

　美しく優しく、そして賢い王女に惚れ惚れと夢見心地すぎて……思いのほか長居しすぎてしまった。

　時間が許す限りは、多忙な王太子に代わり、できるだけハリエットの相手をしようとは思っていたものの……気がつくとブレアの居所を出てからもう既に二時間ほどが経っていた。

　言われるままに王女が子供の頃から好きだという女性冒険家の物語を朗読していた時、その音を聞いてエリノアはハッと顔を上げる。






「あれ……？　今……鐘の音が聞こえませんでしたか!?」

「あら本当ね、ごめんなさい随分引き留めてしまったみたい」






　微かに聞こえる城下の鐘の音の数に、エリノアは慌てて手にしていた本を閉じて。ガバッと頭を下げる形でハリエットにそれを差し出した。






「私こそ申し訳ありません、長居いたしました！　私はそろそろ持ち場に戻りませんと……」

「そうね、今日は本当にありがとうエリノアさん。とても楽しかったわ、ぜひまた来てくれると嬉しいのだけれど」






　にこやかに言うハリエットに、エリノアはもちろんと大きく頷いて。それから深々と頭を下げてから、娘はハリエットの部屋を飛び出して行った。






「うふふ。可愛らしいわ、ねぇクレア」

「……随分とお気に召したようですね」






　転がるように出て行くエリノアに、にこにこと手を振るハリエット。彼女の言葉に侍女の一人がそう応じるが……しかし娘がいなくなると、それまで無表情だった王女の侍女が気に入らないとでも言いたげな顔をした。






「でもハリエット様……あの方、王家に入るには落ち着きがなさすぎるのでは？　それに……勉強不足も少々気になります」

「あら……なんのこと？」






　侍女の言いように王女が軽く目を見開く。






「だって……〝この花はこんな名前なんですね〟なんて……あの方が見ておいでだったのはマドンナリリーですよ？　マドンナリリーはこの国の王妃殿下のお好きな花ということで有名です。その名を知らないなんて……王宮侍女として失格なのではありませんか？」

「……」






　口を尖らせる侍女に……ハリエットは──。






「ふふ……」

「ハリエット様？」






　クスクスと笑いだした王女に、侍女が怪訝そうな顔をする。






「あなたったら……」






　ハリエットは一瞬で彼女らの思い違いをさとって。

　王女は笑いながら、エリノアが見ていた図鑑を指さした。






「分からない？　……これはクライノートの本じゃないのよ」

「……え……？」






　示されて、やっと、表紙に並ぶ文字が遠い北の国のものであることに気がついた侍女が目を瞠る。

　ハリエットは微笑み、次に、エリノアが最後に朗読していた別の書を持ち上げて見せた。






「こちらは我らがアストインゼルの文字で書かれた書物。……クレアったら、気がつかなかったのね？　あの子はこの部屋に来てからずっと我が国の訛りで喋ってくれていたのよ」






　言ってやると侍女はさらに驚いたようだった。






「……そういえば……、……気がつきませんでした……」






　彼女たちの母国はアストインゼルという、クライノート王国とは海を挟んだ向こうにある国家である。

　アストインゼルの公用語はクライノートとは違うが、もともと言葉のルーツが同じで、互いに似通った部分が多く、話し言葉としてはあまり変わらない。

　ハリエットは普段、周りに自国の者しかいない時には母国語で会話をしているが、王太子などクライノートの者の前ではこの国の言葉を使っている。

　今日ももちろんエリノアともクライノートの言葉で話そうと思っていたのだが……

　しかし現れたエリノアは、初めの挨拶からのすべてを、ハリエットの国特有の言いまわしや発音を使ってくれたのだ。ハリエットはすぐにそれに気がついて、その巧みさに感心し、エリノアの心遣いに喜んだ。王女はあえてそれを指摘するようなことはせずにその会話を楽しんだのだが……

　ゆえに侍女たちは、迂闊にも娘が母国の言葉で喋っているということにも気がつかなかったらしい。

　いつも優秀な彼女たちにしては珍しいことだと王女は思ったが……おそらくそれは、侍女たちのエリノアに向ける対抗心のようなものがその目を曇らせたのだろう。

　侍女たちはハリエットの傍付きであることにとても誇りを持っていて、最近その王女が目をかけはじめた王国侍女のことが気になって仕方がないのだ。

　それを察したハリエットは、困ったものねと内心で苦笑しながら、続ける。






「彼女、わたくしたちの言葉がとても上手だったでしょう？　だからわたくし、わざとクライノート公用語で書かれた書物は出さなかったの。あの子がどの程度語学ができるかも知りたかったし……。これはすべてアストインゼルや他国語で書かれたものだったのよ」






　ハリエットのイタズラっぽい顔に侍女が瞬く。

　よくよく見れば、テーブルの上の本はすべてが別々の言語で書かれているものばかりだった。

　ということは、と侍女は呆れたような顔をする。おそらく娘が書棚に興味を持ったのも、ハリエットがそれとなく誘導したことだったのだろう。ハリエットが彼女に勧めたテーブルの席は、ちょうど書棚の正面。そこに座れば自然とそれらが目に入る。






「ハリエット様ったら……」

「うふふ、あなたが言う通り、クライノートの侍女があの花を知らないなんてことはもちろんあるはずがない。そうではなくて……あの子は、この文字を読み、そこに書かれていた他国名を見て〝こんな名前で呼ばれている〟と言ったんだと思うわ。そのためにはまず、文字を読めていることが前提でしょう？　勉強不足なんてとんでもない。わたくしの見た限りでは、彼女はきちんと北の文字を理解していたし、それに……最後の朗読。あなた、彼女が我が国の文字を読んでいるなんて気がつかなかったでしょう？」






　王女の言葉に侍女は苦い顔で黙りこんだ。

　つまり侍女は、エリノアの朗読があまりに自然であったために、それがアストインゼルの言葉だとも意識しなかったのだ。

　クライノートとアストインゼルの口語は確かに共通点も多く、互いの言葉をしゃべることができる者は珍しくない。

　しかし……それが読み書きとなるとそうもいかない。

　文字に限って言えば、同じルーツを持つものの、それぞれの文字は、それぞれの大陸でまったく違う発展をとげ、今ではほとんど別の代物である。

　エリノアのようにきちんと朗読をして、その言葉を公用語として使う人間にすら違和感を感じさせないなどということは、しっかりと教育を受けた人間にしかできない芸当であった。






　ハリエットは満足そうに笑う。






「亡き伯爵によほどしっかりと教育されていたのね……これでも見所がないと言えて？　作法は王宮で仕込まれているはずよ。だって王宮侍女なんですもの。そのほかの貴族のあれこれはこれからでも十分でしょう？」

「……確かに、そうですね」






　今度は侍女も頷いた。

　それを見て、ハリエットはくすりと漏らす。






「元気の良さは……それはまあ、あの子の個性だから。王宮作法に合わせて消してしまおうなんて考えたら……叱られるかもしれないわよ。ブレア様に」






　だってそこが好きなのかもしれないじゃないと、ハリエット。どうにも楽しくてたまらないと言いたげな王女の顔に……侍女たちは目をまるくして顔を見合わせた。









　　　　　＊　＊　＊









　──エリノアは急いでいた。

　上役たちに見咎められない程度……〝走る〟と〝歩く〟のちょうど境目くらいの早さで、ブレアの住いを目指していた。






（早く戻らないと……）






　もちろん許可は得て出たわけだが、少し長居しすぎたような気がして。気がとても急いていた。






　家が没落して以降、ああいった書物は王宮で目にはすれど、手に取ることは許されず。もちろん高価な外来品の書物など、今のトワイン家ではとても手は出ない。

　懐かしさもあったし、朗読すると王女がとても褒めてくれるものだから、のせられやすいエリノアはついつい没頭しすぎてしまい──廊下の窓の外は、もう少しオレンジ色に変わってしまっていた。

　いや、先輩侍女の話では、ブレアは今日も戻らないかもしれないということであったから、別に急ぐ必要はないのだろうが……

　もしかしたら、とエリノア。少しくらいならブレアが帰ってくることもあるかもしれないではないか。

　せっかくならば、その時にはその場にいて主人の顔を少しでも見ておきたかった。






（ああ、しまったなぁ……）






　と、エリノアが悔やむように窓の外を見た時だった。






「──おい」

「え？　──っ!?」






　突然声をかけられて。振り返ろうとした瞬間、ぐえっと口から踏まれたカエルのような声が出た。

　──唐突に、何者かに首の後ろを引っ張り上げられていた。エリノアは、目を白黒させている。






「く、くるし……な、何!?　あ！」

「のんきな間抜け面が鬼顔で歩いていると思ったら……やっぱりお前か！」






　途端げらげらと笑う声。

　その失礼な熊……もとい、オリバーの声に目を瞠るエリノア。オリバーは、軽々とエリノアを持ち上げたまま、は、しまったと叫ぶ。






「こんなことをしている場合じゃなかった。お前な、変顔で猛進するのやめろよ、まるで不審者だぞ」

「…………」






　つい笑ってしまったじゃねーかと難癖つけて来るオリバーに、エリノアはあからさまなムカつき顔で男を睨む。が──……






「……ぇ？　え？　な、なんですか!?」






　気がつくと、オリバーにヒョイッと肩に担がれていた。荷物さながらに持ち上げられたエリノアが、ギョッと顔をこわばらせている。






「ちょ、え!?」

「じゃあ行くか」






　のんきな熊は、にかっと八重歯を見せて笑うと、エリノアを抱えたまま唐突に──駆け出した。






「ちょ……ひぃいいい!?」






　エリノアがおののいて叫ぶ。

　長身で足も長いオリバーが走ると、そのスピードはかなりなもので……エリノアの全速力とは比べ物にならないくらい速かった。その肩の上に、がっちりしたオリバーの腕で固定されたエリノアは……あまりの振動に青ざめて男の背にしがみつく。

　物理的な恐怖もあったが、唐突な熊男の行動の意味不明さがまた怖かった。






「ぎゃーっっっ！」






　エリノアの悲鳴が王宮の廊下にこだまする。

　が、オリバーはそんなものなど少しも意に介せず。疾走しながらも、少しも息が乱れない平然とした顔で、エリノアに何やら説教をしはじめた。






「お前な……ちゃんと居所でブレア様の帰りを待ってないとダメだろ……ブレア様は例の物が消えてから、不眠不休、食事もそっちのけで働いておいでなんだぞ？　それがだ、今日になってお住いに戻られるっつーから、やっとお休みになられる気なのかと思ったらだな……」






　オリバーはブツブツ続ける。






　──昼間の会議が終わった直後、王宮に戻ると言ったブレア。

　昼食時には少し遅いが、やっと休む気になったのかと安堵したオリバー以下ブレアの配下たち。

　王子はことの始まり以降、ずっと寝てもおらず、淡々と仕事に奔走していて。彼らもそろそろ、その身を案じて気を揉んでいたところであった。






　……のだが。

　王子は王宮の己の住いにたどり着いたかと思うと、慌てて主人を出迎えた侍女たちを見渡して、一瞬ムッと黙りこむ。

　そして何を思ったのか……そのまま無言で身を返し、今出て来たはずの宮廷の執務室へさっさと戻って行ってしまったのである。その謎行動には――居合わせた者たちすべてがぽかんと口を開けて唖然としてしまった……。






　やれやれとオリバー。






「……あれは思うに……おそらくお前の顔を見に戻られたんだな……で……なんでそういう時に居ないんだよお前は!!」






　オリバーは肩の上の娘に恨めしげに言った。






　が……。

　全速力で走る熊男の肩に担がれて。思い切り目を回し気味のエリノアには、それは何も聞こえてはいなかった。






「ひぃいいいいいい！　落ちる落ちる落ち……ぎゃぁあああああ!!　ゆ……」






　誘拐犯!!　……と……。






　聞こえるのは自分の悲鳴ばかりなのであった。

















15　複雑な騎士心












　その頃――






「──あれ？」






　テオティルは……はたと顔を上げた。






「あら、どうかした？」






　突然フリーズした聖剣の顔に、傍でせっせと夕食の支度をしていたコーネリアグレースも手を止める。

　見れば、エリノアの言いつけに従順なのをいいことに、こまごまと家事を手伝わせていた青年の形をした聖剣は、部屋の隅で豆を剥きながら首をかしげフリーズしている。






「……今…………なんだかエリノア様に危機が訪れているような……」






　何かを感じ取ったらしいテオティルは、虚空をじっと見つめている。

　と、コーネリアグレースが「あら」と困ったように言った。






「嫌だわ、今、鍋を火にかけたばかりなのに……まあでも王宮に討ち入るなら仕方ないわね」






　言いながら、何故かそそくさと炊事場の棚からすらりと包丁を取り出すコーネリアグレース。その口は、「今日の得物はこれでいいわ」などとのたまっている。……どうやら、愛用の金棒は磨いたばかりで使いたくないらしい。






「──で？　エリノア様の敵はいずこ？」






　女豹母の好戦的な青い瞳が、包丁と共にきらりと光る。






　しかし。

　テオティルは、眉間に小さなしわを寄せたまま、うーん、と今度は反対側に首をひねる。






「……………………あれ？　気のせいでしょうか……？」






　よく分からない、と困ったような顔をするテオティル。






「ちょっとテオ坊、どっちなの？　危機なの？　討ち入るの？　それともまたエリノア様が仕事でドジっただけ？」






　包丁を握りしめたままやきもきしているらしいコーネリアグレースに、しばし無言だった聖剣は……真顔で首を振った。






「……なんだか主の悲鳴が聞こえた気がしたのですが……途中からエリノア様の感情が何やら変な怒りに変わったようです。とても力強い怒りなので大丈夫かと」

「まあ……エリノア様ったら仕事中にいったい何をキレているのかしら……人騒がせな……」

「いえ、主様は生命力に溢れています、よいことです」






　何故か誇らしげな聖剣。






「はーまあそう？　まあ負の感情は好きだけどねぇ、なんだかエリノア様の怒りはドロドロ加減がイマイチなのよねぇ……あの方すぐ怒っていたこと忘れるみたいだし……」






　基本的に根があっけらかんとしているんでしょうねぇ……と、コーネリアグレースがいささか残念そうに、ぎらぎら光る包丁を元の位置に戻した……。






　──その頃。






　エリノアは、オリバーの背中でぐったりしていた。






　続く縦揺れ。直で伝わるその振動。

　時々何かをビョンと飛び越えるような浮遊感と着地の衝撃。

　角を曲がる時にかかる放り出されそうな遠心力……。

　それらの連続に、エリノアはほとほと疲れてしまった。






「…………」






　叫ぶのにももう疲れて。

　もはや逆さづりのヤモリのように、熊男の広い背中に張り付いていることしかできないエリノア。

　担がれ、逆さに見える視界には騎士の制服。──ああこれ、私が繕ったやつだなぁ……と、思うと、なんだか余計に腹が立った。その縫い目のわずかな凹凸が、鼻やおでこをこすって何気に痛い。

　もし、とエリノアは思った。

　……もしこの先、万が一、自分が聖剣を剣として握ることがあったら。

　きっと──……。

　まずは絶対に──……。






（……ぜっっったいにっ！　最初に騎士オリバーに挑んでやる……！）






　……もちろん負ける気しかしないのだが。きっとエリノアの怒りは伝わるに違いない。






　担がれたまま、隠れ勇者がそんなふうに怒っていると……不意にオリバーが足を止めた。

　そしてあろうことか、オリバーはやれやれとエリノアをその場に放り出したのだ。ぽいっと廊下の真ん中に転がされて、エリノアの無言の怒りはいっそう高まっていく。

　オリバーは自分の首を押さえコキコキと鳴らしながら言う。






「はーやれやれ。お前、抱き心地以前に担ぎ心地が悪いな。この間やった飴はちゃんと食ったのか？　もうちょっと太ってこいよ。もっと柔らかいほうが好きだぞ俺は」

「…………（殺）」

「なんだその恨みがましい涙目は……笑わせるつもりか？」






　からからと笑うオリバーをエリノアが横目で睨んでいる。






「…………騎士オリバー……笑死ってあると思いますか？」

「はははは」






　あったら幸せかもしれんなと笑うオリバーに、殺気を放つエリノア。






　さて、そんな二人がいるここは、王宮内のブレアの住いの前だった。

　あまりに唐突な出来事に、いったい自分がどこに連れて行かれるのかと怯えたが。なんだ、ここだったのかとほっと安堵したエリノアである。






　だが、オリバーの意味不明な行動には怪訝さが募る。

　彼が連れてきたかったのがここであるというならば、何も荷物のように高速で運搬してくれずとも、エリノアは自分の足で帰ってくるというものだ。

　いったいなんなんだ、これは新手の嫌がらせか。

　まあそうであってもなんら不思議ではない。彼らブレア大好き筋肉っ子たちには、今までにもエリノアは散々嫌がらせのような面倒な仕事を押し付けられてきた。時々優しいこともあった気がするが、なんだろうか、また気が変わったか。

　怪しむようにエリノアがオリバーを見ていると、不意に男が、おい、とエリノアを指差す。






「お前……できるだけここを離れるな。勤務時間中はずっといろ」

「え？　でも……私、王女様にお呼びいただいていたりして……王太子殿下がお忙しい間お相手したくてですね……？」






　オリバーの爆走中の話がまったく聞こえていなかったエリノアは、何ゆえ？　と首をかしげる。

　するとオリバーのほうも、王女と聞いて渋い顔をした。






「……ハリエット王女か……」






　王太子やブレアにも大切にされている彼女に望まれれば、拒む手立てはエリノアにも、オリバーにもない。騎士はため息をつく。






　第二王子の立場を第一に考えるこの男は、ブレアがエリノアに入れこむのには本当は反対だ。彼のパートナーには、もっと力のある、非の打ち所のない家柄の娘が相応しいと思っている。そうでなければ、側室妃やクラウスのような輩につけ入る隙を作ると思っているのだ。






　……が。






　その王子が、忙しい職務の隙間に寝食をおいて、この娘の顔をわざわざ見に戻ったことを考えると……。

　彼としても……できることならば、ブレアに娘の顔を見せてやりたかった。






　──実は……エリノアを担ぎ王宮を走っていたオリバーの足は、はじめはブレアがいる宮廷方面に向かっていたのだ。

　しかし。

　彼はそれを途中で断念した。

　何故ならば、このような有事に――宮廷のものたちが消えた聖剣を追って、しかし成果が得られずにピリピリと殺気立っている現状。執務室にのこのこと娘を連れて行けば、このような時に女を連れこむなど何事か、と……下世話な想像を勝手にして騒ぎ立てる輩が必ずいるからだ。

　そういう話は不思議とクラウスのような政敵陣営にすぐに伝わってしまう。






　──いろいろと思い巡らせ悩んだ結果、結局彼はエリノアをこの場所に連れ帰るに至る。






　やはり今、ブレアの仕事場に娘を連れて行くのはまずい。

　けれども、あれだけ働き詰めのブレアが、一時己の住いに戻るのならば誰も咎めることはない。

　そこで彼がわずかな時間を彼の侍女と過ごそうが、誰も文句を言えないはずだった。――いや、文句を言うやつがいたら、誰であろうとも今度こそ仲間全員引き連れて、ぶっ飛ばしに行こうと、思うオリバーであった。






　──……のだが。






　オリバーはモシャモシャと己の焦げ茶の短髪をかく。

　そうは言ってもだ、当の二人が行き違ってしまっていては元も子もない。






「……あー……まったく……タイミングよく居てくれよお互いにさぁ！」

「？　な、なんですか？」






　突然呻きだした熊男にエリノアが身構える。






「……」






　住いの奥の静まりようを見て、どうやらブレアが居ないらしいと察したオリバーは、思い切りため息を吐く。






（まあそうだよな……さっき戻って来て、それでまたすぐに戻るなんてこと……あの仕事の虫みたいなお方がするわけないよな！）






　……とは思いつつも……。

　横目で下を見ると、怪訝そうな顔で己を見上げているエリノアの姿。その顔を見ていると……なんだか無性に腹が立ってきた。






　そしてオリバーは……






　唐突に──……

　エリノアの両頰をむぎゅっといきなりつまみあげた。

　途端、エリノアがぎょっと目を剥く。






「な、何ぃっ!?」

「……なんでこんなに伸びるんだ？　必要なところには肉がないのになぁ……」

「！　もっ、もぎゃぁああああっっ！」






　目を三角にして怒り狂うエリノア。届きもしないのに、両手を振り回して、オリバーに軽くあしらわれている。

　その珍獣具合を見ていると、胸のうちの腹立たしさが笑いの虫にでも食い尽くされて消えていくような気がした。






「…………（こいつ相手に怒るのってなんか難しいな……）」






　ま、仕方ないか、とオリバーはエリノアの頰からパッと手を離してしんみりした顔をした。






「……ま、うまくいかないならそれはそれで仕方ないか……そういうものはタイミングだし……もともと無理のある取り合わせだしな……」

「え？　何……？　私と……肉が……？」※エリノア、自分の腹を押さえて目を瞠る。

「あの（ブレア様の恋愛）スキルなんとか底上げできねぇかな……はー……」

「……ス……？」






　自分の頰から手を離したと思ったら、この人は何故いきなり残念そうなんだろうと、エリノアがやや不気味そうな顔でオリバーを見上げている。






「はー……とにかく、ハリエット王女がお召にならない時は、できるだけここに居ろよ!?　いいな!?」

「……いや居ますけど……」






　……結局、自分が何故この騎士によってここに強制送還されてきたのかがさっぱり分からなかったエリノアであった。












「…………」






　そんないがみ合う二人を見て、憮然としている白い小鳥が窓の外に一匹。






　──ヴォルフガングである。






「……あの二人は……いったいなんなんだ？」






　男はエリノアにやけに馴れ馴れしいが、頭でもつついてきたほうが良いのだろうか。






「……いや、それはあまりに過保護な気がする……過剰な保護はかえって陛下のご機嫌を損ねるしな……」






　昨朝の膝枕＆腹まさぐり事件を思い出したヴォルフガングは一瞬ブルッと身震いする。

　もう少し様子を見るか……と、小鳥は小まるい身体に見合わぬ鋭い視線をエリノアとオリバーに向けるのだった……。

















16　続・エリノアと門番たちの攻防












　ブレアの住まいにエリノアが戻ると、一瞬何故か生暖かい空気が漂う。

　先輩たちの微妙そうな顔、やれやれという表情とため息。






「？　ただ今、戻りました……？」






　明らかに様子のおかしい先輩たちを不思議に思ったエリノアだったが……。









「え!?」






　それを聞いて、目を見開いた。






「……ブレア様……私がいない間にお戻りだったんですか!?」






　表情豊かな娘の顔が、がーんと分かりやすくショックを受けている。……が、娘はすぐに先輩侍女たちのぬる～い視線に気がついて。ハッとして、赤い顔で取り繕うように視線を斜め上の天井にサッと向ける。






「そ、そうなんですかぁ……ど、どうせならわたくしめもご挨拶したかったですのにー……」






　あ、あはは、と空回りそうな笑いを漏らしながらも……エリノアは、心の中ではとてもがっかりしていた。









「はー……」






　ため息をつきながら、パタンと木戸を閉じる。

　侍女たちの居所で着替えをすませたエリノアは、一瞬、その場で重く沈黙してから――家路に向かって足を踏み出した。






　――結局。あのあとブレアがもう一度住まいに戻ってくることはなかった。

　薔薇色とだいだい色の夕焼け空が、次第に群青色に変わリゆく中を、エリノアは裏門を目指し、とぼとぼと歩いた。






「まあ……お忙しいのだから仕方ないわよね……だいたい、それも私のせいだし……」






　ブレアが突然忙しくなったのは、もちろん聖剣が大樹から消えたせいで。

　だとしたら、それはやっぱりエリノアのせいということである。






「……」






　周囲を見れば、普段とは違い、どこか緊張した同僚たちの顔。

　言葉少なに身を潜めるような、ハラハラと成り行きを見守るような彼らの姿には罪悪感しかない。

　皆、聖剣が消えたことを不安に思い、王国の未来にも懸念を抱いている。

　エリノアはため息混じりに斜めに傾く。

　こんな時に、その当事者が、王子に会えなかったからどうだとか、のんきに考えている場合だろうか。

　そう思うと、なんだか悲しくなって。エリノアは鼻をすする。――すすりながら――……でも後悔はすまいとエリノアは黄昏時の空を見た。

　主人であるブレアのことも大切だが、家族のことも大切なのだ。その為に姉として下した決断を、今更悔いたりはしたくない。世間から見ればエリノアは〝悪〟かもしれないが、他には道を選びようがなかった。

　どう足掻こうとも、今現在自宅で聖剣がエリノアの帰りを待っている事実は変わらない。

　もう後戻りはできないのだ。決めたからには、やるしかない。






　そう決意するものの――哀愁を漂わせる空の色のせいか、侘しくて、心細くて。






　――ああ、会いたいなぁと、しみじみと心の中にその姿が思い浮かんだ。






　つい肩を落としてとぼとぼ歩いていると……そこに、ひらりと何かが舞い降りた。






「――おい」






　ふわりと耳に当たった柔らかいものに気がついて目をやると、そこに白くてふわふわもこもこしたものが、一羽。






「――とり……？」

「何肩を落としている」






　つっけんどんな言葉に、ああ、と察する。……もちろん小鳥が言葉を喋っているだけですでに異常だが、もうエリノアはその程度のことには驚かなくなっていた。






「ヴォルフガングか……」






　さすがにもう分かった。獣人→うさぎ→犬→人間……ときて……。






「今度は小鳥ですか……」






　やっぱりこの人どこかメルヘンの国の人だなぁ……と思っていると、小鳥はむすっと膨らむ。






「仕方あるまい。王宮侵入に相応しい姿を検討した結果だ」






　生真面目な小鳥の顔に、エリノアが思わず笑う。

　まあ、確かに犬やウサギでは野良としてつまみ出されるだろうし、人というわけにもいかない。

　今にもピヨピヨ言いそうな顔で、渋い声を出す小鳥がなんだかおもしろ可愛くて……。

　少しだけ心細さが紛れたような気がした。……と、小鳥ガングはイガイガした顔をこちらに向ける。






「おい……ニヤニヤしてこっちを見るな！　……暗くなる前に帰るぞ」

「うん……よーし……じゃあ元気に帰りますか……！」






　少しだけ前向きな気持ちになったエリノアは、肩にヴォルフガングを乗せたまま気合を入れ直した。そしてそのままの気合の全速力（遅い）で、一気に裏門めがけて駆け出した。

　そして一瞬、いいんだ、きっと明日には会える！　これからの働きで償うんだ！　……と、ぐっと目を閉じた瞬間に――






「！　お、おい馬鹿止ま――」






　少々慌てたようなヴォルフガングの声が聞こえて……






　次の瞬間、






　エリノアは、ビヨンと首根っこをつかまれていた。※本日二度目。






「ぐっ……!?」

「……おいこら待てエリノア」

「!?　あれっ!?」






　いつも通り駆け抜けようとした裏門。気がつくとエリノアは、今朝と同じく、再び首の後ろをつかまれ、門番たちに取り囲まれていた。大柄な門番たち四人にジト目で見下ろされてうろたえる。






「お、ぉおおお!?　お疲れ様です……？」






　どうやら――目をつむった瞬間に、彼らが手荷物検査をしているところに突っこんでいたらしい。エリノアは、空や下ばかりを見ていたし、今は他に検査を受けている者もいないしで、裏門で検問が強化されていたことをうっかりすっぱり忘れていた……。






　門番はジロリとエリノアを見る。






「お前……何、検問を強行突破しようとしてやがる……手荷物検査を受けない気か!?」

「ち、違いますよ、あの、元気よく家に帰ろうと思ってですね……」

「さては……また何か壊して荷物に隠しているな……？」

「…………え、あぇ!?」






　はなから聖剣については疑われてはいないが、別の件で再び疑いをかけられている模様。

　エリノアはそのまま門の端に置かれた簡素なテーブルの前に降ろされて、さあ荷物の中を見せろと言われ、おずおずとカバンを差し出した。

　どうして自分はこう、門番に毎回捕まるんだろう。そう思いつつ見ていると……

「どうせ今日も割れた皿とかだろー」「いっちょ今日のまぬけの証拠でも拝ませてもらうかー」……と、何やら盛り上がり出した門番たち。お前はどんだけそそっかしいと思われているんだ、というヴォルフガングの視線が痛い……。






「おい……どうする、取り戻すか？　つつくか？」






　肩の上の目つきの悪い小鳥が低く囁いてくるが……エリノアはその柔らかい頭をふわふわと撫でた。






「いや……まあ別に怪しいものなんて何も入ってないし……」






　せいぜい、例の猫じゃらしでも見つけられて（まだ持ってた）小馬鹿にされるくらいだろう。

　ここを通る使用人全てが手荷物を検められるのだから仕方がない。

　苦笑しながら眺めていると、門番の一人が面白くなさそうに、おい、壊れ物が何も入ってないぞ!?　どうしてだと、エリノアのカバンを持ち上げて詰め寄ってくる。門番からしてみれば、荷物検査をダッシュでスルーしようとしたエリノアは激怪しかったのだろうが……なんで入ってる前提なんだと、エリノアが呆れたようにその顔を見上げて……






　……──その時。






「あ」

「え？」






　エリノアと睨み合っていた若い門番が、突然息を吞みこんだ。

　青年が固まったことに気がついたエリノアがきょとんと瞬く。門番の青年は、エリノアの背後を見ていて……

　いったい何を見てそんなに驚いているのだろうと、振り返ろうとした、瞬間──。






「……近い」

「！」






　ごく短い一言に次いで、突然腰の後ろから引っ張られた。

　数歩を後退させられ、何かに受け止められて。

　門番から引き離されたことに驚いていると、こちらもまた驚いた顔をしている門番の手からエリノアのカバンが取り上げられるのが見えた。

　そしてその──エリノアお手製の布のカバンの行方を目で追って――それを持っている人物を見て、エリノアも、あっと叫んだ。






「っ──ブレア様!?」






　エリノアの目が木の実のようにまるくなる。

　目にした金の髪の青年は、相変わらずの無表情で。灰褐色の瞳は鋭く門番たちを見据えていたが……。

　エリノアが呼ぶと、その目は嬉しそうに微笑んだ。

















17　王子と裏門












　門番たちからどよめきが上がって。

　けれども、彼らを動揺させている張本人は、その渦中でも外野の野太いざわめきになど少しも関心がないらしい。

　相変わらず、寡黙で目で物を語るような佇まい。変わらぬ様子にエリノアの心には、驚きと共に安堵が広がる。

　しかし、会えぬはずだった人に会えたことに一瞬、喜びかけたものの……






（あれ？　なんで裏門なんかにブレア様が……）






　普段、高貴な人々は使用人が使うような裏門には近寄ることはない。

　エリノアもまさか、ブレアがわざわざ自分に会いに来たなどとは思いもしないもので……何故彼がここに現れたのかが分からなかった。

　エリノアはもしやとハッとした。職務上で何か粗相があったのか。エリノアの顔に緊張が走ると、その顔を見て、近くにいた門番たちもハッとする。お前……今からお叱りを受けるのか……？　という哀れむような視線が湿っぽくて不安を煽る。






（あれ？　私……今日何かしちゃった!?）






　焦り、己の就業態度を思い出そうとするエリノア。……とは裏腹に。






　ブレアは、じっとエリノアを見下ろしながら――ほっと、胸を撫で下ろしていた。






（……間に合った）






　ここでひたすら無言になってしまうところがブレアの悪いところであるが、とりあえず、王宮の敷地ギリギリでエリノアに追いつくことができたと、彼はとても喜んでいた。心の中にはふわふわと柔らかな色が広がったが、顔に出ていた微笑みはもう消えてしまっている。

　ブレアはまじまじとエリノアの顔を見つめる。

　一昨日から特に変わりはないようだ。今日もいつも通り視線が忙しくキョロキョロしている（ブレアのせい）。表情もコロコロ変わっている。……元気そうだ、よかった、とブレアは心の中で思って――思っている間も彼はひたすら無言であった。






　そのシンとした姿にうろたえるエリノア。

　しかし、聖剣探しに忙殺される中、とにかく顔を見たいという一念だけでここまで来たブレア。……会えた後のことなど何も考えていなかった。ただひたすら佇む王子の姿に、周囲で門番たちが何事かとざわめいている。






「……どうなさったんだブレア様は……エリノアを威圧しているのか？」

「最初にお見せになった笑顔は……幻……？」






　そこで一人が気がつく。






「……うっわ、キモっ！」






　突然ぎょっとした同僚に門番がどうしたと問うと、男はブレアの背の向こう側を指差している。

　そちらには王宮への小石の敷かれた道と、その両脇に刈りこまれた庭園の生垣などが並んでいるのだが……。






「あそこ……なんか騎士殿たちが物陰に隠れてるんだが……」






　見れば、綺麗に剪定された生垣の影に、やたらゴツい人影が複数。……どうやらオリバーの姿もある。

　彼らは皆息を潜め、じっとブレアとエリノアのことを見ている。その雰囲気の異様なことといったらなかった……。






「怖っ……何やってるんだ騎士が雁首揃えて……」

「……さあ……護衛……？」

「エリノア……放っておいて大丈夫か……？」

「……わ、かんねぇ」






　門番たちは、はらはらとエリノアを見守るのであった……。












「…………あの……」






　王子はじっと見下ろしてくるが……無言だ。

　普通使用人は、主の言葉を待つものだが……このままでは埒が明かない。沈黙に耐えかねたように、エリノアが意を決し、問う。






「ブレア様……あの……どうして……私のスカートの紐を持っておられるのですか……？」






　実は──それがずっと気になっていた。エリノアが着ているワンピースはウエストの後ろでリボンを結ぶタイプなのだが。ブレアは、その結び目を引いてエリノアを門番から引き離した。

　――そして、疑問なのは、それが今も王子の手に握られたままだということである……。






　エリノアが、自分が何かしでかしたのかと不安になる原因はここだ。これでは見た目、まるで自分はブレアに捕らえられた盗っ人か何かのようである。

　しかし。






「!?」






　指摘してやると、ブレアはハッとしたようだった。彼は慌ててエリノアのリボンから手を離す。顔は一気に赤くなった……が、鍛錬焼けした素肌の色に紛れ、やはりそれは分かりにくかった。






「……すまん、つい……」

「い、いえ、私は大丈夫ですが……」






　やっと解放されてほっとするエリノア。だが、結局何故自分がブレアに引っ張られたのかは分からなかった。ブレアには、特にエリノアを叱咤しようというような様子は見られない。

　ただ、少し表情が暗くなったような気がして……。






「？」

「…………」






　エリノアの不思議そうな顔に、ブレアは再び沈黙する。

　彼は、思い切り己の行動を悔やんでいた。

　ブレアとしては、ただ、エリノアが帰宅する前に一目だけでも顔を見ておきたかっただけだ。

　しかし生真面目な性質上、職務も疎かにできず……それでもなんとか作業に片をつけて戻ってみれば、エリノアはもう退出したあと。

　裏門まで来てやっとその姿を見つけるも──

　エリノアは門番の青年と顔を突き合わせていて。その近さについついムッとして、とっさに飛び出してしまったのだが……飛び出したあとで、彼はある問題に直面する。






　……すなわち。エリノアのどこに触れて門番男から引き離すかという……問題だ。

　……笑ってはいけない。

　彼は大真面目だったのだ。






　──いきなり手を握るのは──……不躾すぎる。

　──……二の腕を引くのは──あの柔らかそうなところをか!?　……無理だ。

　──では腰に手を回すのは──……もっと無理だ！






　……と、いうことで──。

　毅然とした外見からは想像もできないようなヘタレな選択を、その一秒にも満たない刹那の時間で葛藤した結果。青年が選んだのが──エリノアのウエスト後ろのリボンだったというわけだった……。






「…………」






　青年はエリノアから顔を背けると、赤くなった額を押さえて己の不甲斐なさに苦悩する。






　──なんたることだ。

　舞踏会の夜には散々手を取ったはずではないか。それ以前には抱き上げたこともあったはずとブレア。

　しかし時間を置いていざ娘と向き合ってみると、何故か気恥ずかしくてたまらなかった。






　──もしや、会いたいと思い過ぎたか。






　胸中で頭を抱えるブレア。

　会えなかったのはたった一日だ。あまりに堪え性がなさすぎるのではないか。

　しかも、とっさのこととはいえ、女人の服をつかむとは。さすがにもっと他にやりようがあったのではと悔やむ。






「………………」






　遠くでは、ブレアが無言のわけをなんとなく察したらしいオリバーたちが、生垣の影で沈痛の面持ちを浮かべている。エリノアの首の後ろにとまっている小鳥ガングは不審そうな目で王子を睨んでいた。






「あの……」






　どうしていいのか分からないエリノアが困っているのに気がついて、ブレアはため息をついて振り返る。






「いや……すまなかった」

「？　はい……」






　もう一度謝られてエリノアが不思議そうだ。

　ブレアは無礼で申し訳なかったと思っているわけだが……エリノアとしては、本日も散々騎士やら門番やらに、肩に担がれたり、つまみ上げられたりしたばかりである。粗雑に扱われることに耐性があり過ぎて、何故こんなにブレアが申し訳なさそうなのかが分からなかった。

　しかし、無表情ながら、どうやら王子がかなりしゅんとしているような気がして。エリノアはとりあえず話題を変えることにした。






「えっと──ブレア様、裏門においでなのは珍しいですね？　お忙しくなられたようですが……お身体大丈夫ですか？」






　エリノアはじっとブレアを観察する。

　ルーシー同様、その様子には、特に異変は見られない。エリノアが心配したブラッドリーの魔力に晒された影響なども感じられなかった。

　そればかりか、目立って疲労感なども見られず、やはり普段から鍛えている彼は一日二日多少忙しくてもやつれるなどということもないのだなと感心する。

　ほっとして微笑むと、ブレアもやっと安堵したような表情になる。






「大丈夫だ、お前も疲れは取れたか？」

「はい、大丈夫です」






　頷くと、ブレアも微笑んで。

　その柔らかさについ嬉しくなって、ほのぼのしていると──ツンツンと首の後ろを突かれた。――ヴォルフガングだ。






「……あ、申し訳ありませんわたくしめ、そろそろ帰りませんと……」






　名残惜しいなとも思ったが、空の色はだんだんと深い群青色に変わって行っている。……あまり遅くなると、心配した魔王とか聖剣とか女豹母とか性悪猫とかがお迎えに来そうで怖い……。

　エリノアが言うと、ブレアが真顔に戻る。






「……」






　そこでブレアはちらりと空を見て、そして、エリノアを見て、静かに言った。






「……送ろう」









　――その言葉の直後には……なんとも言えない一瞬の間があいた。






「「「……は？」」」※①エリノア、②ヴォルフガング、③門番






　王子の言葉に耳を疑うような声が重なる。幸い、小鳥ガングの声は門番たちのものに紛れた。

　ぽかんとする者たちの前で、ブレアは臆する様子も無く続ける。






「ダメか」






　その堂々たる様子に、皆黙りこんだ。ダメかって、ダメかって、ダメかって？　……と、いう戸惑いが空間を支配する。

　……ただ、生垣の向こうに隠れていた騎士連中は何やら慌ただしい様子を見せている。






「………………王子？」






　エリノアが、訝しげな顔でブレアを見上げる。※意味が分からなすぎてときめくとかそういう余裕はない模様。






「なんだ？」

「……」






　なんだじゃないですけどとエリノアは思って。でも、勇気を出して言った。






「私、歩いて帰るのですが……あれ？　城下ですよ？」






　怪訝そうな言葉に、しかしブレアは躊躇なく応える。






「分かっている。もう暗くなる、そこまででいい、ついて行こう」

「いえそこまでって……ええと……ブレア様は……王族でいらっしゃいまして……王族であらせられて……？」

「そうだが？」






　そうだが、じゃないよとエリノアは目を剥いてのけぞった。

　王子が使用人を家に送るとはこれいかに。一瞬、ブレアがあまりにも平然と言うもので、うっかり自分がおかしいのかと思いかけてしまったが、やはりおかしい。

　王子の突然の申し出を、どう受け止めていいのか分からないエリノアは。分からなさすぎておかしな真顔になってしまった。

　何故そんなことをブレアが言い出したのか以前に、そんなことはさせられないという思いが先に立つ。






「……無理です。城下は危ないです、ブレア様に何かあったらどうするんですか？」






　侍女顔で断るも、ブレアは変化のない顔で動じない。






「危ないのなら尚のことだ。それに、城下に私より強い者がそういるとも思えぬが」






　ケロリと言われて、沈黙するエリノア。

　いや、でも……魔王とかいるしな、とハッとする。






「……いえ、私は夜道にも慣れていますから。そんな……王子様をほいほい出歩かせられませんよ。何かあったらどうなさいます、突然頭上から木材とか降ってきたらどうするんですか!?」

「避ける」

「「「……」」」※①エリノア②小鳥③門番






　ああ、運動神経ものすごく良さそうだしねーと、思いながら……何故か一切引く気配のないブレアに一同沈黙。

　困ったエリノアは隣にいた門番にヒソヒソと問う。






「……どうしたらいいんですかこれ……？」

「……分からん、とにかくブレア様は何がなんでもお前を城下に送って行きたいようだ。固い意志が見える……」

「そんな……そんなことされたら、侍女頭様にあとで大目玉ですよ!?」

「当たり前だ、殺されるぞお前……ついでに言ったらそれを見逃した俺たちも多分同罪だな……」

「ひぇ!?」






　勤め人同士おののいていると、ブレアが冷静な顔で言った。






「家まで行こうとは思っておらん。それにどうせ護衛もついてくる」

「え……」






　後ろを示されて、そこでやっとブレアの後ろに隠れているオリバーたちに気がつくエリノア。

　こそこそした大所帯に気がついてぎょっとしていると、その間にブレアはエリノアのカバンを手にしたまま、キビキビとした足取りで裏門を抜けて行ってしまった。






「行くぞ」

「え!?　あ……ブレア様！　おおおおお……お待ちください！」






　エリノアは、慌てて転がるようにブレアのあとを追って行き……。

　……さらにそのあとを、少し離れて騎士たちがぞろぞろとついて行って……。






　門番たちは、呆然とその光景を見つめるのであった……。

















18　珍道中












　ゴクリ、と喉が鳴る。

　エリノアは――決意を持って、ブレアの前に立ちふさがり……渾身の力で地を蹴った。






「……っ！」

「…………」






　ダッと、王子に駆け寄って――目当てのものに手を伸ばすも──。

　それはヒョイっと、エリノアの手をかすりもせずに避けられる。ブレアの手によって。

　そのブレアが冷静な瞳でエリノアを見ながら問う。






「……エリノア・トワイン……何故飛びかかってくるのだ？」

「何故って……」






　己の全速力を軽く避けられたエリノアが、道脇でゼーゼー言いながらブレアを振り返る。

　そしてくわっと目を吊り上げた。






「ブレア様に！　私の荷物なんか持たせられないからですよ！」

「…………」

「お返しください！　お返しください！」

「……やめろ、疲れるぞ」






　再び猛然と突っこんでくるエリノア。

　ブレアはそれを見て思った。必死そうな顔で突進してくるわりに、的外れな動きの多い娘。……もしかして思った以上に運動神経が悪いのだろうか。

　……まあ、それはいいとしてだ。

　仕事帰りで疲れているだろうから荷物を持ってやりたかったわけだが……このままでは余計に疲れさせてしまうとブレアは懸念する。

　これはおそらく、頼みもしないのに背後をついてくるオリバーたちに荷を預けてもダメなのだろう。……荷物を追って、エリノアが自分の傍から離れて行ってしまっても嫌だと思い――






「私のカバンっ！」

「……仕方ないな……」






　再び赤い布を追う闘牛のようにカバンに突っこんできたエリノアを、ブレアはすっと抱きとめる。






「!?」

「……これはお前が突っこんでくるがゆえだぞ……」






　何やら、「安全の為だ」と苦悩に満ちた顔で綺麗に足をすくわれたエリノアは――。

　すぐに地面に降ろされて。――いつの間にか自分がカバンを抱えていることに気がついた。






「あれ!?」






　王子の流れるような動作で突進をいなされ、カバンまで返却されたエリノアは、棒立ちになってそれを見下ろしている。

　隣ではブレアがため息をついていて。その音を聞いたエリノアは、しまった、無礼だったかと今更にドキッとしたのだが──大丈夫、心配ない。青年はただ、柔らかい身体に触ってしまって静かに悶絶しているだけだ。






　しかし、そんなこととは思いもせず。ブレアの難解な無表情からは、彼の照れなど汲み取れなかったエリノアは、一応すみませんと頭を下げる。

　だって、忙殺されそうに忙しい王子を家路に付き合わせた挙句、荷物を持たせるなんて。エリノアの常識上あり得ない。

　荷物を取り返して少しほっとして。エリノアはやや警戒したような顔で荷物をガッチリ抱えこみ、ブレアを見ながら、なんなんだろうと考える。






（何故ブレア様はついておいでになるの？　私に何か話でもおありになる……？）






　首を傾げてブレアを見ていると、青年は静かな顔で「帰らないのか」と問うてくる。

　その言葉にそうだったと慌てて歩みを進めると、それに続いてブレアも歩く。（そして背後の騎士集団も歩く）（それをエリノアの首の後ろにとまった小鳥が、しらっとした顔で見ている。『人間は意味が分からん』by小鳥ガング）






　エリノアは少しだけブレアの後ろに下がって歩きながら、考えた。

　ブレアが自分に話があるとしたらなんの話だろうか。

　舞踏会の話か、養子に入ったタガート家の件？　それか、兄上様の婚約者ハリエット王女の件だろうか。あまり王女になれなれしくするなということか？






（うーん……分からない……まさか、ブレア様が私に好意があるとかってわけでは……）






　そんなことを想像すると、なんだか考えている自分のほうが無性に恥ずかしくなった。打ち消すように首を振る。






（い、いやいやいや……そんな馬鹿な……相手はこのブレア様よ……？　ふ、不相応すぎる……）






　ちらりと見上げるブレアの整った眉目と、雄偉な肉体から生まれる雰囲気は近寄りがたいほどに堂々としていて……いや、そんなお方相手に突進する自分も大概だなと呆れつつ……。

　では何故とエリノアはいよいよ分からなくなる。

　私は侍女で、タガート家の養女で──と、己について考えていたエリノアは――唐突にあることを思い出してハッとする。






　あれ──






　──……私………………






　──…………隠れ勇者じゃなかった――!?


















（……え？　じゃ、じゃあ、まさか……）






　エリノアはあからさまに動揺した顔で、ブレアを凝視する。






　もしや聖剣捜索中の王子は、自分が聖剣を抜いた件を思い出してしまったのではないか。

　現在、彼にかけられた忘却術の術者であるメイナードは消耗して休眠中だ。

　その影響か何かで王子は記憶を取り戻し……こうして探りを入れに来たのでは……？

　もしかしたら王子がカバンを取り上げたのも、中に何か証拠があるとでも思われていた……？






　エリノアはそこで、うっと足を止める。






（あ!?　家についてくるって……もしかして──魔王ブラッドリーのことを思い出されたから!?）






　ハッと後ろのオリバーたちを見る。

　だからあんなにぞろぞろ手勢の騎士たちがついてきているのかと思い当たり──勘違いだが──全ての辻褄つじつまがあったような気がしたエリノアは、真っ青になって──思わず道の真ん中で悲鳴をあげる。






「ひ、ひぃいいいいい!?」（首の後ろで小鳥がビクッとする）

「!?　どうした!?」






　悲鳴を聞いて振り返ったブレアが目をまるくしてエリノアを覗きこむ。驚いた彼は咄嗟にエリノアの肩をつかんでしまい──しかし……それではエリノアはすくみあがるばかりである。






「どうかしたのか!?」

「ぅ、い、え……な、なんでも……」






　心配そうなブレアに、エリノアはブルブルしながら引きつった笑みを浮かべ、ゆっくりと後退る。自然とブレアの手がエリノアの肩から離れる。






　──もし本当にそうならば……王子に、自分がそのことに気がついたと悟られてはならないと、エリノアは思った。






　しかしそんな娘の様子を見て──ブレアは思い切り動揺した。

　娘は避けるように自分から離れて行って。ビクビクと怯えるような顔で彼を見ている。






「!?　!?」






　近づこうとすると、ビクッとさらに距離を取られて。追い詰められた猫が逆ギレするような目でエリノアはキャシャーと叫ぶ。






「う、ぅうぅ……わ、わわわ私っ、ままま魔王なんか知りませんよ!?」

「ま、魔王……？」

「ぅうぅうううう……」






　何故ここで魔王などというワードが出てくるのだとブレアは首を傾げ。ガタガタしていらんことを口走りはじめたエリノアに、小鳥がやめろと首裏を激しくつつく。（キツツキ並みに。）

　当然のことながら、ブレアは意味が分からず……ただ、いきなり挙動不審に慌てだした娘を落ち着かせようと試みるのだが、エリノアはジリジリとブレアから距離をとっていて……。






（な、何故だ……!?）






　全然意味が分からなかった。（気の毒）












　……一連の出来事を見守っていた髭面の騎士が、おいと柱の陰で焦りの滲んだ声で言う。






「オリバー、何やら非常事態だぞ……!?　痴話喧嘩か!?」






　踏みこむか!?　と言う髭面の騎士に、オリバーはしらっと首を振る。






「やめとけ。なんか分かんねーけど……放っておくのが一番だ。いちいち痴話喧嘩にまで口出ししてたらいつまでもブレア様の恋愛スキルが上がんねー……俺たちは護衛だけしておけばいいんだよ」

「そ、そうか……？」






　しかし、あーやれやれというオリバーに、隣の騎士はいまだに納得がいかないという顔をしている。






「何故だ……我らが殿下が、御自ら健気にもわざわざ裏門まで追いかけて来て……そのうえ家にまで送りたいなどと過分なご好意をこうも示しているというのに……！　その好意に気がついて恥じらうとか喜ぶとか……もっと何かあるだろう!?　こう……甘い展開とかいうやつが！」






　その言葉に、オリバーはため息をつく。






「……現実的な性格なんだろうよ。……普通、王族が自分に言い寄って来るなんて夢物語、ありえないだろ……」

「な、なんということだ……せっかくの殿下の尊い恋が……」






　悔しそうにボロボロ泣きながら地面を殴る髭面騎士の暑苦しさに、やや呆れながらオリバーはまあ、と続ける。






「……実際問題、ブレア様の愛情表現も分かりにくすぎるだろ……もうちょっとあの鉄仮面なんとかしねぇと……」

「それは……………………そうだな……」

















19　安全第一、エリノア。












　──ブレアが聖剣とブラッドリーのことを思い出したのではないか。






　そう疑念を持った時、もちろん、エリノアはブレアを家に連れて行けないと思った。

　──いや、半信半疑なわけだ。

　あの見た目に反して頼もしい老将が、いくら消耗したからといって、そう簡単に魔術というものは解かれるものなのかと。

　しかし、エリノアは魔術については素人で。疑いを持ったまま、ブレアを自宅の傍まで連れて行くなんて気にはとてもなれなくて……。






　そこでエリノアは、安全第一で、回避策を取ることにした。

　つまり、ブラッドリーや聖剣がいる自宅には直接帰らずに、別の安全な場所に立ち寄って、そこでブレアと別れるのだ。






　そう考えた時……最初に思い浮かんだのはリードの顔だった。

　頼もしい幼馴染の顔を思い出し……だが、それはすぐに思い直した。

　今回ばかりは彼に頼ることができない。

　思いがけない想いを打ち明けられた昨日の今日だ。

　こんな緊急事態の混乱した頭で、しかもブレアを連れてなど。今迂闊にモンターク商店に行けば、なんらかの墓穴を盛大に掘る気がした。






（……と、なると……やはり……あそこしかないか……）






　額に浮かぶ冷や汗をぬぐいながら、エリノアはその家を思い浮かべる。

　そこはできることなら不用意には近寄りたくない場所だ。しかし、今、エリノアが自然に立ち寄れる場所は他にあてがなかった。

　それにその家がある区画はとても警備が行き届いていて、どんな輩がいるかも分からない城下町とは違い、一国の王子たるブレアを連れて行っても危険が少ないと思えた。

　エリノアとしては、我が身も大事だが、ブレアのことを危険に晒すのはもってのほかである。






（……よし）






　エリノアは決心すると、自分の肩にとまっている小鳥にこっそりと、家へ遅くなる旨だけを伝えてくれるように頼みこむ。

　連絡もなしに帰宅が遅くなれば、今度は別の危機が向こうからやってくる。魔王という名の危機が。……それはとても怖い。

　頼まれた小鳥はどうにも不満そうだったが、エリノアが急かすと不承不承飛び立って行った。

　それを見送って……エリノアは、意を決し、ブレアの背中に声をかけた。






「あ、あの、ブレア様──」












　──そうしてたどり着いた閑静な街並みの中、ある屋敷の前でエリノアはブレアに頭を下げた。






「……もうここで結構です、ありがとうございましたブレア様」






　娘に丁寧に頭を下げられたブレアは、傍に立つ屋敷を見上げる。

　風格のある石造りの館は彼にも覚えのある場所だった。






　──ルクスオアーゼ侯爵邸。つまり、タガート将軍やルーシーたち一家の住まいである。






「義姉に会うために今日はタガート家に帰る」と言う娘についてここまで来たブレアは、やや寂しそうな顔をしてエリノアの言葉に頷いた。

　――結局、ここに来るまで、二人はほとんどまともに話ができていない。

　エリノアはずっと張り詰めた顔で黙りこくっていたし、話しかけようものなら跳び上がって逃げていきそうな娘の顔にはブレアも戸惑って……。

　その結果、普段から重いブレアの口がさらに重くなり、ジリジリと後ろをついてくる騎士たちの気を大いに揉ませることとなった。

　二人は重苦しい空気を伴ったまま歩き続け、やっとエリノアの声が聞けたかと思えば……それが別れの言葉なのだからブレアが落胆したのも無理はなかった。

　彼にはエリノアが急にうろたえはじめた理由も分からず、それも不可解で、心をざわめかせていた。






　そんなブレアの胸の内などは露知らず。

　エリノアはこわばった顔で、おずおずとブレアを見上げる。






「その……お忙しいのにお付き合いいただき申し訳ありません。あの、屋敷にお寄りになりますか？」






　そう言ってタガート家の玄関扉のわきに立ったエリノアに、ブレアはいやとため息をつく。






「せっかくだがやめておこう……今はタガートも宮廷に詰めていて不在のはずだ。家長もおらぬところに私が急に訪問しては迷惑だろう。……ここで失礼する」






　そうですかと応える娘に、ブレアは黙りこんでその顔を見た。






（……う……）






　物言いたげで静かな瞳にエリノアがたじろぐ。再びエリノアの緊張がじわりじわりと高まって、二人の間の空気が張りつめていく。






「……エリノア・トワイン……少しだけいいか……？」

「は、はい……」






　ドキッとして頷いて。返事をしたものの――……その声に、エリノアが一瞬不思議そうな顔をする。

　王子の声のトーンはいつもと変わらない。だが、それがどこか寂しげに聞こえて。

　見下ろしてくる表情の乏しい顔も、何故だかしゅんと気落ちしているような気がした。






（あれ？　どうなさったのだろう……）






　秘密を暴かれるのではと怯えてばかりいたエリノアの心の中に、ふと青年を心配する気持ちが芽生える。

　ブレアの悲しそうな顔が、自分のせいのような気がして。戸惑いながら見ていると、逡巡する様子を見せていたブレアが、やはりどこか沈んだ顔で口を開く。






「……このまま帰っては何も手につかなくなりそうだから聞いておく。……先ほどは、何故叫んだのだ？」

「……そ、れは……」






　エリノアがギクリと身をこわばらせ、ブレアは真っ直ぐにその顔を見ていた。






「お前の行動の意味が知りたい。……私は何か礼に欠いたことをしただろうか」






　最後の言葉にエリノアが、え？　と、顔を上げる。






「……れい？」






　てっきり、聖剣の件で詰問されるのだと思っていたエリノア。……が、何やら違う趣旨の話が出てきて、一瞬話が見えなくなった。






「あれ？　……その、ブレア様が？　私に……ですか？」






　首を傾けて問い返すと、低い声がああと応える。






「……あれ？」






　なんか思ってたのと違う……とエリノア。

　しかしブレアは真剣な顔でエリノアの言葉を待っている。






「ええと、ブレア様は別に何も……」






　戸惑いながらもそう返すと、一瞬ブレアがほっとしたような顔を見せる。その顔に、エリノアもほっと気が緩み……かけたが。次のブレアの冷静な言葉で、再び窮地に立たされる。






「では何故叫んだ」

「うっ……」

「魔王とは？　何故そのようなことを？」

「えっ!?　…………ぇ、えー……と……私、そんなこと、言いましたっけ？」（※本当に覚えていない）






　分かりやすく動揺するエリノア。

　白々しく目を逸らす娘に、本当に、面白いくらい感情が顔に出るな、と思いながら。ブレアはじっとエリノアを見る。






「あ、あれはその、ブレア様に城下にお付き合いいただくなんて……後から侍女頭様にげんこつ喰らうなぁ、とか怖くて……あ！　魔王って、侍女頭様のことだったかもしれません！」

「……」






　泳ぎまくる目、真っ赤な額から噴き出す汗。

　──はっきりいってバレバレの嘘である。

　ブレアは思わず沈黙する。

　もし、これが配下や政敵相手などであったとしたら、きつく追求するところだ。王族の問いに対して事実を偽ることは重大な罪。事と次第によっては、相手を罰することもある。






　……が、娘の顔を見ていても、そんな気はカケラも起きなかった。

　相変わらず、うろたえさせると面白いくらいに挙動不審で、少しも怒る気が湧かない。もちろんそこには彼の別の感情が大いに関係しているのだろうが……。

　ブレアはため息をつきながら思わずつぶやいた。






「……困ったものだ、もしお前に悪事を働かれたら、私はお前を真っ当に裁けるか自信がない……」

「え!?　な、何もしてませんよ!?」






　悪事と言われてエリノアが後ろに跳び退る。……やはり挙動不審だが……それも面白く、可愛い。






「……」






　ブレアはもやっとした。少しだけ悔しかった。エリノアと自分、すでになんらかの勝負で自分の負けが決まっているような気がして。

　ブレアはやや諦めたような顔つきで腕を組み、息を吐く。






「……やはり手に入れるしか対処法がなさそうだ……」

「え？　手に……？」






　叫び、とか魔王とかいう話題から急に話がとんで……意味がつかめなかったエリノアが、何を？　と怪訝そうな顔をしている。






「……こんな時間にお買い物ですか？　もうお店は……やってないと思いますが……」

「金では手に入らん」






　不思議そうなエリノアにブレアはきっぱりと言う。

　が、彼がそれ以上エリノアに何かを問うような様子は見られなかった。






（あれ……？　ごまかせた……？）






　いや、そんなことは全然ない。ただ、心の中でブレアが折れただけだ。が、もちろんそんなことはエリノアには分からない。

　エリノアは不思議そうな顔をしてブレアを見上げていたが、ふと、視界に遠い空が映りハッとする。

　明るい太陽の光が山のなだらかな稜線の向こうに消えていくのに気がついた。それを見たエリノアは一気に焦る。

　こうしてはいられない。王子にはそろそろ王宮に帰ってもらわねば。

　あたりの暗がりの中に、彼の護衛がわんさか出歯亀っていることはもちろん分かっているが……この暗闇に乗じて何者かが王子を襲ってきたりでもしたら大事である。






「あ、あのブレア様、そろそろ王宮に――」






　お戻りくださいと、エリノアが言いかけた、その時だった。

　バンッと激しい音がして。






「!?」






　今まさに王子の身の安全について考えていたエリノアは、突然の衝撃音に、思わずブレアの前に飛び出した。






「襲撃だ!?」






　気の立った猫のような顔で身を翻した娘が、己を庇うように跳んできて……そのさまにブレアが目を瞬いている。しかし彼は落ち着き払ったまま。

　音はごく間近で聞こえたが、見るまでもなく、それが単に扉を開いた音に過ぎないことは分かっていた。……それよりも、娘の必死の形相のほうによほど驚いた。






　――と、そこへ声が叩きつけられる。






「何をしているの!?」

「う……っ」

「？」






　甲高い声にエリノアが首をすくめ、ブレアが眉をひそめる。

　――見れば、タガート家の屋敷の扉が開け放たれていて、そこから誰かがつかつかと二人に近づいて来る。






「何故お前がここにいるの！」






　その――誰かによく似た赤毛の夫人は……ブレアには目もくれず、エリノアの前に立ち、まるで宿敵を見るような目で娘を睨んでいる。が……その顔を見たエリノアは、気が抜けたように緊張していた肩から力を抜いた。






「なんだ……奥方様でしたか……」






　びっくりした……と、息をつくエリノアに、夫人は目を吊り上げる。

















20　出刃亀隊、将軍夫人を賞賛す。












「なんだとはなんなの……！　お前……よくもまあその顔を私に見せに来られたものね！　私が許すまでは家に来るなと言っておいたはずよエリノア！」

「……申し訳ありません……」






　夫人のしょっぱなから全開な戦闘態勢に……エリノアが渋い顔をして身をただす。






　この、エリノアを〝お前〟呼ばわりするご婦人は、タガート家の女主人。

　タガート将軍の夫人であり、ルーシーの母であるその人だった。

　そして……つまり、エリノアができるだけこの屋敷に近づきたくないと思っていた原因でもある。






　昔からエリノアとこの夫人は折り合いが悪く、エリノアもできるだけ顔を合わせないようにして過ごしてきた。普段ならば、こうしてエリノアがタガートの屋敷に顔を見せても、夫人には無視される程度なのだが……。

　どうやら今回は、エリノアの養子入りと、舞踏会の件で、夫人はいたくご立腹のようだった。

　彼女は般若の顔でエリノアに詰め寄る。






「旦那様とルーシーを懐柔して当家に養子に入ったのに……まだ何か要求するつもりなの!?　なんて厚かましい……！」

「いえ、そんな……」






　いつもなら、エリノアもこういう時は怯むようなことはないのだが。……しかし、今回ばかりはそうもいかない。

　なにせ、そこに……ブレアがいる。

　エリノアは、失敗したなと思いながら夫人の前に進み出た。

　まさか夫人自ら外までお出ましになるとは思っていなかった。屋敷の中に入れてさえもらえれば、ブレアともここで別れることができたのだが……。

　奔放で通っているルーシーとのじゃれあいならまだしも、王子の前で夫人の面目を潰すような真似はしたくない。それはタガート家の体面に関わる問題だ。

　エリノアは夫人に向かって頭を下げる。






「その節は……本当に厚かましい真似をしまして……あの、奥方様お怒りとは存じますが、お叱りは屋敷の中で伺いたく……」






　だが夫人は取り合わず顔をしかめている。






「なんですって？　家に入れろ？　顔も見たくないほどなのに入れるわけがないでしょう！　しおらしくして見せたってダメよ！　気味が悪いからやめてちょうだい！」

「そ、それが、あの奥方様、実はブレア様が――」






　いるんです、と言いかけたエリノアの言葉を受けて、夫人は何かを思い出したようで……さらに表情を尖らせた。






「そうだったわ……ブレア様よ！　あなたのおかげでルーシーがブレア様のダンスのお相手ができなかったんだったわ……」

「ぅ……」

「なんてことをしてくれたの……王妃様は相性がよければルーシーをブレア様の婚約者に決めると仰せだったのに……せっかく私の娘が王家に輿入れできるチャンスだったのよ！　本当にあなたたち姉弟は昔から疫病神ね！」

「す、すみません……」






　いや、それはそもそもルーシーに懇願されたのがきっかけなのだが……ヒートアップする一方の夫人への口ごたえは状況を悪化させるだけだなとエリノア。

　しかし、ここで負けてはならない。いつまでもブレアの前で騒がせるわけにはいかないのだ。夫人は好きではないが、ルーシーやタガートのことは大事だった。

　エリノアはピクピクと引きつりながら、夫人の背を屋敷のほうへ押す。






「そーれもこれも！　全部中でお聞きしますから！　さ！　お早く中へ！」

「何を……家には入れないって言っているでしょう!?」






　グイグイと屋敷のほうへ押すエリノアにカチンと来たらしい夫人が怒声をあげる。

「離しなさい！」と、その手が勢いよくエリノアを払いのけ――次の瞬間、その手が大きく振り上げられていた。






　──と。






「失礼……侯爵夫人」






　低い声が場に響き、二人の間にブレアが割って入った。

　それは夫人の平手打ちが振り下ろされた瞬間のこと。エリノアは青ざめて、息を吞む。






　が……そこは運動神経のいいルーシーの母。

　夫人は青年に当たる直前で、己の手をピタリと止めて。ジロリと眉をひそめる。






「……誰？」






　彼女の止まった手にエリノアが、はぁああああ……と、盛大に安堵の息を吐きながらその場にヘナヘナと崩れ落ちた。タガートの夫人が王子をひっぱたいた……なんてことになっていたら、きっと出歯亀隊（オリバーたち）が黙っていなかった。本当に本当に大事になってしまうところだった。






　エリノアの安堵をよそに、夫人は突然踏み入って来た青年に不快そうだ。その顔にエリノアが「奥方様、顔！」と怒っている。

　しかしブレアは一向に気にした様子を見せず、腰を抜かしたエリノアを支え、そっと地面から立ち上がらせた。






「……大丈夫か？」

「わ、私はなんとも……も、申し訳ありません！　わたくしめが代わってお詫びいたします！」






　たった今立ち上がらせてもらったにも関わらず、エリノアは今にも土下座しそうな勢いだ。

　そんなエリノアの様子に夫人は不審そうな目を向けている。






「いったい何……ブラッドリーではなかったの……？」






　どうやら夫人は、エリノアと共に来た彼を弟だと思いこんでいたようだ。

　辺りはうす暗く、夫人からはブレアの容姿もあまりはっきりとは見えていなかったらしい。

　家屋から漏れるわずかな明かりを頼りに夫人はジロジロとブレアの顔を見ている。






「誰なのこの男は……あ、ら……？　どこかで見た顔のような……」

「お、奥方様！　ブレア様です！　ブレア様!!」

「ブ……？」






　エリノアの悲鳴のような声に夫人が息を吞み、まさかと言いたげに目をまるくした。

　そしてその目に映る毅然とした立ち姿の青年が、確かにこの国の第二王子ブレアだと分かると――。

　彼女は驚愕し、慌てて数歩後退してからブレアに向かって頭を下げた。






「こ、これは殿下……おいでとは存じませんでした……ご挨拶もせず申し訳ありません、醜態を……」






　突然のことに動揺して裏返りそうな夫人の声に、ブレアはいやと返す。






「突然すまない。ご息女の件も申し訳なかった。すべては至らぬ私に問題がある。許してほしい」

「い、いえそんな……」






　頭を下げる王子に夫人はしどろもどろである。

　当の本人の前で、己の娘が妃になれなかっただのと打算的な発言をしてしまった夫人はバツが悪くて仕方がない。






「あの……しかし何故殿下がこの者と一緒に……？　家長は今、宮廷に出ておりますが……」






　普通王族が臣下の住まいを訪れる時は、先触れもなく現れたりすることはまずない。

　そもそも、このような時刻に王子が侍女と二人きり（？）で城下にいるということが不思議で。けれども立場的に王子を怪しむような顔ができない夫人は、怪訝そうな顔をエリノアに向ける。そして向けられたエリノアも、そんなのこっちが知りたいくらいだと心の底から思った。

　だが、しかし、夫人の問いに、ブレアはいたって簡潔な言葉で返す。






「いや、話をしたかった。……それだけだ」

「「??」」






　その端的な――端的すぎる言葉には……夫人ばかりでなくエリノアまでもが意味がつかめないという顔をした。だがそんなことには御構いなしで、それでとブレア。






「ルーシー嬢はご在宅か？」

「え？　いえ……今は従者と外出中ですが……」






　夫人が戸惑ったように答えると、ブレアは「そうか」と頷いて――……そのまま傍でハラハラした顔をしていたエリノアの手を握る。






「え？」

「ん？」






　繋がれた手にエリノアと夫人がきょとんと目を落とす。と、その間にブレアはエリノアの手を引き、彼女を自分のほうへ引き寄せた。

　タガート夫人は唖然とした。……状況が吞みこめないエリノアが、なんとも微妙な表情でブレアに抱きとめられている様子を見ながら――……ぽかんと口を開ける。

　そんな夫人をブレアは一瞥すると、少しだけ冷えた眼差しで言った。






「侯爵夫人この者は私の侍女です。……今後は疫病神などと呼ぶのはやめるように」

「え……？　は、はい……っ、申し訳ございませんでした……！」






　口調は静かだが、それははっきりとした命令だった。夫人はその密やかだが刺すような圧に驚いて、慌てて頭を下げている。






「では失礼する。――行くぞ」






　促されたエリノアはハッとしてブレアを見上げる。






「え……あ、の……私はタガートのお屋敷へ……」






　ブレアの傍を離れて夫人のほうへ行こうとするも……ブレアの手はしっかりとエリノアの手を握りしめていて。男の身体から漂う当たり前感にエリノアが困惑している。毅然としすぎな王子の横顔を見ていると、まるで慌てている自分のほうがおかしいような錯覚にとらわれて……エリノアは、ブレアと夫人との間で視線を彷徨わせている。






「あ、あれ？」

「聞いただろう、義姉殿は不在だ。やはり自宅まで送ろう」

「え……でも、奥方様が……」

「で、殿下!?」






　エリノアの手を引いて屋敷前を離れていくブレアに、タガート夫人が慌てた様子で彼を呼ぶ。が……ブレアが振り返ることはなかった。

　引き離されていくエリノアと夫人の間で、無言の会話が成立する。






　――これ……なんなんですか？

　――分かるわけ……ないわよ！

　――……で、ですよね……！






　やはり何かがおかしい気がするエリノア。






「すっかり日が落ちたな……足元に気をつけろ。自宅はこちらの方角だったな」

「……はい？　あれ!?　じ、自宅？　ブレア様？　あの、も、もう夜に……ちゃんと王宮に夜間の外出を知らせて頂いてますか!?　あと手……手が……」

「気にするな」






　うろたえた言葉に、平然と返され目を瞠るエリノア。

　気にするなと言われても、大きな手に握られた己の手が恥ずかしくてたまらない。

　しかしエリノアもまさかと、思いもしないわけだ。

　こんなに平然とした顔の下で、ブレアが実は……夫人の「疫病神」発言に静かに怒っているのだとは。しかもどうやらブレアのほうでは、その怒りが羞恥を凌駕している。あんなに触れた触れないで慌てていた男が、今はエリノアの手をしっかりと握りしめ離す気配すらない。

　エリノアは動揺した。耳元まで鳴り響く己の動悸がうるさくてたまらない。






（こ、これは……何!?）












　――そんな二人の様を見て喜んだのが、背後に潜む出歯亀騎士たちである。






「お！　おおおお！　手が……手が！　つなげたようだぞ！」

「し、進展だ！　進展があった！」






　ナイスだ、侯爵夫人！　……と、何故かタガート夫人が賞賛を受け、騎士たちは今にも凱歌でも歌い出しそうに浮かれまくっている。

　それを……オリバーが一人、「……ガキの付き合いじゃねえんだから……」と、げんなりしている。









　――ブレアの足は颯爽と城下町を目指している。






　エリノア、危機脱せず。

















21　騎士たちのお花畑思考












　チーン……と……






　なにやらまぬけな音が聞こえた気がした。






（う、うぅ……）






　せっかくあがいたものの……

　結局こうして共に自宅を目指すことになってしまったエリノア。

　ブレアは当初、『家までは行く気はない』と言っていたのに、下手に寄り道をしてしまったおかげですっかり日が暮れて。彼は、夜道は危険だから家まで送ると言って譲らない。

　しかもそんなブレアと自分の手はいまだに繋がれたままで……。

　己の手を握り、城下町の石畳を颯爽と歩く後ろ姿に……果てしない疑問と、止めどない焦りが浮かぶのだった……。






　エリノアは思った。果たしてブレアの言葉を額面どおりに受け取っていいものか。それが判断つかないから恐ろしかった。

　二人の足は魔王と愉快な仲間たちの住処に、どんどん、どんどん近づいて行く。

　己の回避策が見事に潰れたあたりから焦りばかりが先走って、状況についていけていないエリノアは、げっそりと前を行く青年を見た。

　街明かりを横顔に受けながら、城下町を闊歩する王子。

　彼の考えていることがさっぱり分からなくて、エリノアはどうしたらいいんだと心の中で呻く。






（あぁぁ……ブレア様……ブレア様……記憶を取り戻されたんですか!?　私はお縄に……!?　それとも違うんですか!?）






　どっちなの!?　――と悩みながらも……諦めるなとエリノアは自身に言い聞かせる。

　万が一、彼が本当に記憶を取り戻し、ブラッドリーの敵になるのなら、自分も彼の敵となる。そんなことは絶対に嫌で……だからこそ下手なことはできなかった。

　回避ができないなら――きっちりと状況を見極めて慎重に動かなければ。

　とにもかくにも、彼の真意を知ることが第一で。

　エリノアは、きっと今日の彼の言動のどこかにそのヒントがあるはずだと思った。

　そして必死で、裏門で会ってからの彼の様子を思い起こしていると――……。

　ふっと、ブレアのある言葉が脳裏に甦った。






『疫病神などと呼ぶのはやめるように』






「──……」






　――その言葉を思い出した瞬間。

　思いがけず、混乱していたエリノアの頭がすっ……と、落ち着きを取り戻した。それにはエリノア自身も戸惑いを感じた。

　……夫人に『疫病神』なんて言われるのはいつものことだった。なんならもっとひどいことだって言われたことがある。

　悔しくて、ついついくってかかってしまったことも何度もあった。

　けれども、エリノアが少し大人になってからは、夫人の立場からものを見れば、彼女がそう思うのも仕方がないのかもしれないと諦めの気持ちもあった。

　元側近とはいえ、親戚たちにすら見捨てられたエリノアとブラッドリーに、タガート将軍は本当に良くしてくれて。エリノアたちに特別情もなかった夫人からすれば、何故自分の夫が他人の子にそこまでと、我慢がならなかったのかもしれない。

　そう思いあたってからは、エリノアもよほど弟のことを攻撃されない限りは、夫人の感情的な言葉はできるだけ聞き流すようにしていたのだが……。






「……」






　エリノアは、先ほどのブレアの言葉を思い出して、なんだか少し目頭に迫るものを感じた。

　自分たちが『疫病神』、そんなものではないのだと声に出して言ってくれたことが……染み入るように嬉しい。我慢していたが、自分はやはりその言葉に傷ついていたんだなとハッとさせられるものもあって。改めて自分の感情を理解することで、少しだけ心が軽くなった気がした。






　エリノアはそっと前を行くブレアの横顔を見つめる。

　乏しい表情のせいで分かりにくくても、やっぱりこの方は優しいのだなぁとしみじみ感じて。

　こんな時にと思いつつも、ついついブレアの精悍な顔に見入ってしまい――……






　……そうになったのだが。






　そこでエリノアはハッとした。






（あ、あれ……!?）






　ざわめく周囲の様子が何かおかしい。

　街明かりのもと、行き交う人々で賑わっているはずの城下町。しかしその違和感に気がついたエリノアは、周りの人々の顔つきから――すぐに原因に気がついた。






（ぎゃっ！）






　エリノアはさっと青ざめる。

　陽も落ちていることだ。まあ城下に王子がいても、街には仕事帰りの人々が大勢いるわけで。きっと目立つこともないだろう。そう……油断していたのだが……。

　それはとんでもない思い違いであった。

　残念なことに――ブレアは、街中で、すさまじく、目立っていた……。

　気がつくと、町を行き交う人々が吸い寄せられるようにブレアの姿を目で追っている。

　もちろん彼の、華やかな金の髪に彩られた見目が人目をひく……というのもあるのだが――それよりも。

　その身からにじみ出る存在感が、はっきりいって城下町には異質すぎるのだ。

　彼自身はただ前を見据えて歩いているだけだというのに……。

　その姿は、城下町という民衆で溢れかえる、雑多で気楽な空間では、何故か異様に浮いて見えた。

　品のよい身なり。鍛えられた身体つき。その無駄のない動作も王宮では目立たないが、こうして城下におりてみると、かなり人目を引いてしまう。

　何より……冷淡にも見えるほど研ぎ澄まされた眼光は――突然町に規律の権化でも降臨したかのような物々しさを醸し出している。

　……いかめしい……そしてひたすらにいかめしい……。

　わずかでも視界にブレアを捉えてしまった町民は、一瞬身をすくめるようにして立ち止まる。

　薄暗くてブレアの人相も定かではないはずなのに、まるで皆、彼が何者なのか理解しているかのような顔をした。……まあ、実際にはそんなことはないのだろうが……。

　エリノアは、そんな周囲の反応もふくめ……やっぱりブレア様はどうにもこうにも見た目で誤解されるタイプだなぁとやや消沈する。そんな主がなんだかとても不憫な気がした。






　だが、町民たちを困惑させるものはそれだけではない。

　──そう……彼らの少し離れた後ろを……一応隠れているていでぞろぞろついて来る、ガタイのいい連中だ……。






　筋肉集団は無駄に切れのいい動きで物陰に隠れ、機敏に街中を移動し……街角から顔を半分出して、ブレアとエリノアの動向を見守っている。……その異様なさまを見て、民衆に動揺するなというほうが無理というものである。






　……だってみんな騎士団の服着てるしさっ……！　と、エリノア。






　再び頭の中で、チーンと情けない音がする。






　あのブレアの存在感で、背後に騎士を従えていれば……おのずと彼が只者ではないと宣伝して歩いているようなものではないか。

　そりゃあ皆驚きますよ……と、ガクッとこうべが落ちる。






　なんなんだあの集団は……護衛にせよ、討伐にせよ、もうちょっと上手に隠れられないのか。どうしてああも、物陰から筋肉をはみ出させてニヤニヤ好奇の目をこちらに向けてくるのだろう。

　ブレアがもし本当にブラッドリーを捕らえる、もしくは聖剣の捜索目的でここに来ているのだとしたら、あれは著しく不適切なのでは!?　と、心底疑問に思ったエリノアには──。






　彼らが筋肉なりに……。






『自分たちがあまり二人の近くに行きすぎて、甘いひと時を邪魔したらダメだよな……ふふ……』






　……などと。のどかなお花畑思考で照れくさそうに考えている……とは、もちろん分かりようがない。






　エリノアは、ニヤニヤした騎士集団の中にオリバーを見つけて、視線で問いかける。






　──……いったい……何祭りなんですかこれは!?

　──……知らねーよ、ばーかばーか。









　……ばーか、だけが何故かいやに鮮明に聞こえた気がした……。

















22　出会いの記憶












（な、なんなの……なんなのよ……！）






　熊男の態度が腹立たしいエリノア。しかし……いつまでもこうむかっ腹立てている場合でもなかった。

　このままでは不安やら恥ずかしいやらで壮絶に疲れてしまう。

　体力のあるうちに早急に自力でなんとかしようと――とりあえずエリノアは脳内から筋肉部隊のことは排除して考えることにした。






（ええと……ブレア様は記憶が戻っている……かもしれない。この謎のお見送りの目的は……ブラッドリー討伐……かもしれない……いや、家宅捜索かも……）






　かもかもと……仮定の話ばかりだが、もしそれが真実であったとしたらエリノアの家は一巻の終わりである。

　もちろん、今家捜しされたとしても、〝剣〟の形での聖剣が発見されることはない。

　エリノアが勇者だという証拠も、ブラッドリーが魔王だという証拠もどこにもないだろう。






　ただし──。

　オリバーたちは、ブレア至上主義を掲げている。

　彼らなら、きっと証拠がどうとかいう以前に、ブレアがブラッドリーを捕らえろと命じればきっとそうするに違いない。

　そして恐ろしいことに……自宅には魔王様至上主義を掲げる魔物たちが待ち受けていて……その衝突は想像するだけでも恐ろしい。

　あの小さくても大切なエリノアたち家族の家が、筋肉部隊に荒々しく踏みこまれたあげく、ブレア様大好き隊ＶＳブラッドリー溺愛魔王軍の戦場にされるかと思うと……。






（……こ、怖いぃぃぃ……っ）






　ずもも……と怒り狂うコーネリアグレースとヴォルフガングの姿が目に浮かぶようだ。

　だいたいあの家を壊された時、ブラッドリーが黙っているはずがない。また先日のような恐ろしい力を振るわれたら……あぁそうだ！　今は聖剣も家に居るんだった、とエリノア。

　なんてことだろうか、どう考えてもややこしいことになる気しかしなかった。

　一瞬途方に暮れたような青ざめ顔をしたエリノアは――やはりここは自分がなんとかせねばならないのだと悟った。

　もはや猶予はない。もうすぐそこの角を曲がれば、自宅傍のモンターク商店が見えてしまう。ここで勝負に出なければ……！　と、意を決したエリノアは――

　ぐっと足に力をこめて立ち止まった。






「？　……どうした？」

「……」






　娘が急に足を止め……ブレアが不思議そうな顔で振り返る。

　ブレアが見下ろすと、エリノアはあいているほうの手を固く握りしめてぶるぶると震えていた。何か言いたいが、緊張しすぎてままならない……という顔だった。






「どうした……すまない、歩くのが早すぎたか……？」






「疲れさせただろうか」とエリノアの異変に戸惑うブレアに――エリノアはぶんぶんと首を横に振り、一気に核心を突こうと顔を上げた。






「私は大丈夫です！　そ、そのお聞きしたいことがあって……ブブブ……ブレア様！」

「なんだ？」

「れ、例のものは……も、もう発見されたのでしょうか……!?」






　どもりながらも……思い切って言いきった。

　……と、ブレアが虚を突かれたような顔をする。

　しかし彼は、娘の言う『例のもの』が、いったい何を指しているのかをすぐに理解して。






「……」






　ブレアの顔がすっと引き締まる。

　灰褐色の瞳には伏せられたまつげが影を落として……それを見たエリノアは、一瞬息を止め、まるで恐ろしい裁きでも下されるかのような表情でブレアの言葉を待った。






　が……

　ブレアは静かに言った。






「……すまないが……それは軽々しく話してやれる話ではない」

「そ…………そう、ですよね……」






　それはそうだ。いくら自分付きの侍女だとはいえ、彼は箝口令を無視して軽々しく情報を漏らすような人ではない。

　それは分かっていたが、でも気になってしまって、と消え入るような声でエリノアが続けると、静かにその顔を見ていたブレアは……。

　ふいに疲労感のにじむため息をこぼした。






「まあ……いくら箝口令が敷かれたといっても、お前は王宮内の人間だ。いろいろと耳に入って気にもなるだろう……だが、話してやれることなどほとんどない。〝確かにないのだ〟という事実が決定づけられた程度、だと言っておく」

「そ……そうなんです……か……？」






　生真面目なブレアの眉間に、苦悩するようなしわが寄ったのを目撃して……エリノアは戸惑ったような顔をする。

　分かりにくいが、ブレアがこぼしたため息は、本当に困っている……というふうに聞こえたのだ。






（あ、れ……？）






『確かにないという事実が決定づけられた程度』とは……つまり、聖剣のありかが少しも分からないということで……

　ではとエリノア。

　ブレアが記憶を取り戻し、エリノアの家を家宅捜索しようとしている、ブラッドリーを捕らえようとしている……というのは……。






（もしかして……私の早合点……）






　そう悟った瞬間、エリノアの顔がかぁぁ……と、真っ赤になる。






「!?　……ど、どうした!?」






　自分を見上げていた娘が、唐突に真っ赤になってしまったのを見て、ブレアが目をまるくする。

　エリノアはそのまま呻いて天を仰ぐ。






「も、申し訳ありませんでした……っ！」

「!?」






　エリノアは、主を疑いの目で見たことに壮絶な罪悪感に苛まれている……。

　おまけに安心しすぎて力がぬけた。バレてなどいなかったんだという安堵が急に広がって。何を勝手に思い違いをしていたんだろうと、自分に腹も立って……涙が出た。






（ブレア様は……夜道が危険だからって……自分は気づかわれておきながら、私はブレア様を疑うだなんて……殿下が激務に追われているのは私のせいなのに……）






「エリノア……トワイン……？」






　無言ながら、何かを悔いる素振りを見せる娘の様子にブレアが戸惑っている。

　唐突過ぎて意味が分からなかったが……とにかく今にも石畳の上に土下座しそうな娘をなんとかやめさせようとした。






「やめなさい、お前に謝られることなど……」






　と、ブレアが困り顔でエリノアと繋がれた手を上へ持ち上げた。






　――その時だった。






　不意に、雑踏から何者かの手が二人のほうへ伸びて来た。

　ブレアに握られていた手が、急に別方向に引かれて。






「へ……？」






　エリノアが涙目のままキョトンと顔を上げ、ブレアの眉間がピクリと動く。

　――そこへ、聞き馴染みのある声がかけられた。






「――ノア」

「あ……」






　見開かれた緑色の瞳が、その――険しい空色の瞳を見つめる。






「……大丈夫か？」

「…………リード……？」






　エリノアはぽかんと彼を見上げたが、現れた青年はその濡れた瞳を見ると、さらに表情を険しくしたようだった。

　不審感で満たされた瞳は、そのままジロリと幼馴染みの手を握るブレアに向けられた。






「あんた誰？　こんな時間に――こいつをどこに連れて行こうってんだ？」

「…………」






　リードの鋭い視線を、灰褐色の瞳が怪訝そうに迎え撃つ。






　――ブレアには、確かにこの青年と、どこかで会ったような覚えがあった……。

















23　エリノア、毛だらけになる。












　――すらりとした背格好。

　ガッチリと鍛えているわけではないが、機敏によく働きそうな長い手足はひ弱さとは無縁で。

　真っ直ぐ牽制するような瞳からは、屈折というものが微塵も感じられず清涼感のある素直な印象を受けた。

　穏やかな空色の瞳はいかにも勤勉そうで、ブレアも好感が持てるところ、なの、だが……。






　何故だろうとブレアは内心、首をかしげる。

　何故か、その初対面のはずの男を見た時……もやっと胸に浮かぶものがあった。

　それは、現在進行形で彼に不審がられているから、ということとは無関係に。

　彼に対しては、自分はすでになんらかの負の感情を抱いていたような……不思議な感触が心の中にざらつきを残すのだが、それが何か分からない。

　そう――分からないのだが……。






　ただ、その何か分からないものとほとんど同じ感情を、今再び感じた気がした。

　地面に嘆き崩れそうだった娘エリノアに、現れた青年が声をかけた、その一瞬が……ひどくブレアの心をかき乱した。

　ほんの数秒、青年とエリノアの間に通った視線の中には、確かに特別な親しさが垣間見えて。

　男が彼女を呼ぶ親しげな呼び方にも、戸惑いを覚えた。

　そのせいか、青年を見る自分の目つきが、普段よりさえざえと冷えたのは自分でもよく分かった。

　が、ブレアはつとめて穏やかに、青年の『こんな時間にどこへ』という問いに答えを返す。






「……自宅だ」






　と、リードの眉が聞き捨てならないと言うようにピクリと持ち上がる。






「自宅……？　あんたの……？」






　ブレアはまさかと首を振る。






「そうではない。この者の自宅だ」






　ブレアが落ち着いた瞳でエリノアを示すと、リードがああと小さく頷く素振りを見せた。が、青年の射るような視線は変わらず。じゃあ何故とエリノアを横目でちらりと見て言った。






「なんでこいつは泣いているんですか？　あなたが何かしたのでは？」






　どうやら思ったよりブレアが変な輩ではなさそうだと感じたのか、リードの言葉づかいが多少あらたまる。

　リードが町のざわめきの中で二人を見つけた時、エリノアは泣きながら地面にしゃがみこもうと（土下座）していた。

　それは一見すると……エリノアが泣きながら己の手をつかむ男を拒んでいたようにも見えて……。






　……気がつくと――リードは手にしていた荷を放り出し、地を蹴っていた。






　何かの揉めごとか、それとも不埒な輩がエリノアをどこかに連れこもうとでもしているのか……。

　そうして慌てて駆け寄ってきたリードだったのだが……。






　しかし――。

　ブレアからすると、それはまったく心外なことで。

　……けれどもまずいことに、彼はそこで一瞬言葉につまる。

　――何故ならば。正直ブレアにも、エリノアが何故突然泣き出したのかが分からなかったからだ。






　そうしてブレアが言葉に窮すると、その間を肯定だと受け取ったリードの表情が険しくなった。






「なんですか……言えないようなことなんですか!?」






　厳しい顔をしたリードは、エリノアを自分のほうへ引き寄せようとする。

　が、ブレアはエリノアの手を離さなかった。






「……そうではないが……何故貴殿にそれを言わなければならない。関係のない話だ」

「関係はあります、俺はこいつの兄貴分です。泣いているのを放っておけない」






　きっぱりとした言葉にブレアが眉間にしわをつくる。






「兄貴分……？」

「そうです。家族同然です……ていうか、いい加減その手、離してもらえませんか……!?」

「…………いやだ」

「はぁ？　いやだって……」






　――と……。






　いささかムッとした男同士が睨み合っている下で……当のエリノアはといえば――






「………………はっ!?」






　二人が互いに放ちあう威圧感に唖然としていたエリノア。






（しまった、思わず見入ってしまった……）






　自分の主人の第二王子ブレアと、幼馴染のリード。

　王宮と城下町で、おそらく普通ならば一生交わることがなかっただろう二人が、己を挟んで向かい合っている。その様はなんとも不思議で……。
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　特に意外だったのが……ブレアの厳格さに負けぬ気概を見せたリードである。

　いつもは穏やかで優しい顔しか見せない彼が、誰かを睨んでいるという時点ですでに驚きなのだが……。

　周囲の町民たちが、ブレアの視界の中にすらとても長居はできないと恐ろしげな表情を見せる中で……リードはその冷徹にも見える視線の前に、毅然と立っている。






（……リ、リードが強い…………）






　いやそれはいいが、とエリノア。






（やばい……リード、その人、王子様――……）






　どうしようとエリノアは青ざめた。

　このままでは、リードが筋肉部隊に捕らえられてしまうかもしれない。慌てふためいたエリノアは、二人の中央で跳び上がる。






「っ申し訳ありません！」

「……ノア？」

「リード、あのね、こここここの方はね――」






　――と、エリノアが彼に説明しようとした瞬間だった。

　エリノアはあれ？　と、気がついて言葉を切る。






（んん!?　……ここでブレア様の正体を明かすようなことして、大丈夫なのかしら……）






　ここは城下町のど真ん中で、周囲にはたくさんの町民たちが行き交っている。

　言葉を寸でのところで飲みこんだエリノアは、横目で周囲を伺った。

　騒ぎと見て、自分たちを遠巻きに眺める町民たち。そのヒソヒソ声が聞こえる渦中で――はたして、ブレアが王子だと口にしてもいいものか。――と、思った時、

　周囲を見回した視界に、その異様な光景が目に入り、娘はギョッとする。






　遠く――街角のあちらこちらから乗り出した筋肉――もとい、たくましき騎士や兵士たちが――。

　何やらその場から身を乗り出して、必死な顔でエリノアに無言の合図を送っている……。






（え!?　な、なんですか!?）






　エリノアは戸惑ってオリバーたちに視線で問い返す。

　と、野太い腕をバツ印に交差させる者、首をブンブンと真横に振る者――。

　どうやら――。

　オリバーたちは、エリノアに、ブレアの身分を民衆に明かすなと、そう必死に訴えてきているらしかった……。






　それに気がついて……――おいっ！　と、エリノア。

　湧き上がる異議……。そんなにお忍びということにしておきたいのだったら、そもそもあんたら護衛も、もうちょっと忍んでよ!?　と、いう激しい突っこみがエリノアの中でビシッと決まる。

　今更……と、エリノアはとても思ったのだが――。






「どうしたんだノア？」

「大丈夫か……？」






　どうしろっていうんだと呻くエリノアに、青年二人が心配そうな顔をする。エリノアは、たじろいだ。






「え、ええと……う……あ、そ、その……」

「ノア？」

「この、この方は……この方は……王宮の……その……」






　エリノアはまた、生来の嘘の下手さを発揮して顔面に滝のような汗を流している。

　エリノアだって分かっているのだ、こんな汗ダラダラで何かを言ったとて、怪しいばかりで少しも信憑性がない。しかしなんとかそこを上回って納得してもらえるような説明の仕方はないかと考えて考えて――。

　……すると、エリノアの困窮した様子を見たブレアが小さくため息をついた。






「……もうよい」

「え？　ブ、ブレア様？」






　ブレアは慌てふためくエリノアの背にそっと手を添えると、






「……いい、エリノア。そこまで慌てるな、私は正体不明でかまわないし、お前を案じる彼が無礼だとも思わない。だからあの者たちにも手出しをさせることはない」

「え……」






　その発言にはエリノアは戸惑い、リードはブレアの意図がつかめずに不満そうな顔をした。






「正体不明でいい……？」






　怪訝そうなリードに、ブレアは落ち着いた顔を向ける。






「兄貴分殿、怪しむ気持ちも分からぬでもないが、私はこの者を害しようなどとは思っていない。夜道は危険ゆえ共に歩いてきた。それだけだ。……そうだな？」






　同意を求められたエリノアは、ハッとしてブンブンと頭を縦にふる。






「そ、そう……（多分）ご厚意で……心配してもらうようなことは何もないのよ!?」

「……じゃあなんで涙……」






　エリノアになだめられたリードは、納得いかない顔でその頰に残る痕を見た。

　――と……どうだろう。そのリードの言葉に、腕を組んだブレアが、重く頷く。






「それは私も知りたい。……何故だ？」

「え……!?　や、な、涙って……」

「ノア？」






　まさか二人が同調しあうとは思わず……問いつめられたエリノアが言葉をどもらせている。

　本当のことなど言うわけにはいかないのに……二人の青年の視線はじっとエリノアに注がれている。

　その圧におののくエリノア。思わずじりっ……と、足が後退る。






「そ、その、えっと――」






　――――と……。






　その時であった。






　突然周囲の見物人たちの中から、短い声がいくつも上がった。だんだん近づいてくる悲鳴に三人が顔を向けた――瞬間。何かがそこを風のように横切った。






「っ、ぐふ!?」






　横腹に突き刺さるような衝撃を感じ、エリノアがくぐもった声を出して地面に倒れる。






「エリノア!?」

「ノ、ノア!?」






　唐突な出来事に驚く二人は――次の瞬間、そこで見事にひっくり返ったエリノアの上の〝それら〟を見て目をまるくした。






「ひ、なに!?　な、生あたたか……ひぃいいいい!?」






　叫ぶエリノアに、ぽかんとするブレア。ああなんだ、とリードが言った。






　エリノアの脇腹に衝撃アタックをかました――影は二つ。

　ひっくり返ったエリノアにまたがった形で、一方はニンマリと、一方はジットリと娘の顔を覗きこむ。






「!?　グレ……!?　ヴォルフガ……」






　……ング、と言おうとした瞬間に、渋さ全開の表情で、ぬっと近づいてきた白い犬が、再び長いピンク色の舌を――。






「!?　ぎゃっ!?　ほあああああ!?　ちょ、ちょっとちょっと、ちょっとぉおお!?」






　思い切り顔中をなめ回されて。エリノアが悲鳴をあげている。

　ちなみに、ニヤニヤ顔のグレンは、エリノアの胸元に乗り、ぐりぐりゴーロゴーロと楽しそうにエリノアの顔へ頭を押しつけていた。






「ちょ、や、っめ……」






　その魔物たちの唐突な馴れ馴れしさに驚愕していると、どこからか、声なき声が聞こえる。






（「あははは、姉上～私たちが無邪気な獣のフリをして、窮地から救って差し上げますからね～おまかせあれ～あははは」※グリグリグリグリグリ）

（「チッ、まったく……何故私がただの獣のフリなど……世話の焼ける娘め……せいぜい唾液にまみれるがいい」※ベーロベロベロベロベロベロ……）

（「……い、い、い……いやだぁああああ！」※エリノア心の叫び）






　――どうやら……――助け舟……？　だ……。









「エ、エリノア!?」






　なんだこの獣たちは……と、慌てるブレアだったが……。

　ただ――犬は立派なしっぽをぶんぶんと振り回しているし、猫も甘えるような鳴き声を出し、喉をゴロゴロ鳴らし、ひたすらエリノアにすり寄っている。特に危険な様子は見られないのだが――。

　と、リードが、落ち着いた様子でああと言った。






「大丈夫、ノアの飼い犬と飼い猫たちですよ」






　微笑ましいなとリード。






「……か、飼い犬と飼い猫……？」

「ははは、主人を迎えに来たのか」






　二匹の登場でやや緊張が解けたか。リードは偉いな～とほのぼの一人と二匹を見つめている。

　しかしブレアには……どう見てもエリノアがもがいているようにしか見えず。（実際もがいてる）本当に大丈夫なのだろうかとなんとも言えぬ表情である。

　が、それに気がついたエリノアは、慌てて王子を制した。

　なんだかものすごく悪意を感じる助け船だが……この際魔物二人に乗っかって、事をうやむやにすることを選んだらしい。






「あ……だ……ひゃっ!?　だ、大丈夫ですブレア様！　うひっ！　う、うちの子たち……か、可愛いで……しょぅぅうぅっギブギブギブギブっくすぐったっあああ！　こら、馬鹿グレン、耳はやめっ、な、なめるなぁあああ!!」

「…………」






　その、往来ど真ん中での壮絶なじゃれあいに……。

　ブレアも野次馬も、非常に唖然としたという……。

















24　※（注）青年の腕の中で、黒猫は生暖かい目で二人を眺めています。












　その娘は揉みくちゃで。

　白と黒の毛まみれで、ぐったりした涙目を彼らに向けた時、今度は誰もその涙について聞くことはなかった。

　娘は片手で、にんまり目を細めた黒猫をつまみ上げ、ジタバタする白い犬をもう片方の腕でがっちりヘッドロックして、ブレアにげっそりと言う。






「……ブレア様……申し訳ありません……わたくしめ……もうここで失礼してもよろしいでしょうか……」

「……」






　もちろん、ダメなんてとても言えないブレアであった。












「…………」






　去っていく二人（と二匹）の後ろ姿を見つめながら、ブレアはなんとも複雑な感情でそれを見送った。

　だんだん遠ざかって行く娘の傾いた後頭部には、見るからにやんちゃそうな顔の猫がびったり張りついているが……エリノアには、もはや抵抗する気力すらないらしい。

　その後ろ姿をブレアがハラハラと見守っている。あれでは首も疲れてしまうだろう。追っていって猫を取ってやったほうがいいのでは……と、彼が一歩踏み出した時――。

　不意に、彼女の隣を行く青年が一瞬ブレアを振り返った。

　青年はブレアに軽く頭を下げると――エリノアの黒髪の上から猫をひょいっと取り上げ、再び歩みを進めていく。

　――エリノアと、並んで。






　その光景を見たブレアは、踏み出した足をそのままに、思わず呆然と立ち止まる。






「……」

「ブレア様……大丈夫ですか？」






　……気がつくと、傍にオリバーが立っている。

　熊のような大男の瞳が心配そうな色をしていて。ブレアは、ああ、と小さく応え、彼の名を呼んだ。






「……オリバー」

「はい」






　ブレアは二人の後ろ姿から目を逸らさずに、かたわらの騎士につぶやくように言う。






「お前の言う〝相応〟とは……ああいうものだろう？」

「……」






　普段から、『〝相応〟の令嬢との婚姻を』――と……、彼に口うるさいほどに勧めてくる配下たち。

　その一番口うるさい大男は、しかしこの時ばかりは、ブレアの視線を追うようにして小さくなっていくエリノアたちの背を見ても、何も言うことはなかった。

　共に並び、道行く二人は、城下の雑踏の中に、自然になじむように紛れこんでいく。

　――もし、エリノアの隣を歩くのがブレアなら、とてもああはいくまい。






　ブレアの口元からは、またため息が落ちる。ひそやかな響きはもどかしげで。

　それを聞いたオリバーは、側近としては、彼の問いにきっぱりそうだと言ってやるほうがブレアのためだとは思ったが……。






「……あーもうっ」






　オリバーはボリボリと自分の頭をかきながら憮然と言った。






「……どうしたんですか、そういうことを今更あなたが気になさいますか？　相応だの人の評価だの……そういうものは、あなたは気になさらないお方だと思っていましたがね」






　不貞腐れたように続ける騎士に、ブレアはいったいなんなんだと言いたげな顔を向けている。






「チッ……ホント気に入らない。俺たちが散々少しは気にしてくださいと進言させていただいても、すこっしもお聞き入れくださらなかったのに……あー忌々しいなあいつは！」

「なんだ急に……まあ、しかし確かに今はひどく彼が羨ましいとは思う」






　護衛が必要なこともなく、やすやすとエリノアと同じ場所に、彼女の生活の場に馴染んでしまう青年が。

　ブレアは、エリノアが彼と並んで歩きはじめた時、彼女が一瞬どこか気恥ずかしそうな、照れたような表情を見せたのを見逃してはいなかった。

　それを思い出すと、いても立ってもいられない心持ちになる。

　――ただ。

　それで衝動的に娘を追っていって、疲れているだろう彼女に、そいつは誰だ、どういう関係だとつめ寄るほど彼は自分勝手な人間ではなかった。

　どうせ聞こうが聞くまいが事実は変わらない。

　あの青年がエリノアにとってどんな存在であれ、得ようと決めたからにはやれることをやるだけである。






「……まあ、それが一番難しいのだが……ふむ」






　それきり黙りこんでしまった主人に、今度はオリバーがため息をつく。






「……あーもう……」






　と、その音に気がついて、ブレアが再び笑う。






「付き合わせてすまんな（※頼んではいない。勝手についてきた）、なにぶんこのような事態は初でな……どうすればいいのかさっぱり分からん」

「まあ……そうかもしれませんね……」






　人付き合いにどうしても不器用なところのあるブレアならば、それも当然だろうとオリバー。

　反対に、エリノアと共に行った青年は、明らかに主人とは真逆に人当たりの良さそうな男であった。あれは案外強敵かもしれないとオリバーは苦々しく思い、彼らが歩いて行った方向を睨む。

　が、――しかしその姿はもうすでに街角を曲がりでもしたのか、彼らの視界からは消えていた。

　それを静かに見送っていたブレアは、不意に踵を返す。






「……帰るぞ」






　長居は無用という男の顔は、もう普段通りの表情で。そこに彼の感情はうかがい知れない。が……。

　付き合いの長いオリバーは、なんとなくブレアの心情を察して沈んだ様子を見せた。号令に集まってきた騎士たちもどこか浮かない顔である。






「ブレア様……」

「お前たち……ついてくるならついてくるで、もうちょっと追跡技術を磨け。なんだあの有様は……」






　目立ちまくっていたぞと言うブレアに、騎士たちは申し訳ありませんと苦悩の表情を見せる。






「公務ではありませんでしたし……お邪魔してはならないという気持ちと、見たい、見守りたいという気持ちがせめぎ合いまして……！」






　くっ……と悩ましげな顔をして拳を握る無骨な騎士たちに、ブレアが無言で呆れている。






「ブレア様！　ご命令なら、俺たち今すぐあの男の素性を洗いざらい調べてきますよ!?」

「いかがなさいますか!?」






　二、三日いただければ、趣味嗜好から弱点まで……完璧に調べます！　ライバル男に目に物見せてやりましょう！　……と、鼻息の荒い男たちは……ブレアに即座に「やめろ」と断じられ、しょんぼりと肩を落とすのだった。









　　　　　＊　＊　＊









「……大丈夫かノア？」






　随分激しくやられたなぁと顔を覗きこんでくるリードに、エリノアは憮然とする。その顔は半べそ状態だが、もはや、顔がベトベトすぎて、涙なのかよだれなのかも判別不能だ。

　いそいそとその顔をハンカチでふいてくれているリードにエリノアはぴーっ！　と、訴えた。






「そう思うなら止めてよ……！　お、往来のど真ん中で……転げまわって叫んでしまった……う……は、恥ずかしい……」






　さすがに王宮侍女にあるまじき姿だったと消沈するエリノアに、リードはごめんと苦笑する。






「いや……ヴォルフがノアにあんなに甘えるのは珍しいし、微笑ましくてつい……それにほら、俺、グレンにはいつも逃げられるから、あんまりちゃんと会ったことなかっただろう？」






　そう言ってリードは、彼の腕の中ですました顔をして収まっている黒猫の頭を撫でる。いいなぁエリノア、あんなに懐かれて羨ましいと言うリード。に、……あの惨状を見て微笑ましいと言えるリードも大概のどかな性格だ。まあ、知っていたけど、とエリノア。






　――だが。

　ひとまずエリノアは、密かにほっと胸を撫で下ろしていた。

　先日の告白のあと、聖剣騒ぎが先だと言いつつも……次にリードに会う時にはいったいどんな顔をすればいいんだろうとずっと案じていたからだ。

　けれども、こうして今、リードはエリノアに普通に接してくれている。そして自分もまた、彼と普通に話せていることにとても安心した。

　もちろん、想いを打ち明けられた以上、なんらかの答えを彼には返さなければならないのだが……。

　正直、聖剣騒動のせいで、エリノアはまだそこまでのことを考えられていない。

　リードはエリノアにとっては大切な存在だ。

　好きか嫌いかと言われたら、断然好きである。

　ただ、それが単純に兄貴分に対する〝好き〟なのか、それともまた別の形の〝好き〟に発展する余地がある〝好き〟なのかが、エリノアにはまだ分からなかった。






（……恋愛、したことないしなぁ……）






　エリノアは困って心の中で首を傾ける。

　何せここまでの十数年、エリノアはずっと忙しかった。

　伯爵家の娘であった頃は学ぶことで忙しくて、父が亡くなったあとはブラッドリーとの生活で、時間的にも、体力的にも、経済的にもずっとカツカツだった。

　そんな状態では、たとえ素敵な異性を目にしてときめくようなことがあっても、それは一瞬のことで、結局はいつの間にか、『ブラッドリー大丈夫かな？』『ご飯食べたかな？』『今月の薬代足りるかな？』と……そんなことばかりに思考を支配され、ときめきは消えてしまう。家族の明日の命を危ぶむ時に、恋する余裕などとてもではないが、あるものではない。






　――けどそうか、とエリノア。

　ブラッドリーに健康不安がなくなった今、






（……私も……ちょっとはそういうことを考えても……いいの、かな……？）






　年相応に、好きな人とか、恋人をつくるとか――。

　と、そんなふうに思った瞬間、隣を歩くリードが目に入って来た。その視線に気がついた青年が「うん？」と、不思議そうにこちらを覗きこんで来て――。






　その瞬間に、『好きだ』と言われた時のことを思い出してしまったエリノアの顔が一気に赤くなる。






「？　ノア？」

「や、え？　何!?　な、なんでも!?」






　気恥ずかしすぎて挙動不審のエリノアは、もうそれ以上リードの顔が見られなかった。






（ぅ、うぅ……な、なんで平気なのリードは……）






　信じられないと顔に汗を滲ませるエリノア。

　と、額の汗をぬぐいながら……ふとエリノアは、ブレアのことを思い出した。






（……あれ……？　そういえば……結局ブレア様は……どうして私を送ってくださったんだっけ……？）






　結局分からなかったなと首をひねるエリノアだった。

















25　焦げるエリノアと、コーネリアグレースの不満












　……ありがとう、じゃあ、と……

　自宅前で青年を見送るために手を持ち上げた時――。

　不意に、リードがその手をとった。

　えっとエリノア。思いがけない青年の行動に、弾かれたように顔を上げる。

　――玄関扉の中に、黒猫と白犬を放りこんだ後のことだった。






　驚いて。

　エリノアがリードを見上げると、澄んだ水色の瞳がじっと自分を見ていた。青年は、「ノア」とつぶやいてから、はっきりと言葉にする。






「俺……あの人のこと、気になってるよ」

「あ……」






　あの人――とは、もちろんブレアのことであろう。

　真っ直ぐな眼差しの彼に、エリノアはどうしようと一瞬視線を泳がせた。

　リードはとても信頼できる人間だが、ブレアの身分をたやすく明かす権利はエリノアにはない。






「ええと……ごめんリード、それは……」






　困ったような顔をすると、その八の字眉にリードはうん、と、苦笑するような顔で頷く。






「分かってる。聞いてはいけないことみたいだから聞かない。……だけど」






　リードは言いながら視線をエリノアの手に落とした。

　白い緊張した手。つい先ほど自分と同じようにこの手を握っていた者の姿を思い出すと、表情が曇った。






　そんな幼馴染の様子にエリノアが戸惑う。

　その姿は、ここに来るまでの彼の明るい様子とは落差がありすぎて。

　かける言葉に迷っているうちに、リードがエリノアに視線を戻す。






「っ……」






　そこに焦がれるような感情が見えた気がして――。

　エリノアの肩が大きく揺れた。






「今は、詮索はしない。でも……俺が、あの人のことをすごく気にしてるってことだけは分かっておいて」

「……ぅ、うん……」






　真剣な声におされるようにしてエリノアが慌てて頷く。

　しかし視線を受け止めることで精一杯で、それ以上は言葉が出なかった。慌てふためいているうちにリードはエリノアからパッと手を離し、照れるような仕草を見せた。






「ま、そういうこと」

「リ、リード……？」






　戸惑った顔で自分を見上げるエリノアに、リードは穏やかに笑う。






「お前と気まずくはなりたくないけど、何も感じてないって思われるのだけは嫌だと思って」

「！」






　言ってやると娘のまるい額には玉のような汗がにじんで。そんなエリノアに内心で苦笑しながら、リードはあのな、と言った。






「エリノア、俺こう見えてお前の兄貴分から脱却したくていっぱいいっぱいだから、あんまり――」






　……と、言いかけて、青年はいや、と笑うようにため息をついた。






「……ダメだな、そういう権利はまだ俺にはないか……とにかく、夜道には気をつけてくれよ。必要なら……迎えに行くから」






　そう言って、青年はやはり優しく笑うのだった――。












「…………」






　リードを見送って。

　エリノアは騒がしい己の心臓の扱いに苦労しながら……やっとの思いで扉を閉める。

　そうしてその玄関が、外部と空間が隔たれた途端……。






　……ゴンッと鈍い音が。






　どうやら――エリノアが、張り付くようにして、木戸に頭を打ちつけたらしい……。

　その顔は真っ赤で、今にも頭から燻った煙がぶすぶすと立ち上っていきそうである。

　エリノアはうち震えながら思った。――なんだか……今日は予想とはだいぶ違う一日だった……。






　隠れ勇者となった自分。

　てっきり、もし今週自分に何か事件があるとすれば、それは勇者や聖剣関係だと思っていた。が……。

　思わぬ方向から――それも全然経験値のない方向から怒涛の勢いで人生に激流がなだれこんできたような気がして……情けないくらいに対処法が分からない。






「………ぉおおぉお……こういう時、世間のお嬢さんたちはいったいどういう対処を……」






　みんなこういう荒波を乗り越えて恋愛しているのだろうか、…………みんな勇者だな！　……と、エリノアは破裂しそうな顔でブルブル震えている。






　が――。

　天の女神はまたもやエリノアに、恥じらうとか、リードから見せられた想いに浸るとか──。そういうしっとりした時間を与えてはくれなかった。






「ふつ……ぅう!?」






　扉の前でエリノアがああだこうだ呻いていると――……唐突に、頭がガクッと重くなる。ついでにその勢いで、もう一度戸で頭をガツッと打った……。






「痛っ！　ぅ……」

「おい……いつまでそこで呻いているつもりだ、鬱陶しい……」

「姉上、マゾ行為はやめてくださいよー脳細胞死んじゃいますよ？」

「…………」






　気がつくと……再び頭の上にグレンが乗っている。頰には明らか故意であろう黒猫のしっぽがペシペシあたり、おまけに背中にはヴォルフガングが頭突きをしてくる。






　――そして二匹は言う。






「……しょっぱかった」

「姉上の反応が面白かった」

「……」






　なんのことかと言えば……考えるまでもなく、二匹がエリノアの顔をなめ回した件であろう。

　……エリノアは釈然としない思いである。

　と、『しょっぱかった』と言ったほう、白い犬ヴォルフガングが「まあ、化粧の味がするよりはいいがな」と、なんだかため息をついている。……じゃあなめなきゃいいじゃないかと突っこみたいが、一応助けてもらった手前文句が言えないエリノアは、諦めたような顔でげんなりしている。……と、黒猫。






「ほらぁ！　姉上！　私たちに何か言うことがあるんじゃないんですかぁ？」






　ほらほらとしっぽで顔を打たれ……エリノアは。






「…………ありがとうね……」






　とても複雑な思いでそう言うと、グレンはエリノアの頭の上からストンと床に降りて。しっぽをくねらせながら、「もう姉上ったら、魔物に借りを作るなんてぇ……この、うっかりさん♪」と――流し目を送ってくるもので……かなりイラっとした。






　まあそれはさておき。

　エリノアがげっそりしていると……

　家の奥から聖剣テオティルが走ってくる。






「主人様！　おかえりなさい！」

「う……」






　即座にエリノアに張り付く青年に……グレンが壮絶に邪悪な顔で舌打ちをしている。






「寂しかったです！」

「テ、テオティル……お利口にしてた？」






　頬ずりされながらエリノアがそう問うと、テオティルはオレンジ色の瞳を輝かせて主人を見る。






「はい！　エリノア様が城下に出てこられたあたりから待ちきれなくてソワソワしたのですが……ママン殿が、今外に出迎えに行くのはエリノア様の輝かしい青春の一コマを台無しにするから絶対にダメだと……」

「せ、青春……」

「そうなんです、そんなことをしたら、無理矢理剣に戻してどこぞで誰かを斬って私を血まみれにして放置すると……錆びさせるわよなどと脅してくるのですあの魔物は」

「…………錆び……」






　思わず引きつって家の奥を見ると、太ましいコーネリアグレースが「おほほ」とこちらに向かってウインクを寄越す。






「ああでも、私も一応、そんなことしたら、聖の力で滅しますとは言い返しておきました。だってエリノア様のお傍にはまだまだいたいですからね」

「…………」






　にこっと笑うテオティルに、エリノアがなんつー会話だとさらにげっそりしている。そんな主人にテオティルはでも、と続ける。






「エリノア様の動悸が急上昇した時はさすがに戦闘態勢でお傍へ向かおうか迷ったのです。でも……ママン殿が、あれは〝求愛行動に伴う一時的な興奮状態〟だから気にするなって」






　途端ぶっと音がした。

　無邪気に言われた内容に、エリノアが思い切り噴き出していた。






「な……あ、何!?　ど、動悸……!?」






　いったい何故そんなことが分かったのだと、エリノアは真っ赤な顔で、婦人と聖剣との間で視線を行き来させている。が、テオティルは慈悲深い顔で微笑む。






「よいのです。それなら私も賛成です。勇者の子孫繁栄は私にとっても喜ばしいことですから」

「し!?」

「よい子が生まれるといいですねぇ、楽しみですー」

「は、はぁ!?」






　勇者のこども～と……ほわほわ嬉しそうなテオティル。

　言われていることは間違ってはいないが……聞きようによってはなんだかかなりの誤解を人から受けそうな物言いである。それを聞いた……エリノアは……。

　キッと、コーネリアグレースを睨む。……もちろん顔色は熟れた果実のように赤い。






「コーネリアさん！　テオティルに変なこと吹きこまないでくださいよっ！」












「まぁ、エリノア様ったら……あたくしせっかく三つ巴を防いで差し上げたのに……」






　エリノアが真っ赤になって自室に逃げて行ったあと……

　女豹婦人は不満げにそう言った。






「ねえ陛下、ひどいと思いません？　あの二人と一緒にいるところに聖剣が出て行ったらエリノア様はそりゃあ大変なことになったんですのよ？　勇者問題的にも、エリノア様の今後の恋愛活動的にもあたくしかなり貢献したと思うのですけど……」

「……」






　ぶつくさ言う婦人の前で、ブラッドリーは無言である。

　憮然としたまま反応を見せない少年魔王にコーネリアグレースは、ニヤリと瞳と口元を弓なりに歪ませる。






「ま、本当は三つ巴ではなくて四つ巴だったんですけどねぇ……」

「……うるさいぞコーネリア」






　睨まれたコーネリアグレースはおほほと笑い、今度は大げさに涙ぐみ、目の端をハンカチで拭う。






「よく我慢なさいましたねぇ陛下……今はメイナードもおりませんし、どうしようかと思いましたわ。あたくしは聖剣坊ちゃんをおさえるので忙しかったですし……」

「……」






　――実は……。

　あの時、小鳥ガングから報せを受けたブラッドリーは、いてもたってもいられずに、すぐに姉の傍に駆けつけていた。

　空間を転移し、エリノアたちの傍――彼女たちが道ゆく上空や家々の屋根の上から姉をじっと見守って……。

　当然のようにブレアがエリノアに何かすれば、すぐにでも青年を消すつもりのその手には、禍々しい黒刃が。






　しかし――。






『……疫病神などと呼ぶのはやめるように――』






「……」






　……男が言った言葉を思い出したブラッドリーは、複雑な思いに駆られた。






　昔から、タガート夫人の冷たい態度が姉を傷つけていたことはブラッドリーもよく承知していたことだった。

　しかし悲しいことに……それを払拭し、姉を癒すことがブラッドリーにはできなかったのだ。

　何故ならば、姉はいつも彼を気遣う。

『ブラッドはそんなんじゃないわ』『大丈夫よ』と言い、夫人に『ブラッドリーは疫病神なんかじゃない』と言ってくれる。

　けれども、ブラッドリーが同じ言葉を返しても、姉は、私は大丈夫と言うばかりで、ブラッドリーを守ることに気を取られ、どこか自分の傷ついた感情は置き去りにしているようなところがあった。

　どうして自分では、姉がしてくれるように彼女を慰められないのかが、ずっと彼には分からなかった……。






　だが先刻、第二王子の言葉を聞いたエリノアの反応を見て、分かった。






　きっと──家の中でエリノアだけを見つめて生きてきた彼とは違い、外で懸命に生きていたエリノアには、ブラッドリーのように共にその渦中にいる人間ではなく、外側から自分たちを見て、客観的に『そうではない』と言ってくれる存在が必要だったのだ。






　……そう悟った瞬間、ブラッドリーの手の内からは黒刃が消えていた。

　ブラッドリーは、この時、その一時の夕暮れの時間を――。

　エリノアがブレアの言葉に救われただろう一時を、姉から奪うことを諦めた。






　それをしてやったのが自分ではなかったことが悔しかったし、直後男がエリノアの手を握ったのにも腹が立ったが……そういう己のつまらない独占欲のせいで姉の安らかな時間を壊すのは忍びなかった。









　……ブラッドリーは暗く冷たい表情で部屋の暗がりを睨む。






「……気に食わない……」

「ほほほ、まあまあ……よく我慢なさいましたわ。それに、陛下が邪魔しなかったおかげで、エリノア様は少しリード坊のことも意識しはじめたようですし……結果オーライでは？」

「…………」






　笑うコーネリアグレースに、ブラッドリーは大人びた顔でため息を落とす。

　姉と同じ色の瞳が、エリノアが逃げて行った部屋のほうを見つめる。その複雑そうな様子に婦人が首を傾げていた。

















26　暗闇の白刃と、恐ろしいタンスからの届け物。












　暗い窓辺に立つ青年は、城下を見下ろしながら、へぇ、と言った。

　背後に立つ男たちからの報告を、どこか愉悦を含んだ表情で聞いてふっと笑う。






「じゃあやっぱり、兄上は……」






　そこまで言うと、彼は唐突に噴き出すように身体を折り、腹を抱えて笑い出した。






「ははは……！　本当に運に見放された男だな……！　こんな情勢の変革期にそんな弱みを抱えこむなんて！」






　嘲あざけりをこめた笑い声が暗い室内に響く。傍に立つ彼の配下たちは何も言わず、ただそれを聞いている。

　その男たちは普通の官服や兵士の服を身にまとってはいるが、ひたりと闇に紛れるような佇まいはただの一般兵とは明らかに違う。のっぺりとした静けさは平凡なようでいて、どこか得体の知れない不気味さを持っていた。

　そんな感情のない視線の中で……げらげらと笑い続ける第三王子クラウスは、大げさなほどに声を上げて、半分だけ血のつながった兄を嘲ることを楽しんでいる。その様子は、彼の兄に対する根深く歪んだ感情を表しているかのようだった。






　そうしてひとしきり笑い、やっと気がすんだらしいクラウスは……窓の外の夜空を見上げて、ああ、と悩ましげなため息をつく。






「実に楽しみだ……あいつらがこれを目にして絶望するさまが早く見たい……」






　暗闇に浮かぶ白い月を見ていたクラウスは、降り注ぐ淡い光を追うようにして、後ろを振り返る。






　――暗い彼の執務室。月光が闇を割るように伸びている、その先。

　彼の執務机の上には、たった今届けられた〝それ〟が光を受けて淡く輝いていた。






　クラウスは細めた瞳で満足げに〝それ〟を眺めている。






　――輝く白刃を支える深い褐色の柄。施された細かな細工。

　そして柄頭には――美しい女神の紋様が……。
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　その印を改めて確認したクラウスは、もう一度高慢な顔で笑う。

　ややアゴを突き出して、爛々らんらんとした双眸は暗い。






「――兄上たちは……どうやら私の周到さを甘く見ておいでのようだ」









　　　　　＊　＊　＊









　――それは前触れもなく降ってきた。






　あれから数日後。

　エリノアは王宮の廊下を歩いていた。ブレアの住まいのエントランスを掃除しようと、腕いっぱいに掃除道具を抱え。抱いたバケツの中身をカタカタ鳴らし、ふぅふぅ息を切らしながら歩いていた時のことだった。






　この日もブレアは住まいには戻って来なくて。

　けれどもエリノアは、いつも以上に懸命に仕事に勤しんでいた。






　――ぼんやりしていると不安でたまらなかった。

　ここのところ町でも密やかに聖剣の噂が聞かれるようになって来た。

　そういう噂話を聞くと、やはりエリノアも穏やかな気持ちではいられない。

　しかもエリノアは王宮勤め。

　事態の渦中という場所で、いつバレるかと心配しはじめるとキリがない。






　そこでエリノアは考えた。悩みすぎるからダメなのだ。

　嘘が下手な自分のこと、ビクビクしていてはきっとすぐに怪しまれてしまう。

　だからエリノアは、思い悩むいとまを自分に与えないことにした。






　朝一番にその日やる仕事をずらりとメモに羅列して、それを全て消すことを目標に仕事に励んだ。

　いつも以上に素早く動き、いつもの何倍も仕事を請け負った。

　時間が余るとハリエットのところに行き、王女の相手をする傍ら、この地に慣れない彼女の侍女たちの為にも意欲的に働いた。足りないものがあれば調達に走り、手が足りないと言われれば駆けつける。

　正直家に帰り着く頃にはくたくただが……そうして仕事に夢中になっている間は、不安を感じる余裕もなく、いつも通りの自分でいることができた。のだが、……それを見た同僚や顔なじみの門番たちからは、『どうした熱でもあるのか!?』と、物凄く心配されている……。






　幸い侍女業には、主人が不在でもやろうと思えばやれることはいくらでもある。

　ところがだ、かたや勇者業はといえば、今のところ特になんの使命もなくて。

　人型化した聖剣から何か女神の啓示でもあるのかと思えば……今のところ、テオティルは家でほのぼのしているばかりである。






　……つまり、エリノアは、ひとまず今まで通りにこそこそと聖剣を保持しつつ、弟を守りながら、侍女業をこつこつ続けるしかなかったわけなのである。しかし、それならば運動神経ゼロ、筋肉ほぼ無しの自分でもなんとかやっていけそうだと前向きな気持ちになったのも事実だった。






　エリノアは、今のこの混沌たる生活にも少しだけ希望が見えた気がして――俄然張り切って――。






　いたのだが。






　張り切るエリノアに、その精神攻撃は唐突にやって来た。






　腕の中にはバケツと雑巾。洗剤の瓶が幾つか。額に汗しながら明るい廊下を歩いていた途中。突然――。

　エリノアの頭上に何かがバラバラと大量に降ってきた。






「へ？」






　いきなり真っ暗になった視界、そして同時に強烈な匂いが鼻を突いて……途端、息苦しくなったエリノアはめまいと強い吐き気に襲われる。






「っ……!?　ぅ、う……」






　それは嗅いだこともないような悪臭だった。鼻から身を蝕むような臭いには、エリノアは思わず片膝を床に落とし、口元を手で押さえ呻き声をもらす。






　――そして――……。






　叫んだ。






「こ…………こらあああああっ！　く、臭い！」

「わははははは！」






　エリノアが悲鳴のように叫んだ瞬間、背後からげらげらと笑う声。

　明らかに己に向けられているその馬鹿笑いの前で……布やら革やらでできた隊服や鍛錬着を頭にかぶったエリノアは、重みと鼻を突くような強烈な汗の匂いに身体をピクピクさせてうなだれている。

　……叫んだ拍子に思い切り男臭を体内に取りこんでしまった。エリノアは今にも死にそうな顔である。






「う……何このにお……ぃ、いやっ、じ、じっとりしてる……！」






　顔面を覆う一枚を慌ててはらいのける。と、エリノアの目には予想を遥かに越える数の汚れ物が飛びこんでくる……。

　まるで自分を埋めるような衣類の山は、それぞれ汚れていたり、穴が空いていたり……そして何より、もの凄い汗臭さだった……。






「ひ、ひどい……」






　何これ……と、エリノアは――キッと、そこで笑い続けている男を睨みつけた。






「……騎士オリバー！　だからっ……脱ぎたてホカホカの隊服を人の頭に乗せるなって言ってるでしょう!?　あ、汗臭ぁっ！」






　もがいて大量の隊服の中から脱出したエリノアは、異臭から逃げるように、廊下の隅に後退る。と、その向こうにいた熊のような男が目を細め、エリノアに向けて手を上げる。






「よ、新人娘。心外な……脱ぎたてなんかじゃねえんだぞ、今日は格別強烈そうなやつを隊舎の皆のタンスの奥からわざわざ引っ張り出してきてやった。多分、十年ものとかもあるんじゃないか？　騎士の汗と愛国心の結晶だ、貴重品だぞ……じゃ、よろしくな」

「は、はあ!?」






　十年ものと聞き、恐れおののいて隊服を凝視していたエリノアだが――騎士がそれを平然と置いていこうとすることにさらにギョッとする。






「ちょ、ま、まさかその騎士様方がご自身のタンスで十年も発酵させていた隊服を……私に綺麗にせよということですか!?　ちょ、ちょっと待って騎士オリバー！　無理！　ちょ……」






　慌てたエリノアは、オリバーを追いかけようとするが――慌てるあまり、ばらまかれた騎士の隊服に足を取られ、盛大にこける。その拍子に抱えていた掃除道具類が辺りに散らばって……放り出したバケツが丁度よくエリノアの後頭部の上に落ち――ゴーンと小気味いい音が王宮の廊下に響き渡った。






「ぎゃっ！」

「……」






　バケツの衝撃に一瞬目を回したエリノアの……いかにも鈍臭い姿にオリバーがため息をついている。






「ぅ……」

「……なんなんだお前は道化か？　……果てしないな……どこまで〝相応〟とかけ離れるつもりだ……なんでブレア様はこんな鈍臭を……」






　ため息をつくオリバー。

　それから彼はエリノアをキッと睨む。






「お前は……せめてもうちょっと俺たちを納得させるような何かを見せろよ!?」






　それはおそらく〝ブレアの相手として〟という意味だったのだろうが、ブレア付き侍女就任当初からオリバーたちにシゴかれていたエリノアは、それを〝ブレアの侍女として〟という意味だと受け取った。言われたエリノアはカチンとした顔を騎士に向ける。今までいったい何十枚騎士の隊服やら稽古着やらを繕ってやったと思ってるんだと騎士の視線を迎え撃つ。






「!?　は、はぁ!?　な、なんて言い草……こんなにも私の洗濯と裁縫能力に世話になっておきながら……あなた様の騎士道精神はいったいどうなって……あ!?　ちょ、騎士オリバーどこへ!?　ほ、本当に置いてっちゃうの!?」






　こちらを睨んだかと思ったら、そのままさっさとどこかへ去ろうとしているオリバー。

　ブレアの側近とはいえ、エリノアには騎士の衣類の管理まで行う義務はない。

　しかし……ここがブレアの住まいである以上、エリノアはこの廊下にこんな悪臭を放つ物体を放置しておくわけにはいかないのだ。

　離れた場所で振り返ったオリバーは、それを分かった上で意地の悪い顔で笑う。






「ブレア様もお忙しくてお戻りにならないし、どうせお前暇なんだろ？　それでも洗ってついでに自分も清めるんだな、この悪女が！」

「あ、悪女……だと……!?」






　ばーかばーかと、遠ざかっていく騎士に、エリノアが目を剥いている。

　オリバーはその巨体に似合わぬ素早さで、あっという間に娘の傍から姿を消してしまった。エリノアは残された隊服の前で唖然としている。






「な……なんだったのあれは……」

「……あのな」

「ぎゃっ!?」






　突然背後から話しかけられたエリノアが跳び上がる。

　気がつくと――背後に二名の騎士がいた。

　廊下に四つん這いでオリバーを見ていたエリノアの背後で、騎士たちは大きな身体を窮屈そうにまるめてしゃがみこんでいる。






「な、なんですか……？」






　戸惑って問うと、小柄ながら体格のいい髭の騎士が散らばった隊服たちを指差した。






「あのな、それは口実でな」

「こ、口実……？」

「オリバーは心配してんだよ、お前さんがブレア様の敵対勢力に狙われるんじゃないかって……」

「え……？」






　何故？　とエリノアがきょとんとする。

　オリバーたちブレアの取り巻きからすれば当然の不安だが、エリノアには理解できない。

　舞踏会でブレアの相手を務めたせいだろうか。それともブレアと志を共にする義理の父タガートの養子に入ったせいだろうか。と……首を捻っていると、騎士がなんでもないことのように言う。






「それでな、これから俺たち交代でお前の護衛することにしたからな」

「…………ん？」

「まあ、ここにいれば安全だろうけどなぁ、オリバーが、そのほうがブレア様も安心なさるって言うからさぁ」

「それに家からの行き帰りもあるしな？　まさかお忙しいブレア様が毎日お前を送っていくわけにもいかないだろう？　その間にライバル男がお前に何かしないように俺たち見張ろうって……」

「馬鹿！　それは言わないほうがいいやつだ！」

「あ……すまん」






　ゴンッと同僚に頭を叩かれた髭面騎士は慌てて口を手で覆っている。






「……え、ちょっと待ってください意味分からないんですけど……らいばるおとこ？」






　分からなすぎるエリノアは、難しい顔で眉間にしわを寄せている。

　彼らの言っていることのほとんどが意味が分からない。しかし挙手をして聞いてみても、騎士たちは「いいよお前は分かんなくて……」「男心は単純なようで案外複雑なんだ、いつでも翻弄できると思うなよ……」と、何やらため息をつかれる始末である。






　……ということでエリノアは……お花畑思考の護衛騎士二名を手に入れた。






「え……い、いらな……」

「気にすんな！　俺たち空気みたいにおしとやかにしてるからさ！」

「な！」






　ばっちーん！　と、ウインクしてくる筋肉男二人の筋骨隆々さを見て、エリノアは――絶対無理だろと目を剥いた。

















27　タワシのイライラ












　その時、白い魔物ヴォルフガングはイライラしていた。






　最近、妙にはりきっている娘。

　その頑張りは時にからまわることも多く……見張り番としてはハラハラさせられることも多かった。






　――そんなに物を持って……いやなんでそこでつまずく！　ああ物を落と……！　もう、腕がぷるぷるしているではないか……！






　……まるで子の仕事を影ながら見守る母のようである。






　もういっそ、王宮の使用人にでも化けて手伝うほうが、己の精神安定的にもいい気すらして……。






　しかし、そこまで考えて、ヴォルフガングはハッと首を振る。

　どうして魔界の武将ともあろう自分が、人の王のために労働しなければならないのだ。

　そもそも娘は好んで仕事を抱えこんでいるように見える。

　魔王の側近としても手伝うなんてありえない。ありえない……ありえない、が……。






　ちらりと窺うと、真っ赤な顔で重そうな荷物を運んでいるエリノア。……それを見ると胸の内で葛藤がもやつくヴォルフガング。

　もどかしくて更にイライラした。









　――と、そんな時にやって来たのが例の男だ。






「…………」






　今日もまんまと大量の衣類を娘に押し付け去っていく人間騎士。

　結局断りきれず、青い顔をして悪臭漂う衣類を拾い集める娘……。






　それを見たヴォルフガングのこめかみは、ピクピクと何度も何度も引きつるのであった……。












「…………」






　ぽかぽかと降り注ぐ日の光。

　暖かい陽気に包まれた石造りの洗濯場。

　その端のほうに陣取り――一瞬そののどかな光景に言葉をなくしたエリノア。

　暖かく……暖かくとても素敵な光景なのだが……だが――なにぶん……臭い。……とても。






「…………」






　エリノアの周りには幾つもの大きなタライが並んでいる。

　そこには水がはられ、中には洗われるのを待つ大量の汚れ物たちが……。






　だというのに、こんなにも大量の洗濯をしようとするエリノアが、何故こんな洗濯場の端のほう――つまり、水道口から最も遠いところで作業をしなくてはならないのかというと……。






　それはひとえに、臭いからである。

　こんな悪臭を漂わせる作業を洗濯場のど真ん中でやろうものなら、他の使用人たちに多大なる迷惑をかけてしまう。

　そういう理由で、エリノアはこの使い勝手の悪い場所で泣く泣く作業をせざるを得なかったというわけで。

　水道口から遠いせいで、水を用意するだけでもバケツを持ってそこを何往復もしなければならず……それだけでも地味に大変な労働なのであった。






「ぅ……く、臭いよう……」






　エリノアは嘆く。

　労働はいいのだ。働きたいと思っていたのだから。だが……この臭いがいただけない。

　なんだか臭気が目にまで染みるような気がして、エリノアは潤んだ瞳をしぱしぱと開け閉めする。

　手で目をこすりたいが……その手は現在タライにはった水の中で洗濯物を洗っているところ。揉めば揉むほど恐ろしい色の汚れが浮き上がってくる洗濯物たち。手持ちの洗剤を何度も追加するのだが、全然泡が立たなくて……。

　とてもではないが、そんな汚れ物を触っている途中で目をこするなど。明らかな危険行為。絶対に無理……というか嫌である。

　臭気対策で申し訳程度に白い布で覆った口元がぴぃっと嘆く。






「どうしてこんなに汚くしたまま放っておくの！　熟成させても汗汚れもシミも絶対綺麗になんかならないのに……こんなものが眠っていた騎士様方の隊舎が怖い！　どんな腐界……考えただけで恐ろし……ひぃ血痕!?」






　隊服に残る黒々とした血の痕に気がついたエリノアが慄いている。と、隣から「ごめんなぁ」と声がする。






「あ、それ俺の隊服だわ。タンスの一番奥に突っこんどいたのにオリバーのやつよく見つけたなぁ。多分八年くらい前に賊に斬られた時の」






　懐かしそうな髭の騎士にエリノアが絶句している。






「ぞ……賊に斬られたって…………よくそんなのんきな顔で懐かしめますね……え、ちょ……は、八年もの……!?」

「ははは。俺たちも別に汚くしようと思ってるわけじゃないんだがなぁ……」

「着替えて部屋に放り出したらなんか記憶から消えるんだよな…………魔法……？」

「…………そんな魔法開発した人がいたら私今すぐ石鹸投げつけに行きますね……」






　真面目くさった顔で聞いてくる騎士に、エリノアは怒気はらむ真顔で突っこんだ。

　……が、騎士二人はそれをげらげら陽気に笑い飛ばす。……エリノアはげっそりした。






　この二名の騎士は、髭のほうがトマス・ケルル。小柄ながら分厚い筋肉を備えたほうがザック・ウィリアムズといった。

　あれから何度断ってもこの陽気さで、『まま、そう遠慮せずとも……』『万事我らに任されよ』……と……ぐいぐいぐいぐいついてくる。そのガタイのいい身体で押し切られると……チビのエリノアではとても退けられる代物ではなく……。（物理的に）

　ただ、水運びや、一応洗濯も手伝ってくれるのは有難かった。

　しかし……そっとトマスの手元を見ると、がしっと大きな手に力一杯揉まれた隊服は、今にも引き千切れそうである。






「…………」






　哀れな洗濯物を無言で見ていたエリノアは、諦めたようなため息をついて。騎士二人に丁寧な洗濯方法を教えてやることにしたのだった……。






　と、まあやや微妙に仕事が増えている気もするが、ひとまず護衛騎士たちが仕事の邪魔にはならなそうなことに安堵したエリノア。






　が……

　しかし、困ったことに。

　この二人が来てからというもの、何故か小鳥ガングの機嫌がよろしくない。

　いや、朝王宮についた時から既に機嫌は悪そうだったが、オリバーが現れて以降よりひどくなった。

　窓の外から、木の上から……こちらを見守る彼の暗雲漂う気配にはもちろんエリノアも気がついてはいるのだが……。

　騎士たちの目の前でメルヘンにも小鳥に話しかけるわけにもいかず……理由を問えず、今に至る。









「……ねぇ……！」






　エリノアは口元を覆っていた布を指で引き下げると、ひそめた声で傍の木の枝に止まっている白い小鳥に話しかけた。

　押し掛け護衛騎士の二人は、洗いあがった洗濯物を干しに少し先の干場のほうへ行っている。今のうちだと小鳥を見上げるも……小まるい羽毛の生き物は、むすっとした顔である。






「……ちょっと……なんでそんなに機嫌が悪いの？　ああ……この八年ものの血痕、ぜんぜん落ちない……もうこれには強めの漂白薬を使うしかないわね……、……で……どうしたの？」






　エリノアは、タライの傍に置いておいた瓶の中身を注意深い手つきで水の中にあけながら、ヴォルフガングを見る。

　しかし小枝の途中にとまった小鳥は何も言わない。だが、その視線は離れた場所でえっちらおっちら慣れない手つきで竿に隊服を並べている騎士たちを睨んでいて……。

　それに気がついたエリノアが、もしかしてと言った。






「……ヴォルフガング、騎士様たちが気に入らないの……？」






　途端、ピヨっと言いそうな顔で壮絶に睨まれて、エリノアが瞳を瞬かせる。






「お前は……俺というものがありながら……何故人間などが必要なのだ！」

「え……？　お、俺というもの……？」






　宝石の粒のような黒い瞳がエリノアをキッと睨む。なんだか悔しそうな表情である。






「俺は……陛下から直々にお前の護衛を頼まれているんだぞ!?　なんなんだあいつらは！　急に出てきてでしゃばりおって……」






　イガイガした顔のヴォルフガングに、「へ……？」と、エリノア。

　それは訳すれば、「自分が手伝いたくてずっともやもやしていたのに……」という、やや勝手な意味ではあるが、もちろんエリノアにはそのイライラの中身が分からない。






「そ、そんなこと私に言われても……ほら……私舞踏会でブレア様のお相手を務めたから……世間的には目立っちゃったのね……それで多分色々勘違いする人が出て来てしまって、ブレア様は心配してくださっているのよ、きっと」






　結局……エリノアはブレアの謎行動をそういうことで結論付けた。






「お優しいのよブレア様は」

「…………」






　エリノアはそう言いながら、薬を入れたタライを直接手では触らないように木の棒でかき回しはじめる。






　が……

　その照れ照れと嬉しさをにじませる顔を見て、ヴォルフガングは余計にムッとしたようだった。






「お前は……魔王の姉としての自覚はあるのか!?　お前は我が陣営の所属だぞ！　魔王の姉としてもうちょっと毅然としろ！　なんだこの臭気漂う物体は……何故そうやすやす押し付けられる!?　突き返して来い！」

「……へ？」






　瞬間――突然憤慨した小鳥の身体がブワッと大きく膨らんだ。

　魔物はみるみる巨大化し、柔らかそうな羽毛に覆われていた身体が……いつか見た、ヴォルフガングのタワシ態……大きなタワシの上に三角の耳が二つちょこんと乗っているようなアレ――へと変貌し。唖然としたエリノアは、身をすくませて驚いた。






「ちょ……」






　――何故今タワシ!?

　――いや……！

　――こんなところでそんな姿になって人にでも見られたら……。






　――と、そのはずみで後退したエリノアの踵が――足元に並べてあったタライの一つにつまずく。






「ぅ!?　わ！」






　そのまま後ろ向きにタライに向かって倒れていくエリノアの姿に――

　ヴォルフガングが、ハッと我に返った。






「！　エリノア！」






　ヴォルフガングは慌ててエリノアに手を伸ばす……。

















28　その娘のまわり、人外ばかり。












「！　エリノア！」






　伸ばされた手。

　タワシのボサボサな毛並みからヌッと現れた短い手。

　その、明らかな異形を視界に捉えたエリノアは――。

　瞬間的に、躊躇する様子を見せた。






「!?」






　握り返されなかった手にヴォルフガングが驚いている。






　――今更……。

　今更お前が魔物この姿に怖れを抱くのか――。






　思いがけず苦々しい感情がヴォルフガングの胸に広がって……。






　しかし。






「くっ……」






　それでも彼は娘を守れという君主の命令を放り出しはしなかった。

　魔物は元来持つ俊敏さを駆使し、エリノアの肩に腕を伸ばし――……。






　……次の瞬間、大きな水音が響き渡る。












　……彼の純白のタワシな毛並みを見て……。

　……汚水化したタライを思い出して……。






　その手を掴めば、きっと道連れにしてしまう。

　咄嗟にそう思ったら。エリノアは己に向かって伸ばされたその白い手を握り返すことができなかった。






「っ」






　傾いていく己をどうすることできず。全身に汚水を被ることを覚悟して。

　ぎゅっと目を閉じていたエリノアは――……。






「……あれ？」






　不思議そうにぱちりと目を開けた。

　転倒の衝撃はあったのに、いつまでも予想した冷たい感触がやって来ない。

　何故だろうと、ゆっくりと顔を上げた……途端。






「……お前……」

「う……」






　ずしっと圧し掛かるように聞こえてきた重い声。エリノアはギクリと肩を揺らす。

　……なんかこのパターン前もあったぞと、どこかで思いつつ……おそるおそる見上げたそこには、頭上から彼女を睨み下ろす男の姿。






「ひっ」






　男は顔に垂らした白髪の隙間から、氷のように冷たい瞳でエリノアを刺していた。その威圧感たるや半端ない。






「貴様……俺の手を拒んだな……」






　その背後に渦巻く怒りにエリノアが引きつる。

　最近、うさぎやら小鳥やら何かとメルヘンな彼の姿ばかり見ていたものだから、なんだか余計に圧を感じた。






「ヴォルフガング……」

「大人しくつまみあげられていればいいものを……おかげで無様なことになってしまったではないか……」

「あ……」






　気がつくと、エリノアとヴォルフガングの立ち位置が変わっていて。

　娘は人の身体に変化したヴォルフガングの膝の上に抱きつく形で倒れこんでいた。……当然腰に縋られたヴォルフガングも共倒れである。






「ご、ごめんなさい……」






　もともと驚かせたのはヴォルフガングだが、おそらくエリノアが大人しく彼の手をつかんでいれば、こうはならなかったはずだ。

　エリノアは申し訳なさそうな顔で褐色の肌の男を見上げる。と、男は、舌打ちし、片腕でぽいっとエリノアを横に放り出した。






「わ……っ、とと……あ、れ!?」






　石畳の上に転がされたエリノアは一瞬目を白黒させ……ハッとする。振り返ると自分を水難から救った男は、自分が落下予定だったタライの中に腰を落としてしまっている。

　狭そうに足をはみ出させ、胡坐をかく形でタライの水の中に座り。男は苛立たしげなため息をこぼしながら、己の変化した身体を見下ろしていた。






「…………」






　――それは咄嗟であり、予想外の変化だった。






　意識してヴォルフガングがコントロールしたものではない。

　おそらく――そこにいる娘の、己の魔獣姿に戸惑う目を見たせいだ。

　それに気がついて、心の中には微妙な口惜しさが漂った。苛立ちを隠すように、ヴォルフガングはエリノアを睨みつける。






「……貴様は所詮人間だ……魔物の俺を嫌悪するのは仕方ない……が、そのせいで陛下の命令が守れなかったら――……」






　どうしてくれる……!?　と、娘を威圧しようとしたヴォルフガングは……

　次の瞬間、びくっと身体を震わせた。






　放り出された姿勢のままこちらを見ていたエリノアの顔が……みるみるうちに青くなっていく。目も口も……めいっぱい大きく見開かれていた。






「な……なんだ!?　ど……どこか怪我でも……」






　したのかと慌てるヴォルフガングに、エリノアが鋭く叫ぶ。






「お尻！」

「は……？　し、しり……？」






　エリノアのセリフに、ヴォルフガングが唖然としている。と、その隙にエリノアは、鬼顔でヴォルフガングの元まで飛んで来て。ぽかんとしている男の腕をがしっと鷲づかむ。






「!?　!?」

「助けてくれてありがとう！　でも……早く立って！　お、お尻が！　だからそのタライはさっき薬を入れたんだってば！」

「……薬……？」






　エリノアはヴォルフガングの腰が沈む大きなタライを指差している。

　それは、騎士の隊服に残された八年ものの血痕を綺麗にしようと入れた染み抜き用の強い薬剤で。人体にはあまり良いものではないと、エリノアは慌ててヴォルフガングをタライから引っ張り上げようとしている。

　……が、大柄な魔物はびくともしない。

　というか、立つ気がない。






（…………）






　ヴォルフガングは無言でエリノアを見ている。

　娘は慌てているが……魔物の彼にとっては、人が作った薬など。どうということもなかった。

　そもそも身体の作りが人とは違う。それがもし猛毒であったとしても効くはずもなく……。






　しかし何も知らない娘は一生懸命ヴォルフガングの腕を引いている。渾身の力をこめているらしく、青白かった顔色が今度は真っ赤になり、額には玉のような汗が滲んでいて……それを見たヴォルフガングは、ふと思った。






　……こいつは……いつでも必死だな……、と。






　何より呆れが大きかったが、わずかに感心するような気持ちもあった。

　出会った当初からそうだった。ビクビクするわりに、魔物である自分たちの前にも果敢に飛び出して来る。先ほどは自分に怯えていたように見えたが……こうして助けようともする。






（……よく分からんやつだ……）






　度胸があるんだかないんだか。ヴォルフガングはため息をついて、己の腕を引く娘の必死の形相を見た。……そんな形相の割には、はっきり言ってそれは大した腕力ではなくて。けれどもこの様子を見る限り、おそらくこれがこの娘の最大級の力なのだろう。こんなのが勇者なのかと呆れつつ……も。そう感じた瞬間、ふっと……仕方のない奴だという諦めの感情が生まれた。






「……ちっ……」

「！」






　タライの中に不機嫌そうに座りこんでいた魔物は、舌打ちし、いかにも不本意そうな顔で立ち上がる。

　と、彼を立ち上がらせようとしていたエリノアが、すかさずヴォルフガングの背後に回り、濡れた彼の服を見て悲壮な顔をした。






「ちょ、ど、どうしよう……！　洗い流さないと……」






　エリノアの服にも薬の入った水はかかったが、身体に達するほどではない。それに比べ、ヴォルフガングは特に下半身がすぶ濡れである。

　やれやれとヴォルフガング。






「……馬鹿者慌てるな。俺は魔物だぞ。人の作りだした薬など――……」






　しかしエリノアは反論する。






「何言ってるの、そんなこと分からないでしょう!?」

「な、何？」

「あなた千年くらい魔界にいて、こちらには来てなかったんでしょ!?　人の文明の進歩は目覚しいの。千年も前の薬と今の薬が同じわけがないじゃない……今では魔物だって私達の薬で肌荒れくらいするかもしれないわよ!?」

「……し、しんぽ……？」






　生粋の心配性姉属性のエリノアの主張に、煙に巻かれたような顔をする魔物。






「とにかく今すぐ洗い流さないと……み、水は……」






　エリノアは慌てて足元のタライを見渡している。が……そこにある水はすでに泥のような色の水ばかり。

　ならばと遠い水道口を見たエリノア。「ちょっと待っててよ？　絶対いてよ？」と不安そうにヴォルフガングに言い残し、慌ててバケツを握って駆け出した――……。






　……のだが。






「水！　み──ぶっ!?」

「!?」






　……ぼよんと間抜けな音がした。






　エリノアは転がるように駆け出そうとしたのだが……地を蹴った瞬間に、突然何かに阻まれるように顔面を打つ。






「う……」






　勢い余って弾かれたエリノアがバケツを持ったまま後ろにひっくりかえり……それを受け止めたヴォルフガングがギョッとしている。






「お、前は……」






　しかしヴォルフガングが驚いたのは、エリノアのコントのような動きに……というわけでは無さそうだった。黒い瞳はエリノアがぶつかった〝何か〟を見ている。






「ちょ、な、何？」






　転んだエリノアが身を起こし、遅れて視線を上げる。と……。






　その目に――……






　さらりと流れ落ちた銀糸が日に照らされて、きらきらと美しく煌めく様子が飛びこんできた──。






「……ぇ……」






　エリノアは、瞳と口をぽかんとまるくする。

　と、〝彼〟が言った。






「おや――水がご入り用ですか？」






　場違いにのんびりとした声はとても涼やかで――平然としている。

　未だ思考のピントが合わないエリノアに、〝彼〟はゆったりと微笑みかける。






「では聖水でも出しましょう、主様」

「！」






　途端、エリノアの口から「ひぃ!?」と、絞り出すような声が出て。

　驚愕した顔に、〝彼〟がきょとんと首をかしげている。






「エリノア様？」






　それは……。






　ここ、王宮には絶対に居てはいけないはずの存在。






　相変わらず燦爛さんらんとして美しいのに、生気というものを感じさせない表情で佇む、人の姿をした人ならざるもの。






　――聖剣、テオティルの姿であった……。

















29　テオティルとヴォルフガング












「テ……ッ!?」






　と、言ったきり顔色をなくした娘の、声なき叫びが聞こえるようだった。

　銀の髪の青年を見上げたエリノアは真っ青で、両肩をブルブル震わせている。焦って周囲を見回すと……幸い例の押しかけ騎士たち以外には洗い場には人影もなく……その騎士たちも、慣れない作業に何故かゲラゲラ笑い合っていて……突然現れたテオティルに気がついた様子はなかった。

　と、エリノアを心底驚かせている青年は――ケロリとした顔でヴォルフガングを指差した。






「エリノア様？　その者すでに濡れているようですが……さらに水をおかけになると……？」






　そうですか、左様ですか、人とは不思議なことをなさいますねぇ……と、緊張感のない顔で微笑んだまま……青年がスッ……と――手を掲げようとした瞬間に――。






　エリノアがハッとした。直前に彼が何を出すと言ったのか、それを思い出していた。






「あ!?　だ……ダメダメダメダメ……テオッ！」

「？　エリノア様？」






　エリノアに飛びかかられたテオティルが、キョトンと首にぶら下がってきた娘に目をやる。エリノアは顔面蒼白で激しく首を振っていた。






「魔物に聖水って……それ絶対ヴォルフガング清められちゃうやつでしょ!?」






　絶対ダメよ！






　――と……エリノアは必死でぎゅっとテオティルを抱きしめる。途端……聖剣はやたらと幸福そうな子供のように頬を赤らめて。それを傍目に見ていたヴォルフガングの目は、じっとり呆れたように細くなっていた。












「……それで……？」






　低く警戒するような声が、テオティルにかけられる。






「？」






　にこにこと主人を見守っていた人外の青年は、不思議そうな顔で声のするほうを見た。






「え？　我が主人はとても一所懸命です」

「違う！」






　のんきな顔で、とんちんかんな返事をしてくる聖剣に、ヴォルフガングが吼える。






「？」

「チッ」






　人の男の姿をした魔物は、探るような顔で彼を睨んでいる。

　この不穏な二人組は、洗濯場の端で並んで座っていた。一方は石畳の上にどでんと胡坐をかき、もう一方はきちんと折り目正しく正座をしている。






「はぁ、そうですか？　ではなんでしょう。長らく放置されていた私にとっては主人が無事そこにいらっしゃることが一番重要なのですが……それで、とは？」

「何故お前がここにいるのかだ。お前の主人は、お前に家にいるようにと固く言っていただろう」

「ああ……」






　行儀よく座ったまま聖剣はそう応えて、問うてきたヴォルフガングを見ながら「ふふ」と笑う。その、微笑ましそうな表情には……ヴォルフガングがムッと苦虫を噛み潰したような顔をした。

　……なにぶん彼がいかに厳しい顔をしようとも、この直前、エリノアに無理やり身包みぐるみ剥がれた魔物はどうにもキマらない。……何故現在ヴォルフガングが濡れた騎士の隊服を着せられているかというと……まあそういうわけである。

　己の滑稽さを自分でも分かっているヴォルフガングは、聖剣の聖の気が傍にあることも手伝ってとても苛立っていた。

　男はバツの悪さを隠すように舌打ちし、遠い水場で、彼が奪われた薬品まみれの服を懸命に水で洗い流している娘を睨んだ。その周りには、エリノアの鬼顔に気がついて干場から戻ってきた件の騎士たちの姿も見られる。

　そんな姿を幸せそうな目で追いながら……テオティルは素直に問いかけに答えた。






「私がお言い付けを破りここに来たわけですか……それはもちろん、エリノア様がお感じになった突発的な危機感を察知したからです」

「突発的な危機感……？」

「ええ」






　聖剣は主人を見つめたまま頬を緩める。






「剣わたしと所持者の間には特別な繋がりがあります。私をはじめに握った時、主人様の手のひらには私と同じ女神の印が刻まれた。その印を介して私にはエリノア様の状態がよく伝わってくるのです」






　と、ヴォルフガングが首をかしげる。






「？　遠すぎると能力に限界があるから感知できないと言っていなかったか……？」

「ああ、あれですか？　あれは女豹殿が……エリノア様について行きたかったらそう言えと」

「…………コーネリアグレースか……」






　ヴォルフガングの頭に、にゃはん♪　としたたかな顔の太ましい魔物の姿が思い起こされた。






「あ、あいつ……」






　いつの間に聖剣と結託していたのだと、げっそりするヴォルフガング。その横で、テオティルはすました顔である。






「私も魔物に従うのはどうかと思いましたが……あの時は、主人様がまた私を大樹に戻してしまわれそうだったので。三度みたびは嫌でしたし、私も放置された時間が長すぎて、とてもエリノア様に飢えておりました。ふふふ」

「…………」






　清廉な顔で笑う聖剣に、こいつ……という目線を向けるヴォルフガング。

　しかしテオティルにそれを気にした様子はない。彼は視線でエリノアを追いながら続ける。






「女豹殿には感謝しています。おかげでこうして私は正式に主人を得て、傍であの方の感情を感じていられます。主人様はいつも賑やかです。面白いくらいに」






　こんな楽しい時間は、女神の大樹に、ただただ刺さっていただけの日々には得られないものだったと、幸せそうに語る聖剣に……ヴォルフガングが鼻を鳴らす。






「……それくらい……あの娘が落ち着きのない人間であることは俺にでも分かる」






　ふんと張り合うような言葉に……テオティルはそうですねぇとほのぼのと笑った。






「ふふ……エリノア様からは、一日に何度も様々な驚きや焦りが伝わって来ます。推察するに……日に何度も転んだり叱られたりなさっておいでなのですねぇ」

「…………」






　でもめげない所が主人様の良い所です、あ、でもちゃんと反省もなさっているのですよ？　落ちこんで、それから浮上するまでの不屈さが尊いです、と……嬉しそうにつらつら語るテオティルの顔に……ヴォルフガングが大いなる呆れを滲ませている。

　が……。

　不意に、幸福な思考しか心にない……という表情で主人を語っていた青年のオレンジ色の瞳が――すっと、ヴォルフガングに向いた。






「？　なんだ」






　どこか観察するような目に、ヴォルフガングがムッと問う。と、テオティルが口の端を持ち上げる。しかし、今度の笑みは目が笑っていない。その瞳に魔物が警戒の色を見せる。






「……ですが……先ほどの主人の感情は――ご自分がそういう災難にあう時とは比べ物にならないほど大きかったのです。だから、私は思わずここに来てしまった」

「……？　先ほど……」






　怪訝そうな男に聖剣はにこりと笑う。






「先程のエリノア様の突発的不安のことです。とても大きくて……焦りと恐怖に満ちていました。いったい何事かと、とても心配したのですが……」






　テオティルは人形のような目で、ヴォルフガングにひたりと静かな視線を送る。ニッコリと持ち上げられたままの口の端の形……ガラス玉のような瞳から向けられる視線は……どこか愉快そうでもあり、敵意のようでもあった。






「……主人様の心配事はあなただったのですね……」

「……何？」






　言われたヴォルフガングは弾かれたような顔をした。






「あなたがその水に落ちたこと、とても心配なさったようですよ」






　示されたなんとも言い難い色のタライの水。それに視線を落としながら……ヴォルフガングは意表を突かれたのか、困惑の表情を浮かべる。

　聖剣は、つまりエリノアがとても自分のことを心配していたと言っているのだ。






「──……」






　思い起こせば――ここのところ、自分も勇者であり人間であるエリノアに気を許しすぎていたような気がして……。

　そのことに対して、決して悪い気はしていない自分に気がついた。






「……」






　しばしの間のあと──再びチッと音がした。

　ヴォルフガングは舌打ちをして顔をそらす。






「……冗談ではない……」

















30　勇者は騎士たちにスパルタ教育している場合ではなかった…












「――ちょ、騎士様!?」






　エリノアがギョッとしている。

　と、髭の騎士が物干し竿に隊服をかけながら……つぶらな瞳をキョトンとさせて振り返った。






「ん？　どうした」

「あの……私の目がおかしいのでしょうか……お預けしたその隊服……なんだか穴がすごく大きくなっているような……」

「ほぉ……お前すごいな、いちいち穴の大きさなど記憶してるのか？　ははは」






　すごいすごいとエリノアの髪をぐりぐりかき混ぜてくる髭面騎士に、頭を揺らされながら……娘は目を剥く。






「ちょ、おだてても誤魔化されませ……あ！　こっちの隊服は洗ったはずなのに……どうして泥だらけなんですか!?」






　よく見れば、干竿の上の隊服にはいくつか土汚れがついている。エリノアがせっせと洗い、手伝ってくれるという彼らに託したものだった。それを発見し唖然とするエリノアに、騎士はのんびりと言う。






「ああ……確か干す時に何回か落としたか……？」

「そうだったっけ？　ま、大丈夫だ、俺たち泥くらい気にしねぇよ（にこり）」

「あ、洗う意味……」






　騎士たちのペカーっとお日様のような微笑みに……エリノアは――がくっと肩を落とす。……気持ちは……手伝ってくれようという気持ちだけはありがたい、ありがたいのだが……清潔感！　……と、エリノア撃沈。

　しかし、ここで怒ってはいけないとエリノア。






「だってね……どう考えても騎士様たちは褒められて伸びるタイプ（というか、叱られても全然気にしないタイプ……）ですものね……将来の騎士様方のお嫁様のためにも……ここはわたくしめがふんばって最低限の洗濯技術と少々のレディファースト精神を……」

「？　何言ってるんだ？　俺たちすでに妻帯者だぞ」

「子もいる」

「……」






　下の子供はまだ一歳、女の子♪　と……嬉しそうに指を一本立てる騎士の顔に……。

　次の瞬間、エリノアは鬼顔でスパルタ教育に方向転換した。






「そんなデリカシーのないことでは奥様方がさぞお困りでしょう!?　落とした洗濯物はそのまま干してはなりません！　というか洗濯物は落としてはなりません！　奥様が懇切丁寧にお洗いになったものを汚すなんてことしたら罰が当たりますよ!?　お子様がいるなら衛生面にももっと気をつけて――!!」

「お、ぉおお……」






　お嬢ちゃまに嫌われたら嫌でしょう!?　と……。

　迫力の増したエリノアの顔に、騎士二人ははじめて圧倒されたのだった……。






　そんなこんなで――泥のついた洗濯物を渋々回収していた騎士が、ふいに、それよりさぁ、と怪訝そうな声を上げる。エリノアは傍の水場で受け取った隊服の泥を落としていた。すでに一度洗った隊服は臭いも消えていて、他の使用人たちに迷惑をかけるようなことはなさそうだった。

　騎士の声に顔を上げると、騎士は訝しげな視線を洗い場の端へ向けている。






「……え？」

「さっきお前が脱衣を強要していた男と、その隣に今いるあいつ……誰だ？　騎士……？」

「いや……見たことねぇな……王宮ここにいるってことは……どっかの賓客の私兵？　……それとも新兵か？」

「ぅ……っ」






　彼らが見ているのが、テオティルとヴォルフガングのことだと気がついたエリノアはグッと喉に息をつめる。

　ヴォルフガングの服を洗ったら、早々にテオティルを家に返そうと思っていたのだが……その彼が大人しくエリノアを待っているものだから……短い時間とはいえ、つい泥汚れのほうに気を取られてしまった。

　肩を並べた騎士たちは、彼らをよく見ようと、眉の上にひさしのように手をあてて目を細めている。エリノアは慌てて騎士らの前に立ち、その視線を遮った。






「そ、そんなことより泥……泥を落とさないと！　いや、もうわたくしめだけでも大丈夫です！　騎士様はお可愛い盛りのお嬢様の元へお帰りください！」

「いや、俺どうせ今夜は勤務で隊舎詰めだし。それに俺たちお前に近寄る男は要報告で……しっかり探っておかないと……」

「……へ……？」






　ヴォルフガングたちを見ながらポロリともらした騎士の言葉に、エリノアが首を捻る。いつの間にかブレアの派閥内部でエリノアについての情報共有がされているらしい。が……彼女がその事実に気がつく前に……いきなり騎士の頭に鉄拳が打ち下ろされる。ゴインといい音に、騎士が地面に沈んだ。






「ひ!?」

「ばか野郎！　余計なこと言うな！　それは極秘（？）だ！」

「あ……すまんすまん」

「ちょ……大丈夫ですか!?　い、今かなり痛そうな音が……」






　エリノアは慌てたが……同僚に拳で思い切り殴られた騎士は、ケロリとした顔で起き上がり、空々しい笑いを浮かべてそっぽを向く。






「ははは大丈夫大丈夫、これくらいなんでもないなんでもない」

「ははは、すまんすまん、さーて……では仕事を続けようか……？　我らが細君のためにこのくらいのボロ布くらいは洗えるようになっておかねばなぁー」

「え、えぇ……はぁ……ボロ布それあなた方の隊服ですけどね……」






　話を誤魔化そうとしたが、何故か反対に何かを誤魔化されてしまったエリノア。

　娘は腑に落ちなさそうな顔をしているが、ひとまず騎士たちの注意が、ヴォルフガングたちから逸れてくれたことにはホッとしていた。

　とにかく彼らの隙を見て、さっさとテオティルを家に帰そう。






　と……。

　そう、思っていたエリノアだったのだが……。









「………………すまん……」

「えっ」






　沈痛な面持ちで頭を下げる白髪の大男の言葉に……エリノアは愕然として。持っていた桶を取り落とす。






「テオが……いなくなった!?」






　しおしおとうなだれる男の隣には、いたはずの銀の髪の青年の姿はない。






「すまん……たった今までそこに大人しく座っていたんだが……急に王宮内の気配が気になるとかなんとか言い出して……突然姿が消えた」

「け、気配……？」






　エリノアは青ざめた顔で王宮の建物を見上げる。






「う、うそでしょ……今、ここで……？　テオが……？」






　王命により、官も兵も、皆が総出で聖剣と勇者を捜索しているこの王宮で――その聖剣が迷子とは――。

　エリノアは思わずつぶやく。






「………………もしここでテオが捕まったら……あの子物凄く素直だから、正直に色々話しちゃいそうよね……？　勇者とか、聖剣とか……そして、気のせいじゃなかったら……あの子、物凄く目立つ、よね……？　髪とか……目とか……容姿とか……」






　少々動揺し、言葉を上ずらせながらエリノアがそう問うと……拳で額を押さえた褐色の肌の男から、「………………すまん」と、沈みこんだ声が返ってきて……。ついクラッとくるエリノア。

　娘は頭を抱えた。






　――テ……テオぉおおおお……っ!!






　勇者の声なき叫び、再び……。







終
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